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宮崎県教育委員会では，地域振興整備公団の委託を受け，昭和

55年から宮崎学園都市建設地における埋蔵文化財包蔵地の発掘調

査を実施しています。

本書は，この調査のうち主として昭和58年2月から59年6月に

かけて実施した遺跡について集録したものです。時代は旧石器，

縄文，弥生，古代，中世と多岐にわたり，遺物にも本地方では出

土例の少ない曽畑式土器，また本県では希少例の墨書土器も見られ，

他地区の報告書と同様，貴重な資料が提供されたといえます。

本書が専門の研究だけではなく，学校教育や社会教育の面にも

広く活用されると共に，文化財に対する認識と理解のために役立

つことを期待しています。

発掘調査にあたって深い御理解と御協力を賜わった公団や調査

指導の先生方，地元清武町に対して衷心から御礼を申し上げます。

昭和60年2月

宮崎県教育長　後　藤　賢三郎



例　言

1．本書は，昭和56・58・59年度に実施した宮崎学園都市建設事

業に係るものの内，従来農業高校予定地とされた5遺跡の発掘

調査報告である。

2．発掘調査は，地域振興整備公団宮崎学園都市開発事務所の委

託を受けて，宮崎県教育委員会が実施した。

3．本書の執筆は，面高哲郎・永友良典・長津宗重・北郷泰道・

近藤　協・菅付和樹・日高孝治・谷口武範が行った。

4．執筆の分担は次のとおりであるが，文責については，各文末

に明記した。また，総括編集には北郷があった。

第I章………………北郷

第Ⅱ章………………北郷，日高

第Ⅲ章………………長津，近藤

第Ⅳ章………………菅付，谷口

第Ⅴ章………………面高

第Ⅵ章………………近藤
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SIl・2・3検出状況（北より）

SI2（東より）

古墳時代遺物出土状況（北より）
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出土遺物
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第　I　章　　序　　　説

第1節　調査に至る経緯と経過

昭和56年11月19日から昭和57年3月30日までの問，福祉施設建設予定地造成に先立ち工事用取り付け道路等の必要

から赤坂遺跡（7号地）の発掘調査が要請され，県文化課において調査を実施したが∴本報告に収録するその他の遺

跡群は農業高校建設予定地として造成が計画された地域に所在するものである。造成に先立つ発掘調査を急ぐとの学

園都市建設局及び地域振興整備公団の要請から，調査期間は昭和58年度から59年度にまたがり，第1期の調査は下田

畑，小山尻東遺跡の一部を昭和59年2月29日から3月31日まで，第2期の調査で第1期の継続と田上遺跡，小山尻西

石塔群の発掘を昭和59年4月5日から6月30日まで実施した。

第2節　調査の組織

発掘調査委員会および調査事務局の組織は，次のとおりである。

特別調査員　　藤　原　宏　志　宮崎大学助教授

町　田　　　洋　東京都立大学助教授

事　務　局　　宮崎県教育委員会

教　育　長　　後藤賢三郎（昭和56～59年度）

教育次長　　甲斐俊則（昭和56年度），内田琢也（昭和57・58年度），兼田克己（昭和59年度）

教育次長　　船木　哲（昭和56～59年度）

文化課長　　山本一麿（昭和56年度），井上鉄哉（昭和57・58年度），平田和彦（昭和59年度）

課長補佐　　村田広則（昭和56年度），佐野芳弘（昭和57・58年度），成見　実（昭和59年度）

庶務係長　　島中　勲（昭和56・57年度），安部信宏（昭和58・59年度）

主任主事　　穂之上　昇（昭和56～58年度），井野伸一（昭和59年度）

文化財係長　　山下正明（昭和56年度まで）

主幹兼埋蔵文化財係長　　田中　茂（昭和57～59年度）

（調査員）

岩永哲夫（昭和56～58年度），面高哲郎（昭和56～59年度），永友良典（昭和56～59年度），長津宗重

（昭和57～59年度），北郷泰道（昭和56～59年度），近藤　協（昭和59年度），菅付和樹（昭和56～59年

度），　日高孝治（昭和57～59年度），谷口武範（昭和57－59年度）

調査協力　　清武町教育委員会

調査補助員　　永友加奈子，長友三千夫

埋蔵文化財センター整理専門員　　津隈久美子

整理補助員

整　理　員
（昭和56・59年度）

増田慈子，酒井晴子，日野美智子
（昭和58年度まで）

藤丸美代子，渡辺　祥子，菊野　悦子，鳥越　智子，荒武　望恵，荒木　慶子，荒木真由美，

加藤　泰子，富永　優子，橋本真智子，松岡　邦子，清水　玲子，永峰まり子，竹島　典江，

川崎　法子，高山　幸子，田原　辰子，金丸　琴路，西　洋子，丸山　直子・佐々木ゆみ子，
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溝口ふさ子，野村　涼子，長沼　幸子，斉藤　保子，追坪千代子，金井　裕子，東　えり子

（北郷泰道）

1．山内石塔群（23号地）

2．下田畑遺跡（1号地）

3．赤坂遺跡（7号地）

4．小山尻西石塔群（8号地）

5．浦田遺跡（4号地）

6．人料遺跡（ノ5号地）

7．小山尻東遺跡（2号地）

8．田上遺跡（3号地）

9．堂地西遺跡（9号地）

10．平畑遺跡（10号地）

11．堂地東遺跡（11号地）

12．熊野原遺跡（14号地）

13．犬馬場遺跡（13号地）

14．前原西遺跡（15・16号地）

15．前原北遺跡（20号地）

16．前原南遺跡（19号地）

17．陣ノ内遺跡（18号地）

18．車坂城跡

19．木花遺跡（21号地）

20．今江城（仮称）跡
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第Ⅱ章　下田畑遺跡の調査

第1節　遺跡の立地と環境

下田畑遺跡は，学園都市建設予定地内の北西端部に位置し，標高35〃了から32〝7の丘陵縁辺に営なまれた縄文時代早・

前期，弥生時代，平安時代に及ぶ複合遺跡である。地形的には，西に隣接する宮崎医科大学敷地と一連で北に傾斜を

もち，現況は段々畑に開削され，遺構，遺物の検出はその最上段部に限られた形とな1たが，最下段の現水田面に至

る傾斜面上に遺跡は広がっていたものと思われる。

（北郷泰道）

第2節　調査の経過および概要

下田畑遺跡は宮崎郡清武町大字木原字下田畑に所在する。宮崎学園都市遺跡群内の農業高校開発予定地内の調査と

して昭和59年2月29日より6月30日まで発掘調査を行った。

本遺跡は昭和56年に行なわれた事前調査や近接地における道路拡幅工事の立会い調査等によりアカホヤ層上位に黒

色土層が存在し，また下位の硬質褐色土層よりは焼石が出土することが確認されていた。

調査は調査区内をA・Bに分けて行った。A区においてはまず重機により表土を除去した後，土層確認の為の土手

を2ヶ所南北方向に残しながら掘り下げを行った。その結果アカホヤ層の上層より縄文時代前期の曽畑式土器の包含

層，その上位には古代（平安時代）を主とする包含層が確認されたが，同様な黒色土層内であったため平面的に識別

することは困難であった。そのため，遺物の分布状況を平板測量で実測を行いながら，遺構検出面（アカホヤ層）ま

で掘り下げを行った。その結果A区において，遺構としては古代（平安時代）の掘立柱建物跡7軒，カマド付竪穴住

居跡2軒，土拡1基及び土器集積遺構と弥生時代の土拡1基が確認された。また主な遺物としては，土師器，須恵器

弥生土器および縄文時代前期の曽畑式土器が出土している。

また，アカホヤ層上面の遺構確認後，アカホヤ層下位の遺構，遺物に関する調査を行った。まず，重機により無遺物

層であるアカホヤ層を除去した後，掘り下げを行った。アカホヤ層直下には，硬質黒色土層が存在したが無遺物層で

あった。その下位の硬質褐色土層より，焼石と縄文土器（塞ノ神式土器）および石器等の散布が見られた。しかし焼

石の散布状況は集石として確認しえるものではなかった。またその他の遺構は平面的には確認しえなかったが，土層

断面より数ヶ所の掘り入みが確認されている。またその下層よりはナイフ形石器が1点出土している。

B区は原地形が東から西へ傾斜しており，西側の部分ではかなりの量の黒色土層の堆積が認められた加，遺構，遺

物は少量確認された程度であった。しかし東側の部分において若干の削平は受けていたが，アカホヤ層上面において

弥生時代の竪穴住居跡が1軒確認されている。

（日高孝治）

第3節　　層　　　位

約20cmの表土層を除去した後の，下田畑遺跡における基本層序は次のとおりである（第1図）。

土層は，黒褐色土層で文明の火山灰に起源すると患われる白黄色の火山灰を含み，その混入の状態によってさらに

細分出来る。Ⅱ層は，暗褐色土層で土器片を包含しはじめ，Ⅲ層は，黒褐色土層でこの層中から竪穴住居跡及び掘立

柱建物跡の掘り込みが存在するが，その明瞭な把握は困難であった。Ⅳ層の黒色土層は，縄文時代から古代にかけての

土層といえるが，本遺跡においては，縄文前期の曽畑式土器を下層に包含しただけである。Ⅴ層からアカホヤの混入

がはじまり，Ⅵ層が6，300B．P．年といわれるアカホヤ火山灰層である。

アカホヤ火山灰層下のⅦ層は，硬質黒色土層でこの中にはほとんど遺物が混入されることがない。塞ノ神式土器を

包含するのは，Ⅷ層の硬質黒褐色土層であり，集石遺構等のこの時期の遺構はⅨ層の硬質喝色土層に掘り込まれる。
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Ⅹ層の黄褐色土層が旧石器時代の層といえるが，その面的な遺物の広がりはとらえ

られている。さらに，その下の氾層は，姶良Tn火山灰層に相当するようである。

（北郷泰道）

第4節　各時代の遺構と遺物

1．旧石器時代

明確な旧石器時代の包含層は確認されなかったが，ナイフ形石器が，Ⅸ層下層で出

土している。ナイフ形石器は，硬砂岩を素材とする横長剥片を使用した長さ3．7cm

最大厚0．9cmのものである。刃部の背面には刃潰し加工が施されている。

2．縄文時代

縄文時代の遺物は，アカホヤ火

山灰層を挟む上下層から出土して

いる。アカホヤ層の下層から出土

したものは塞ノ神式土器を中心と

するもので，上層から出土したも

のは曽畑式土器を中心とするもの

である。他に石器類として石鉄，

スクレイパー，磨石などがある。

塞ノ神式土器（第3図）

Ⅷ層から礫群に伴って出土して

いるが，礫群の中には明瞭な集石遺

構といわれるものは確認されてい

ない。塞ノ神式土器は，撚糸文・

縄紋施文を中心とするもので貝殻

文系のものは含まれていない。

1・2・5・6などは大きく

「く」字形に外反する口縁部をも

ち，ロ縁部の文様帯は刺突文を主

体としている。3・4・12は同一

個体と思われるが，全体に作りは

粗く16・16′と共に他の土器類と異

質な印象を与えるものである。そ

れは，文様の施文にも指摘される

ことで，沈線文で区画された中に

縄紋を施文するが，同じ文様構成

をもつ13・14・18などの沈線の区

画線が直線的にはっきりしている

l‘

苛薫㌫王萌有毒一千㌣
ヽ

1‾l

－lJ

‾∵tl出神官‾J－恵贈

薫き妄≡新妻宣群′

軍票去
′

／　一

．畢畜憲
r　　′

一　一′　・ヽ．＿

一二㌔・．J

J▼＿▼

；1

密事畢葦琵恕I．コ二けり

壷掻肇謂糖
’煉廿隼雄＼＿；ノー　一　一

′　l

′号融抑止∫ノノ「　2

転

6

こ‾こ；苛
ど莞語が

畔諺
26

■
l
・
4
m
．
1
1
1
リ
小
、
．
、
Y
l
‥
し

『フ

0

［コ二二エコココの

第2図　ナイフ形石器実測図

「‘I‾‾‾二

10cm
l．，，，l；　　　　　」

20

轟が

9

0　　　・一

事　　一

．ヾ二’ト

ー6－

10

4〃

17

酷薫／
宅夢
1予　一、－霊し∴、⊥こ＿＿

＼霊草誉ニーここ
＿．、ご

ヽ＿＿J一、、1

25

I

、、、、＿＿＿＿」＝プ
／

28

第3図　縄文土器実測図・拓影（1）



0

主lIl　－l　　　　　伽

第4図　石嫉実測図

班が　　42　　　　　　　　43－1－　　　　　44軒

痍這、、‾三

鷲憶l昏罵
言、

52

魂

60

65

0

57

61　　　　　　　62

攣罪♂

70

10cm
11．，，；　　　　　　　」

71　　　　　　72　　　　　73

第6図　縄文土器実測図・拓影（3）

37
1－－1

1

0　　　　　　　　10cm
l　一　．．．l I

第5図　縄文土器実測図・拓影（2）

80　　　　　　　81l’

焉琶昆

08

療β
104

82

78

一　　ヽ
●

止こ畠

88
87

』
91　　　　　　　　　　　　92

95讐鎮7月
ノl伽

105

101

1肪

D

肇轡ロ
113　　－脾′〆1114

第7図　縄文実測図・拓影（4）

10cm
：．．，．！　　　　　　　！

O

＿＿．＿．＿たち22222Ⅶ

第8図　スクレイパー実測図

「 10cm
？，lIJ　　　二ヨ

第9図　石斧実測図

ー7～8－

O

＿＿＿ll室室室招

第10図　石器実測図



のに対し，曲線を帯び粗雑な施文となっている。

これらに対し24・26は，撚紋・縄紋を地文とし，その上に沈線文を重ねるもので，この類は少ない。

一方，胎土については，14・15・19に金雲母が含まれるほかは，長石・石英を中心とするものに角閃石が半数の土

器片に含まれるというのが全体的な傾向といえる。

貝殻条痕文土器（第5図29～34）

同じくアカホヤ下層から少数であるが員穀条痕文土器が出土している。29は山形口縁を成すと思われる口縁部片
ヽ

である。他の口緑は平口緑である。胎土には，塞ノ神式土器でみられた金雲母を含むものはみられない。

平柿式土器（第5図35・36）

貼付け突帯文あるいは刺突文をもっ類で，わずか2点の出土である○他の施文は，沈線文，刺突文の組み合せで，突

帯文を貼り付け，その上にも刺実を施している。

′

円筒土器　（第5図37）

砂質の強い胎土を用いた脆い土器で，風化が進んでいるが，長さ約4cmのへら先による極細の沈線を縦方向に1cm

程の間隔で施文する。復元口径は14cmを測る。

曽畑式土器（第6・7図）

アカホヤ火山灰層上層から出土し，包含された層はアカホヤの土壌化した土層である。

また・SB4の北東に長軸約1・9∽・短軸約0・9〝官のやや輪郭のくずれた掘り込みが検出され，曽畑式土器の集中

した出土がみられた。

口縁部の形状は，おおむね二類に分けることが出来・短かく「く」字形に外反する42・43・49と，口縁端部まで直

線的ないしは端部のみが小さく屈曲するものとに分けられる。また，口縁部に施文される文様要素は，刺突文と短線

列文で，50を除き表裏面に施文はみられる。49はこの類の破片としては最も大きく全体形をうかがい知ることの出来

る資料であるが，外反する口縁から胴部は直立し，その下部で屈曲し底部を形成するものと思われ，丸底の底部が推

定される。底部の資料は，113～115に見ることが出来る。

胴部への文様の構成は，短かい沈線文を鋸歯状，綾杉状，菱形状，「口」字状に施すなど単一の施文要素を用いての

多様性が示されているといえる。

全体に焼成は悪く，色調も褐色系のものを中心としている。胎土については，43・63・67に金雲母が含まれ，その

他は長石・石英・角閃石を含むもので，胎土の様相としては塞ノ神式土器に共通しているといえる。

石　器

（第4図）

石銀は8点出土している。1が正三角形状を呈するほかは，おおむね二等辺三角形状を呈する。3が基部の挟りが

狭く特徴的な脚部を整形するのに対し，ほかは基部が両隅からゆるやかに扶りを整形するものとなっている。
l

素材とする石は，チャートと黒曜石に二分されるが，黒曜石はさらに気泡の多い白歯したもの（2，5）と透明度

のあるもの（8）とを判別することが出来る。
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スクレイバー（第8図）

1は硬砂岩，2は白濁した黒曜石を素材としている。1には表裏の剥離の際の打撃面にはさまれた箇所に自然面が

残されており，剥離によって形成された鋭利な部分をそのまゝ刃部として使用している。長軸5・4cm，2・8cm・厚さ0・9cm

を測る。

2は表裏とも同じ面を打撃面に使用し，ポジティブな面とネガティブな面が表裏を成している。刃部にはさらに細

かい調整剥離が加えられている。長軸8・8cm，短軸5・3cm，厚さ1・9cmを測る。

石　斧（第9図）

長さ16．0cm，幅5．9cm，厚さ4・Ocmを測る打製石斧である。片面には一部自然面を残している。

凹石・磨石・敲石（第10図）

3の凹石は，SBlのピットから出土している。長軸9・1cm・短軸6・8cm，厚さ4・9cmを測り，両側に凹みがつけら

れている。1は長軸9．7cm，2は長軸9・5cmをおのおの測る磨石で，4は長軸8・8cmを測る敲石で長軸両端が使用さ

れている。

3．弥生時代

遺跡地の東半B区では，弥生時代の遺構が検出されたが，北に続いたであろう丘陵は早くから開削されており，

まだ多くの遺構が北に延びる丘陵上に存在した可能性がある。現況地形の中で確認されたのは・竪穴住居跡1と掘り

込みの全体は削平のため不明瞭であったが竪穴住居跡の床面の残存と思われる土器片の集中した箇所が1箇所認めら

れた。前者をSA4後者をSA5として記述を進める。

SA4（第15図）

南辺に約1例の幅広の住居跡内部への張り出し部を掘り残すタイプの竪穴住居跡である。全体形は長方形を呈し，

東西の長辺で6．3桝，南北の短辺で4・3刑を測る。現在の壁面での最深は35cmを測る。柱穴は明確ではないが東西の

2本柱が考えられ，東側の1穴は確実であるが，西側の柱穴ははっきりとした掘り込みを作らなかったものとみられる。

弥生土器（第11・12図）

聾形土器が主なもので，突帯文土器が特徴である。1はタガ状の突出した大きめの突帯を貼り付けるもので，突

帯端は上向きに成形されている○口縁部への屈曲はルーズで・内面にも陵を作らない。口唇部は中凹みを呈する。こ

ぅした大型の整形土器に対して，10・11は小型の屈折するロ縁部をもつ突帯文土器で，14～18は下城式の刻目突帯文

土器である。

9の口縁端に突帯を貼り付けるタイプは1点のみ出土している。

また，19は壷形土器の胴部の突帯文部と思われる。

その他の弥生土器（第13・14図）

sA4の南西に輪部が不明ながら弥生土器の若干の集中がみられた。第13図20は，ほぼ直角に屈折する整形土器の

ロ縁で，21は刺実をもつ脚部片である○

また，A区SB3の西方に，撹乱された掘り込みがあり・第14図22－24が出土したが，22に明瞭にみるように二
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第15図　SA4　実測図

条の凹線を口唇部に施す口縁部片である。
（北郷泰道）

4．平安時代

本遺跡においては，A区でアカホヤの上層より平安時代に相当する遺構および遺物が確認された0層位的にはアカホヤ

上層より出土した曽畑式土器の包含層より上層に包含層があると考えられるが，黒色土層内での識別は困難であった

ため，包含層内出土遺物については，平板測量により分布状況を実測しながら掘り下げアカホヤ面において遺構確認

を行った。

遺　構

遺構としては，掘立柱建物跡（SB）～7軒，カマド付竪穴住居跡（SA）～2軒，土拡（SC）1基，溝状遺構

（SE），性格不明（土器集積）（SZ）およびピット群が確認されている。

掘立柱建物跡（第16～第18図）

掘立柱建物跡は全部で7軒確認されている。規模及び主軸方向は表5にしめす通りである。全体的に見ると規格

は3間×2間と2間×2間の2種類があり，規模としてはSd1が7．0〝7×4．4〃了と最大でSB3が3．8m×2．8刑で

最小となり，その他は桁行5”7前後×梁行3．5刑が前後に集約される。また柱間寸法は2．6〝z（約9尺）－1．2〝z（約

ー12－
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4尺）まで各種存在している。主軸方向はSB6を除いて東へ向いている。またSB2は総柱建物であり，廟を有す

る建物は存在していない。SB4・5には建物内にカマドまたは炉になると思われる焼土の盛上った遺構が存在した。

全体的に調査区内の中央部に広場を設ける格好でやや周辺部に分布しているという状況である。尚，掘立柱建物の切り

合い関係は認められなかった。

竪穴住居跡

S Al（第19図）

SAlは調査区の北東，SB2・3とSB7のほぼ中間に位置する竪穴住居跡である。方形プランを呈し，規模は

5〝7（南北）×4．5〃7（東西）を計る。検出面からの深さは約30cmである。東・西・北壁にそれぞれカマドを有し屋外

に煙道が延びている。

西カマドは西壁のほぼ中央部に位置し，カマド部分は直径80cmの浅い掘り込みを有し，長さ11解，幅50cmの煙道が屋

外へ延びており煙道の先端には直径45cm深さ70cmの煙出し部分を有する。

北カマドは北壁のほぼ中央部に位置する。カマド部分は直径1〝7の浅い掘り込みを有し，掘り込み内には両側に直径25cm

程度の浅いピットが存在する。これは，北カマド付近より出土している軽石製支脚を立てるためのものであろうと思わ

れる。煙道は長さ1桝，幅50cmを計りその先端に直径40cm深さ70cmの煙出し部分を有する。

東カマドは東壁の中央からやや北よりに位置しており，カマド部分は50cm×70cmの楕円形状の掘り込みを有してお

り煙道入口付近には両側より軽石製の支脚が出土している。煙道は長さ1．1〝z，幅50cmを計りその先端には直径40。m，

深さ60cmの煙出し部分を有する。これは西・北カマドと同様であるが，東カマドは煙道の両壁に沿って偏平な石が立

ててあり，1ヶ所その上から偏平な石で蓋をしている状態が検出されたので，もともとは煙道には石蓋がなされてい

たものと思われる。その構造や検出状況から考えて，北カマドを廃棄した後に東カマドを構築したものと思われる。

住居跡内にはピットは4個確認されている。

住居内からは，土師器（杯・聾）・布痕土器・須恵器・石製品（軽石製支脚・砥石）が出土している。分布は東カ

マド付近に集中している。遺物の中には杯の外底に「宅」の字を墨書してある土器が出土している。

S A2（第20図）

SA2は調査区の南端に検出された竪穴住居跡である。方形プランを呈し4．4”7（南北）×4．5”7（東西）を計り，

検出面からの深さは約50cmである。ピットは全部で6個確認されている。

この住居跡はSAlと同様に北と東の壁にカマドを有するものである。

北カマドは北壁の中央よりやや東側に位置しており，カマド部分には直径60cmの浅い掘り込みがある。その両側

には直径10cm程度のピットが存在する。屋外には長さ1．4”7幅60cmの煙道が延びており，その先端には直径60cmの煙

出し部分がある。煙出しはSAlで見られるようなピット状に深くはりこんだものではなく，煙道より若干凹む程度の

ものである。埋土は明灰白色粘質土で床面付近は明茶褐色の焼土が存在した。

東カマドは東壁の中央よりやや北に位置する。カマド部分は直径90cmの浅い掘り込みを呈しその両側には直径30。皿

のピットが存在する。屋外には長さ1．5”7，幅50cmの煙道がのびている。煙道は入り口部分よりなだらかに下降しなが

ら煙出し部分に至る。またその間は両側に偏平な石を立てその上を同様な石で蓋をする構造である。また煙突部には

底部が欠如した土師器（聾）を3つ重ねた状態で使用していた。その中には，使用時から入っていたものであるか

廃棄時に入れられたものか不明であるが，第21図にみられるように石が詰っていた。また煙道部の最先端には，煙突

に使用されたと同様の賓が横倒しにして置かれていた。灰だまりであったと思われ嚢の内面には多量のススの付着が

見られた。また，煙道の石蓋の上面や煙突の周囲には明灰白色粘質土が薄くではあるが確認できた。
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第19図　SAl　実測図

第20図　SA2　実測図
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第21図　SA2　カマド実測図



カマドの構造としては北・東カマドともSAlとほぼ同様の形態を示すと思われるが，SAlのような軽石製支脚

は出土しておらず，他になんらかの支脚を用いたと思われる。

北カマドと東カマドはその残存状況より見て，北カマドが廃棄された後東カマドが構築され使用されたものと思わ

れる。

また，住居内の西南の部分において焼土の集中がみられたが，浅い掘り込みを呈するのみで構造は不明である。

出土遺物としては，煙突として使用されていた土師器・賓をはじめとして，皿や黒色土器（内黒）や布痕土器，須

恵器及び鉄器等が出土している。（第25・26図）なかでも28の黒色土器は鉢形を呈している。

SZl（土器集積）（第22図）

A区の東端，すなわちSBlの東側には土器が集中して

出土している箇所が存在した。直径2刑の範囲に土師器・

須恵器が集中して出土しておりその中央部には偏平な石が

立った状態で出土している。土器を取り上げると数ヶ所の

焼土の集中がみられたが，明確な掘り込み等は確認できな

かった。SBlに付随する平カマドの可能性が考えられる。

出土遺物には土師器・須恵器などがある。また須恵器の中

には気泡が入りこんだようなものも見られ，周辺からは窯

壁の付着した同様の須恵器（143）も出土している。

溝状遺構

調査区の西端を南北に走る溝状遺構が1本検出されてい

る。幅1．5〃7，を計り検出面からの深さは約50cmである。

断面は台形状を呈す。

溝内よりは，土師器，須恵器，縄文土器等が出土してい

る。掘立柱建物，竪穴住居にともなうものと思われる。

遺　物

遺物としては，土師器・須恵器・布痕土器・土錘・石製

品及び鉄製品が出土している。
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土師器　杯

杯は全てへラ切り底である。ほとんどのものが切り離しの後底部を再調整しており，へラ切り痕が明瞭に残ってい

るものは少なかった。形態的特徴（底部より休部への立上りや口縁部の形態）によって数類に分けることができる。

尚形態分類は「山内石塔群」の分類に準拠LI類をへラ切り，A類を杯とし，細分を行う。

I－A－1類

底部と体部の境が明瞭なタイプである。底部は平底で口径12．5cm～14．5cm，器高3．5cm～4．6cm底径7cm～8．6cm

を計る。口縁部の形態によりさらに2類に細分できる。

1a一直線的ないしは内湾ぎみに立上りそのまま口縁部へ至るもの。（52・69・73，75，76，78，83，88，90）

lb～直線的に立上り口縁部付近で外反するもの。（39′46，55，70，72，77，85）
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a・b類ともに焼成・胎土及び内面の形態によりさらに細分される可能性がある。

I－A－2類

底部と休部の境が丸味を持つタイプである。底部は平底で口径17．0cm～12．4cm，器高3．6cm～4．8cm，底部7cm～

8．5cmを計る。これも1類同様口し縁部の形態により2類に細分できる。

2a一直線的ないしは内湾ぎみに立上りそのまま口縁部へ至るもの。（7，8，9，10言1，37，41，61，66，68，71，

74，′84，87，91）

2b～直線的に立上り口縁部付近で外反するもの。（40，65）

さらに，2a類は法量的に2類に細分できる。

土師器・皿（45，80，81）

杯以外に皿と呼べるものが出土している。法量的にいうと器高が3cm以下で口径13．4cm～13．8cmを計る。56はSA3

出土である。底部がていねいに仕上げられている。休部の中半で段を持ちそれから外反するタイプである。79，80は

同タイプである。若干丸味をもった底部より直線的に口縁部まで立上るタイプである。焼成は良好で堅く焼き締って

いる。

聾　類

土師器の賓類は，杯についで多くの出土があった。これらの賓は口縁部片が多いため全体的な器形は不明な部分が

多いが，口縁部や胴部の形態等によって分類を行いたい。

まず口縁部の径の大きさによって，口縁径20cm以下を小型（I類），20cm以上を大型（Ⅱ類）として分け，それぞれに

対して分類を行った。

I－a類（2，23）

頸部がくびれ胴部が張り口縁部ないしは胴部中半に最大径を有するタイプ。口縁部はシャープで内外面ともナデ調

整である。薄手である。

I－b類　（24，101）

胴部の張りはa類と同様であるが，頸部が丸味をおびて外反し口縁部は丸ないし角を呈する。内側へラケズリが施

されている。薄手である。

I－C類（22，25）

頸部が丸味をおびて外反する。胴部は直線的に下降する。口縁端部は丸ないし角を呈する。内面はへラケズリが施

され，外面はタタキを行った後その上をナデ消している。厚手である。

Ⅱ－a類　（53，54，93，99）

頸部がしまり胴部が張り，口縁ないしは胴部中半に最大径を有するタイプである。内外面ともナデ調整である。

Ⅱ－a′類（95）

Ⅱ－a類と同類と思われるが頸部がくびれず外湾するタイプ

Ⅱ－b類（1，18，19，20，29，94，97，98，100）

頸部が丸味をおびて外反し，胴部は直線的にやや開きながら下降し最大径を胴部中半ないしそれ以下にもっタイプで

ある。外面はパケ，ナデと各種ある。内面へラケズリを施す。

以上おおまかな形態分類を行った。まだ口縁部の形態などの細部の技法等によって細分は可能であると思われるが，

SA2の煙突部に使用された一括資料として扱える土器にも若干の形態・技法の違いが見られたので，ここでは同じ

形態内によるバリエーションとして理解しておきたい。
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また，SA2よりは32の鉢形土器も出土している。口径22cm器高12cmを計り平底である。胎土は砂粒を含み，焼成

は良好で，外面ともナデ調整である。SAlにおいては3のミニチュア壷も出土している。また　のような球形胴部

をした無頭壷も出土している。
103

黒色土器（内黒）

本遺跡において出土している黒色土器は全て内黒である。1軒の住居跡より1～2点の出土で量的には少ない。

SAlよりは杯の破片（6）が1点，SA2よりは28，38が出土している。28は杯・塊が多い黒色土器の中では珍ら

しく口径21cmを計る鉢形土器である。内外面とも研磨されており，内面は部分的に黒色を呈していない所も存在する。

38は杯の破片である。内面に炭素が吸着しているが研磨があまり施されておらず光択がない。黒色部分が剥落している所

も存在した。82，86は包含層内よりの出土である。両者とも杯であるが外面は，荒い研磨しか施されていない。82は

立ち上りが丸味を持っタイプで，86は底部と休部の境目が明瞭なタイプである。

布痕土器

本遺跡においては，土師器とともに内面に布目圧痕のある土器が出土している。SAト2より数点出土している

が，その他は包含層内よりの出土である。完形品はないが，口径は12～15cm程度で底部は尖底かそれに近い丸底を

呈す。全体的な器形は円錐形の胴部を若干膨ませたような砲弾型となっている。型づくりされた土器らしく，内面は

型はずしを容易にするために型にまかれていた布が圧痕として残り，外面は指頭痕が残る荒い作りであり，口縁部は

型よりはみだした粘土を取るためであろうか，へラ状工具によって外方はそぎ落されている。胎土は荒く，焼成は良

好である。二次焼成を施したものは認められなかった。容量は420～480。。を計る。

土　鍾

土錘は全部で9個出土している。その半分は遺構よりの出土である。また法量については，表6に示す通りであ

る。全て土師質で小型粘土筒状をしたものである○焼成も良好で調整はナデ調整が行なわれている。その法量によっ

って大型（118，119，123，124）と小型（120，121，122，125，126）の2種類に大別できる。

須　恵　器

須恵器は杯および聾が出土している。

杯は土師器杯とほぼ同様な形態となす。全てへラ切り底である。その形態によって底部から休部へ丸味をもって内

湾気味に立上るタイプ（43，48，51）と偏平な底部より直線的に立より口縁部で少し外反するタイプ（42，77），偏

平な底部より丸味をおびて直線的に立上るもので器高が低いタイプ（68）に分けられる。色調は灰白色～灰色を呈し

内外面ともナデ調整であり，焼成は良好である。また焼成の際に生じたと思われる線状をなした黒斑を有するものが

存在する。

賓はほとんどが胴部片である，その器壁には外面～格子目文，平行線文，内面～平行線文，同心円文の各種の叩き

目が施されている。135の聾の底部付部付近のように内面に2種類のアテ具を部位を違えて使用しているものである。

また中には131のように内面を板状工具によって荒く仕上げた例もある。

またSZlでは焼き歪んだようなものや，器壁に気泡を多く含んだような不良品と思われるものが出土したり，そ

の周辺よりは窯壁の付着した須恵器が出土したりしている。

ー27－



石　製　品

′138～141は，軽石製の支脚である。いずれもSAlよりの出土である。最も完全に残存しているのは138で，長

さ23．5cm，幅8cmを計る側面はていねいに加工されている。出土状況等から考えて細い部分を下にして立てていたも

のと想定される。上端部は斜めに加工されておりその部分で土器を支えたものと患われる。139～141も同様な形態

をなすものと思われる。

137のような砥石も出土している。長さ10．5cm，幅2cm，厚さ0．8cmを計る四面とも使用されており擦痕が存在す

る。136は15cmXllcmの楕円形を呈し厚さ7．5C7nの砂岩である。表で裏両面に2ヶ所ずつ凹みが見られる。

砥石の一種ではないかと患われる。

鉄製品

142はSA2出土の鉄器である。残存長9．5cm，幅3cmを計る。先端がおれているため全体形は不明であるが，基

部が曲っており，鎌の一部ではないかと思われる。
（日高孝治）

第5節　ま　とめ

旧石器時代の遺物と患われるものはナイフ形石器があるが，その面的な広がりについては不明である。

縄文時代の早期土器としては，貝殻条痕文土器などがあるが，その量は少ない。主体となるのは塞ノ神式土器で，

いわゆるA式といわれるものに限られる。塞ノ神式土器を早期土器とすべきか否かについては，ここでは新東晃一氏
（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）

の説を支持しておきたい。アカホヤ下の土層形成については，かって辻遺跡の調査結果をふまえ問題点を指摘した

が，それについては，まだ地質学的な方面からの充分な検証を経ていない。その問題点とは，アカホヤ下の土層が黒

色土を形成している地域と，褐色土を形成している地域との二つに別けられることである。辻遺跡の場合，隣接した

二つの丘陵は黒色土が層を成す丘陵と，褐色土が層を成す丘陵に分れ，前者は塞ノ神式土器を中心に，後者は前平・

吉田式土器を中心に包含していた。第1の問題点はこうした土層形成の画然とした違いについてである。さらに，同

じく黒色土層でありながら，硬質の黒色土層の場合遺物が包含されることがないことである。下田畑の場合その硬質

黒色土層下の褐色土層に塞ノ神式土器を中心とする遺物は包含されていた。学園都市内においても，アカホヤ下に

黒色土が形成される地域と，されない地域とがあり，こうした早期文化層の在り方については一考される必要がある。

アカホヤ層上において検出された曽畑式土器は，県下においても貴重な調査例といえるし，性格不明ながら曽畑式

土器の集中した掘り込みは，充分に注目されるべきであろう。しかし，その掘り込みは，アカホヤと黒色土層との漸

□層中に浅く掘り込まれており，輪郭も不明瞭さらにピット等も認められず，柱を用する上屋が乗る規模とも思えな

い。ここでは単に土拡と呼んでおくしかないが，類例がふえることを待ちたい。一方，土器については，口縁部が小

さく山形を成すものがみられ，かつ短線列文を主とした文様もやや粗く，曽畑式土器の終りに近く位置付けるべき資

料と思われる。

弥生時代に属する竪穴住居跡は1棟のみであったが，南辺に幅約11竹の突出した掘り残し部をもつもので，住居跡

の主軸に直交するこの部分は入り口部と考えられ，いわゆる日向型間仕切り住居の間仕切りとは役割りを異にするも

のとみておきたい。出土した下城式土器から中期に位置付けられるべきものであるが，共伴の大型整形土器の口縁部

の屈曲がややルーズになるあたりから中期末に比定しておきたい。

また，時代が下って古代に入ると，カマド付竪穴住居・掘立柱建物と主体とする集落が営まれる。

カマド付竪穴住居2軒，掘立柱建物跡7軒が確認されている。カマド付竪穴住居は屋外に煙道を延ばすタイプの
（3）

もので，県内においては，宮崎市浄土江遺跡304号住居跡が初見である。学園都市遺跡群内においては，本遺跡の
（4）

南約100叫こ位置する赤坂遺跡で確認されたのをはじめとして，前原南・平
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所5遺跡9軒が確認されている。これらの住居跡は浄土江304号住居跡で見られるようなくり抜き式の煙道ではなく

掘り込み式の煙道を持っている。その形態も煙出し部分にピット状の掘り込みを有するものとそうでないものの2種

類に分けられる。これは本遺跡において煙道に石蓋を施す同タイプの煙道に併存しているので，時期差とともに，何

らかの機能差も考えられるのではなかろうか。またカマドは2－3回作り変えられている。

掘立柱建物は7軒確認されているが，廟を有するもは存在せず，2間×2間・3間×2問のみである。またSB2

は総柱建物であり倉庫の可能性がある。それに近接するSB3もその規模等から考えて倉庫の可能性があると思わ

れる。主軸方向はSB6を除いて東へ傾いている。SB4，S．B5には建物内に焼土が存在する。

これらの竪穴住居および掘立柱建物はその出土遺物等から考えて，あまり隔差がないので，ほぼ同時期に併存して
（6）

いたのではないかと考えられる。この様相は神奈川県向原遺跡で復元された村落景観に類似するものではないかと

考えられる。

また本遺跡出土の土師器は，その法量の面から見ると大形の傾向を示すものが存在している。これは学園都市遺跡
（7）

群内の浦田遺跡のカマド付竪穴住居より出土している杯に類似しているム浦田遺跡ではこの時期より後出する段階

で脚台を有する杯が出土している。なおこの時期の杯は小山尻東遺跡において10世紀中頃に比定される越州窯系青磁
（8）

とともに出土している。これらの関係から考えると本遺跡出土の土師器は概ね10世紀前半代に位置づけることがで

きると考えられる。

SZlよりは窯壁の付着した須恵器や，焼きひずんた須恵器等が出土していることから本遺跡は須恵器生産に何ら

かの形でたずさわった人々によって営まれた集落であろうと思われる。その場合の須恵器窯であるが，場所や胎士分
（9）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）

折等の結果より見て清武川をはさんで約3kmの所に位置する松ケ迫窯跡が考えられる。

以上のことから下田畑遺跡は，平安時代（10世紀前半代）に営まれた一般的な集落形態をなしているものと考えら

れる。また土師器の全体的な編年や，カマド付竪穴住居の変遷および掘立柱建物との機能差等については，他遺跡と

の詳細な比較検討がなされるべきである。

註（1）新東晃一「火山灰からみた南九州縄文・前期土器の様相」

『鏡山猛先生稀記念古文化論改』（1980年）

同　「南九州の火山灰と土器形式」『るめん』No．19（1978年）

（2）北郷泰道・長津京重『辻遺跡』清武町政育委員会（1980年）

（3）宮崎市教育委員会　宮崎市文化財調査報告書　第6集「浄土江遺跡」1981

（4）宮崎県教育委員会「宮崎学園都埋蔵文化財発掘調査概報Ⅱ」1981

（5）　　　〝　　　　　「　　　　〝　　　　　〝　　　　Ⅲ」1982

（6）神奈川県教育委員会，神奈川県立埋蔵文化財センター調査報告1「向原遺跡」1983

（7）宮崎県教育委員会「宮崎学園都市遺跡発掘調査報告書第2集・浦田遺跡」1985

（8）長津宗重氏の御教示による（本書掲載～小山尻東遺跡）

（9）宮崎県教育委員会「宮崎学園都市遺跡発掘調査報告書第2集」1985

（1功　石川恒太郎　「宮崎県の考古学」吉川弘文館昭和43年
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表1縄文土器観察表

図 面 番 号 地 区 名 遺 構 名 器　 形
器 部 及 び

残　　 存

調　　　　　 整 文　　　　 様
胎　　　　　　 土

色　　　　　　 調
焼　 成 備　　 考

表 裏 表 裏 表 裏

1 A
－

深　 鉢 ロ綾 部 一 頸 部 ナ　　 デ ナ　　 デ
撚　 糸　 文

刺　 突　 文 －
石 英 、 長 石 多 く含 む 褐　　　　　 灰 不　 良

2 ／／ － ／／ ロ　 綾 部 ／／ ／／
口　 緑 刻　 み

貝 類 刺 突 文 －
多 量 長 石 、 石 英 、 角 閃 石 明　　 赤　　 褐

5 Y R　　　 5 ／6
良　 好 ス ス 付 着

3 ／1 － 1／ 11 ／／ ／／
刺　 突　 文

沈　　　　 線 －
砂 質 石 英 、 長 石

に　 ぷ い　 黄 橙

10 Y R　　　 6／3
／／

同 一 個 体

4 ／／ － ／1 ／／ ／／ 1／ ／／ －
長 石 、 石 英 、 角 閃 石

暗　　 黄　　 褐

2 ．5 Y 良　　 3／2

明　　 赤　　 禍

5 Y R　　　 5 ／6
不　 良

5 ／／ － ／／ ／／ ／／ ／1
ロ 緑 部 刻 み

刺　 突　 文 －
石 英 、長 石 、角 閃 石 多 く含 む に　 ぷ　 い　 褐 ／／

6 ／／ － ／／ ／1 ／／ ／／
ロ 練 部 刻 み

刺 突 文 、洗 練 －
砂 質 微 細 石 英 浅　　 黄　　 橙

7 ．5 Y R　　 8／3
／／

7 ／／ － ／／ 11 ／／ 11 ／J －
角 閃 石 、 長 石 暗　　 赤　　 褐 橙 良　 好

8 ／／ － ／1 ／／ 1／ ／／ 刺　 突　 文 －
長 石 、 石 英

に　 ぷ　 い　 橙

7 ．5 Y R　　 7／3
不　 良

9 ／J － 11 頸　　 部 ／／ ！／ 1／ －
石 英 、 長 石 褐 明　　 赤　　 褐 良　 好

10 ／／ － ／／ 胴　　 部 ／／ ／J
沈　 経　 文

礼　　　　 文 － 長 石 、 角 閃 石 、 石 英
に　 ぷ　 い　 橙

7 ．5 Y R　　 7 ／3
／／

1 1 ／／ － ／／ 頸 部 ～ 胴 部 1／ ／／ JJ － 長 石 、 石 英 や や 砂 質
明　　 黄　　 褐

10 Y R　　　 7 ／6
不　 良

12 ／／ － ／／ ／1 ／／ 1／
刺　 突　 文

訝二線 文 、縄 文 －
長 石 、 石 英 、 角 閃 石 暗　　 黄　　 褐

2 ．5 Y R　　 3 ／2

明　　 赤　　 褐

5 Y R　　　 5／6
／／ 3 、4 同 一 個 体

13 ／／ － ／／ 胴　　 部 ／／ ／／
礼　　　　 文

沈　 線　 文 －
石 英 、 長 石 、 角 閃 石

灰　　　　　 褐

7 ．5 Y R 4 ／2 － 3／2

に　 ぷ　 い　 褐

7 ．5 Y R　　 5 ／3
不　 良

14 ／／ － ／／ ／／ 11 ／／ ／1 －
長 石 、石 英 、角 閃 石 、金 雲 母

に　 ふ　 い　 f立

7 ．5 Y R　　 7 ／3

褐

7 ．5 Y R　　 4 ／3
良　 好 ス ス 付 着

1 5 ／／ － ／1 ／／ ／／ ／／ ／J －
石 英 、長 石 、角 閃 石 、金 雲 母 浅　　 黄　　 橙 ／／

1 6 ／／ － 1／ ／／ ／／ ／／ 1／ － 長 石 、 石 英 、 角 閃 石
明　　 赤　　 褐

5 Y R　　　 5／6

褐

7 ．5 Y R　　 4 ／3
／／ ス ス 付 着

1 7 ／／ － ／／ ／1 ／／ ／／ ／1 － 微 細 石 英 、 長 石
明　　 赤　　 褐

5 Y R　　　 2 ／6
／／ ／／

1 8 ／／ － ／／ ／／ ／／ ／1 ／／ －
長 石 、 石 英 、 金 雲 母

浅　　 黄　　 橙

10 Y R　　　 8／3
／／

1 9 ／／ － 11 ／／ ／／ ／／ 1／ －
砂 質 石 英 、長 石 、金 雲 母

褐

7 ．5 Y R　　 4／3
不　 良 ス ス 付 着

2 0 ／／ － ／／ ／／ ／／ ／／ 11 － 長 石 、 石 英 に　 ぷ　 い　 褐 良　 好

2 1 ／／ － ／／ ／／ ／／ ／1 ／／ － 長 石 、 石 英
浅　　 黄　　 橙

7 ．5 Y R　　 8／3
／／

図 面 番 号 地 区 名 遺 構 名 器　 形
器 部 及 び

残　　 存

調　　　　　 整 文　　　　 様
胎　　　　　　 土

色　　　　　　 調
焼　 成 備　　 考

表 裏 表 裏 表 裏

2 2 A － 探　 鉢 胴　　 部 ナ　　 デ ナ　　 チ ’ 縄　　　　 文 － 砂 質 微 細 、 長 石 、 石 英
浅　　 黄　　 橙

10 Y R　　　 2／3
良　 好

2 3 ／1 － ／／ － － －
沈　 線　 文

縄　　　　 文 － 微 細 石 英 、 長 石 黄　　　　　 褐 良　 好 ス ス 付 着

2 4 ／／ － ／／ － － － 1／ － 長 石 、 石 英 浅　　 黄　　 橙 不　 良

25 ／／ － ／／ － － －
沈　 線　 文

撚　 系　 文 －
砂 質 石 英 、 長 石 少 量 に　 ぷ　 い　 褐

7 ．5 Y R　　 5 ／3

浅　　 黄　　 橙

10 Y R　　　 8 ／3
／J

2 6 ／／ － ／1 － － － ／J －
長 石 、 石 英 、 角 閃 石

明　　 黄　　 褐

10 Y R　　　 7／6
良　 好

27 ／／ － ／／ － － － 撚　 糸　 文 －
長 石 、 石 英 、 角 閃 石

浅　　 黄　　 橙

10 Y R　　　 8／3
／／

28 ／1 － ／／ 底　　 部
－ － － － 砂 質 ト 2 mm 大 長 石 、石 英 、角 閃 石

明　　 黄　　 褐

10 Y R　　　 7／6
不　 良

29 ／／ － 1／ ロ　 縁 部
－

ナ　　 デ 貝 殻 条 痕 － 角 閃 石 、 石 英 、 長 石
明　　 黄　　 褐

10 Y R　　　 7／6
良　 好 山 形 口 縁

30 ／／ － ／／ ／／ － － ／／ － 角 閃 石 、 石 英 、 長 石 に　 ぷ　 い　 由 ／／

3 1 ／／ － ／1 胴　　 部 － － J／ － 石 粒 も 含 む に　 ぷ　 い　 橙 良　 好

32 ／／ － ／／ 底 部 付 近 － － ／／ －
砂 貿 角 閃 石 、 長 石 、 石 英 に　 ぷ　 い　 程 に　 ぷ　 い　 褐 不　 良

3 3 ／／ － ／／ 胴　 部 － － ／J －
長 石 、 石 英 、 角 閃 石 橙

5 Y R　　　 6／6
1／

34 ／／ － ／！ ロ　 綾 部 － － ／／ －
砂 質 も ろ い 長 石 、 石 英 、 角 閃石 浅　　 黄　　 橙 不　 良

3 5 ／1 － ／／ 胴　　 部 － －
洗練文 、刺突文

突　 帯　 文 －
石 英 、 長 石 に　 ぷ　 い　 橙 良　 好

3 6 ／1 － ／／ ロ　 緑 部
－ －

口 唇 部 刻 み

突　 帯　 文 － 微 細 に　 ぷ　 い　 褐 不　 良

3 7 ／／ － 円 筒 土 器 ／／ － － へ ら 描 き 文 － 砂 質 、石 英 、 長 石 、 角 閃 石 褐　　　　　 灰 良　 好

3 8 ／／ － － ／／ ナ　　 チ、 ナ　　 チ、 － － 砂 質 、 微 細 粒
浅　　 黄　　 橙

7 ．5 Y R　　 8 ／3
不　 良

3 9 ／／ － － ／／ － ヨ コナ デ 沈　 線　 文
刺　 突　 文

沈　 線　 文
微 細 混 入 少 な い

灰　　　　 楓 、

7．5 Y R 4／2 －3 ／2
1／

4 0 ／／ － － ／／ － －
短 線 ．列 文

刺　　 突　 文 ・

短　 線 列　 文

刺　 突　 文
微 細 混 入 少 な い 里　　　　　 褐

10 Y R　　　 3 ／1
に　 ぷ　 い　 由 良　 好

4 1 ／／ － － ／／ － － 短 線 列 文 短 線 列 文 砂 質 多 量
に　 ぷ　 い　 褐

7 ．5 Y R　　 5 ／3

浅　 黄 ’ 恕

10 Y R　　　 8／3
／／ ス ス 付 着

4 2 ／／ － － ／／ － －
口 唇 部 刻 み

沈　 線　 文
刺　 突　 文 堅 緻 砂 質 少 な い 石 英 、 長 石 明　　 赤　　 褐 暗　　 赤　　 敵 良　 好 ！／

ー30－



図面番 号 地 区 名 遺 構 名 器　 形
器 部 及 び

残　　 存

調　　　　　 整 文　　　　 様
胎　　　　　　 土

色　　　　　　 調

焼　 成 備
表 裏 表 裏 表 裏

4 3 A
－ － 口　 緑 部 － －

口唇部刻 み

沈　 線　 文
短 線 列 文 長 石 、石 英 、金 雲 母 暗　　 赤　　 禍

7．5 Y R　　 3／2
良　 好 ス ス付 着

4 4 ／／ － － ／／ ナ　　 デ － 刺　 突　 文 ／／ 角 閃 石 、 長 石 、 石 英 灰　　　　　 褐

7 ．5 Y R 4 ／2 －3 ／2
／／

4 5 ／／ － － ／／ － －
短 線 列 文

口唇部刻み
刺　 突　 文 微 細 長石 、石 英 里　　　　　 褐 1／

4 6 ／／ － － ／／ － ヨコナ デ
沈　 線　 文

刺　 突　 文
短 線 列 文 角 閃 石 、 石 英 、 長 石 里 ／／

4 7 ／／ － － ／／ － － 洗　 練　 文 ／／ 石 英 、 長 石 橙

5 Y R　　　 6／6
不　 良

48 ／／ － － ／／ － －
鋸　 歯　 状

沈　 線　 文
刺　 突　 文 砂 質 強 に　 ぷ　 い　 褐 良　 好 風化 が著 しい

4 9 ／／ － － ／／ － －
短 線 列 文

口唇部刻み

刺　 突　 文

短 線 列 文
長 石 、 石 英 明　　 赤　　 禍

5 Y R　　　 5／6
に　 ぷ　 い　 褐 ／／

5 0 ／／ － － ／／ － －
口唇部刻み

刺　 突　 文 － 砂 質 微 細粒 に　 ぷ　 い　 褐 不　 良

5 1 ／／ － － 胴　　 部
－ － 短 線 列 文 － 長 石 、 石 英 、角 閃石 浅　　 黄　　 橙

10 Y R　　　 8／3
良　 好

5 2 ／／ － － ／／ －
よ

粗 いケズリ ／1 －
角 閃石 、 長石 灰　　　　　 梶

7．5 Y R 4 ／2－ 3 ／2
不　 良

5 3 ／／ － － ！／ － －
短 線 列 文

刺　 突　 文
短 線 列 文 微 細 混 入 少 な い 里　　　　　 梶

10 Y R　　　 3／1
に　 ぷ　 い　 褐 良　 好

5 4 ／／ － － ／1 － － 短 線 列 文
－

長 石 、角 閃 石 褐　　　　　 灰

10 Y R　　　 5／1
／！ ス ス 付 着

5 5 ／／ － － ／／ － － ／／ －
角 閃石 、石 英 、長 石砂 質 多 し 灰　　　　　 褐

7．5 Y R 4 ／2 ～ 3／2
／／

5 6 ／／ － － ／／ － － 1／ － 石 英 、長 石 、 角 閃 石 橙 ／／

5 7 ／／ － － ／／ － － ／／ － 石 英 、 長 石 浅　　 黄　　 橙

7．5 Y R　　 8／3
不　 良

5 8 ／／ － － ／／ － ヨコナ デ ／／ － 石 英 、 長 石 灰　　　　　 褐 良　 好 ス ス付 着

5 9 ／／ － － ／／ － － ／／ － 石 英 、 長 石 、 角 閃石
明　　 赤　　 褐

10 Y R　　　 7／6
不　 良

6 0 ／／ － － ／／ － － ／／ －
やや砂質石英 、長石 多く含む 明　　 赤　　 褐

5 Y R　　　 5／6
良　 好 ス ス付 着

6 1 ／／ － － ／1 － － ／／ － 角 閃 石 、 長 石 、石 英 に　 ぷ　 い　 橙 ／／

6 2 ／／ － － ／／ － － ／／ － 砂 質 長 石 、石 英 明　　 黄　　 砲

10 Y R　　　 7／6
不　 良

6 3 ／／ － － ／1 － ヨコナ デ ／1 － 石 英 、 長 石 、 金雲 母
明　　 黄　　 褐

10 Y R　　　 7／6

灰　　　　　 褐

7．5 Y R 4 ／2 ～ 3／2 ／／

図面 番号 地 区 名 遺 構 名 器　 形
器 部 及 び

残　　 存

調　　　　 整 文　　　　 様
胎　　　　　　 土

色　　　　　　 調
焼　 成 備　　 考

表 裏 表 裏 表 裏

6 4 A － － 胴　　 部 － ヨコナ デ 短 線列 文 － 角 閃石 、長 石 、石 英 に　 ぷ　 い　 橙 灰　　 黄　　 褐 良　 好

6 5 ／／ － － ／／ － － ／／ － 角 閃石 、長 石 に　 ぷ　 い　 褐

7．5 Y R　　　 5／3 ／／

6 6 ／／ － － 底 部 付 近 － － ／／ － 長 石 、石 英 灰　　　　　 褐 不　 良

6 7 ／／ － － 胴　　 部 － － ／／ － 角 閃 石 、長 石 、 金 雲 母 明　　 黄　　 褐 良　 好

6 8 ／／ － － ／1 － － ／／ － 石 英 、長 石 灰　　　　　 梶

7．5 Y R 4 ／2 －3 ／2 ／／ ス ス付 着

6 9 ／／ － － ／／ － ナ　　 チ’ ／／ － 石 英 、 長 石 、 角 閃石 浅　　 黄　　 橙

10 Y R　　　 8／3
明　　 黄　　 褐 ／／

7 0 ／／ － － ／／ －
ヨコナ デ ／／ －

角 閃 石 、 長 石 明　　 赤　　 禍

5 Y R　　　 F／6
不　 良 ス ス 付 着

7 1 ／／ － － ／／ － ／／ ／／ －
角 閃 石 、 長 石 に　 ぷ　 い　 褐

7．5 Y R　　 5／3
良　 好

7 2 ／／ － － 11 － － ／／ －
角 閃 石 、 長石 、石 英 明　　 赤　　 禍 ／／

7 3 ／／ － － ／／ － － ／／ － 長 石 に　 ぷ　 い　 褐 不　 良

74 ／／ － － ／1 － － ／1 － 微 細 石 英 、長 石 に　 ぷ　 い　 褐 良　 好

7 5 ／／ － － ／／ － － ／／ － 長 石 、 石 英 明　　 赤　　 褐 ／／

7 6 ／／ － － ／／ － － ／1 － 微 細 長石 、石 英 灰　　　　　　 褐

10 Y R　　　 6／2

浅　　 黄　　 橙

10 Y R　　　 8／3
不　 良 ス ス 付 着

7 7 ／／ － － ／／ － － ／／ － 長 石 、石 英 、角 閃 石 灰　　　　　 褐 良　 好

7 8 ／／ － － ／／ － － ／／ －
長石 、角 閃石 、石 英 浅　　 黄　　 橙

7．5 Y R　　 8／3
／／ ス ス付 着

7 9 ／／ － － ／／ － ヨコナ デ ／／ －
石 英 、長 石 多 く含 む 明　　 黄　　 褐

10 Y R　　　 7／6

灰　　 黄　　 褐

10 Y R　　　 5／2
／／

8 0 ／／ － － ／／ － － ／／ － 角 閃石 、石 英 、長 石 橙

5 Y R　　　 6／6 ／／

8 1 ／／ － － ！／ － － ／／ － 微 細 長 石 、 石 英 褐

7．5 Y R　　 4／3

浅　　 黄　　 橙

10 Y R　　　 8／3
不　 良

8 2 ／／ － － ／／ － － ／／ － 長 石 、石 英 、 橙 に　 ぷ　 い　 褐 良　 好

8 3 ／1 － － ／1 － ヨコナ デ ／／ －
石 英 、長 石 多 量 に含 む 明　　 黄　　 褐 灰　　 黄　　 褐 ／／

8 4 ／1 － － ／／ － － ／／ － 角 閃 石 、長 石 明　　 赤　　 褐 ／／
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図面 番号 地 区 名 遺 構 名 器　 形
器 部 及 び

残　　 存

調　　　　 整 文　　　　 様
胎　　　　　　 土

色　　　　　　 調
焼　 成 備　　 考

表 裏
表 裏 表 裏

8 5 A － － 胴　　 部 －
ヨ コナ デ 短 線 列 文 －

砂 質 石 英 、 長 石 は 少 な い 灰　　　　　 褐

7．5 Y R 4／2 －3 ／2
－

86 ／／ － － ／／ － － ／1 － 石 英 、長 石 は 少 な い 灰　　　　　 栂

7．5 Y R 4 ／2 － 3／2
－

－

87 ／／ － － ／／ － － ／／ －
石 英 、長 石 多 く含 む 灰　　　　　 褐

7．5 Y R 4 ／2 － 3／2

良　 好 ス ス付 着

8 8 ／／ － － ／／ － ヨ コナ チ、 1／ －
石 英 」長 石 少 量 含 む 褐　　　　　 灰

10 Y R　　　 5／1

／／

8 9 ／／ － － 1／ － ナ　　 デ ／／ －
砂 質 、石 英 、長 石 に　 ぷ　 い　 栂 浅　　 黄　　 桂 不　 良

9 0 ／／ － － ／／ － － JJ －
砂 質 強 、 長石 多 く含 む に　 ぷ　 い　 橙 ／1

9 1 ／／ － － ／／ － － ／／ －
砂貿 1～ 2 mm 大長石 、石英多く含む 灰　　 黄　　 褐

10 Y R　　　 6／2
－

9 2 ／／ － － 11 － － ／／ －
砂 質 や や 堅撤 、 微 細石 英砂 明　　 赤　　 禍

5 Y R　　　 5／6

暗　　 赤　　 褐

2．5 Y R　　 3／2

良　 好

9 3 ／／ － － ／／ － － ／／ －
精 緻 、微 細 石 砂 岩 を含 む －

9 4 ／／ － － ／／ － － ／／ －
精緻 、微細、石英、長石多く含む 橙 良　 好

9 5 ／／ － － ／／ － － ／J －
砂 質 強 長石 、石英 多 く含む 浅　　 黄　　 橙 不　 良

9 6 ／／ － － ／／ － － ／／ －
石英 、 長石 、角 閃石 砂 質

褐　　　　　 灰

10 Y R　　　 5／1
／／

9 7 ／／ － － ／／ － － ／／ －
砂 質 強 灰　　 黄　　 褐

10 Y R　　　 6／2

良　 好

98 ／／ － － 1／ －
ヨ コナ デ ／／ －

や や 砂 質 石 英 黄　　　　　 橙 ！／

99 ／／ － － ／／ －
ナ　　 チ ／1 －

砂 質 、堅 撤 明　　 赤　　 禍 ！／

10 0 ／／ － － ／／ － － ／／ －
砂質 ト 2 m m 大、火山礫 を含む 明　　 赤　　 褐 ！／

10 1 ／／ － － ／／ － － ／！ －
石 英 、長 石 、砂 少 量 に　 ぷ　 い　 褐 ／／

ユ0 2 ／／ － － ／／ － － ／／ －
砂 質 強 1 m m 大 長 石 含 む 橙 に　 ぷ　 い　 梶 ／J

1 0 3 ／／ － － ／／ － － ／／ －
石 英 、長 石 、 角 閃石 灰　　　　　 褐

奴

に　 ぷ　 い　 橙 ／／ スス 付 着

1 0 4 ／／ － － ／1 － － ／／ －
砂 質 長 石 、 石 英 、 角 閃 石 に　ぷ い 黄 橙

10 Y R　　　 6／3
／／

1 0 5 ／／ － － ／／ 1／ 角 閃 石 、 長 石 、 石 莱 に　 ぷ　 い　 橙　 灰　　 黄　　 褐 Jl

図面番号 地 区名 遺構 名 器　 形
器部 及び

残 ・ 存

調　　　　 整 文　　　　 様
胎　　　　　　 土

色　　　　　　 調
焼　 成 備　　 考

表 裏
表 裏 表 裏

106 A － －
胴　　 部 ナ　　 デ －

短線列文
－

角 閃、石英 、長石
明　　 赤　　 褐
5 Y R　　　 5／6

良　 好

107 ／／ － － 1／ － － ／／ － 微 細 長石な ど
褐

7 ．5 Y R　　 4／3
不　 良

108 ／／ － － ／／ － － ／1 －
微細 長石 など 褐

7．5 Y R　　 4／3
／J スス付着

109 ／／ － － ／／ － ヨコナチ’ ／／ －
石英、長石、角閃石 褐

7．5Y R　　 4／3
Jl 11

110 ／／ － － ／／ － 11 ／／ －
長石 、石英 旦　　　　　 褐 灰　　 黄　　 褐 良　 好

111 ／／ － － ／／ － － ／1 －
砂質長石 、石英 、角閃石 に　 ぷ　 い　 橙

灰　 黄　 褐　 色

10 Y R　　　 6／2

不　 良

112 ／／ － － ／／ －
粗い
ヨコへラ先ナデ

／／ －
長石 、角閃石 、石英 明　　 黄　　 褐

10 Y R　　　 7／6

良　 好

113 ／／ － －
底部付近 － － ／／ －

微細 長石、石英 浅　　 黄　　 橙 黒　　　　　 褐

10 Y R　　　 3／1

不　 良

114 ／／ － － ／／ － ヨコナデ J／ －
精級 石英、長石、少量 明　　 赤　　 禍 黒　　　　　 褐 良　 好

115 ／／・ － － J／ － － ／1 － 長石、石英 に　 ぷ　 い　 褐 灰　　 黄　　 褐 不　 良
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表2弥生土器観察表

図 画 番 号 地 区 名 遺 構 名 器　 形
器 部 及 び

残　　 存

調　　　　 整 文　　　　 様

胎　　　　　　 土
色　　　　　　 調

焼　 成 備　　 考
表 裏 表 裏 表 裏

1 B S A 4 袈 口　 綾 部 ナ　　 デ ヨ コ ナ デ 突 帯 文 － 1 － 3 m m 大 の 石 粒 多 量 に 含 む 浅　　 黄　　 橙

7 ．5 Y R　　 8 ／4

橙

7 ．5 Y R　　 6／6
良　 好

2 ／／ ／／ ／／ ／／ 11 11 － － 石 粒 含 む 浅　　 黄　　 褐 不　 良

3 ／／ ／／ ／／ ／／ ヨ コ ナ デ ヨ　 コ ナ デ

ナナノうすいパケ目． － － 微 細 、 石 英 砂 に　 ぷ　 い　 橙

7 ．5 Y R　　 7／4
良　 好 ス ス 付 着

4 ／／ ！／ ／／ ／／
タ ケ パ ケ 目

ヨ　コ ナ　 デ

ヨ　 コ ナ デ

・うす くハヶ月 － － 微 細 少 な い 橙 ／／

5 ／／ ／／ 11 ／1 ナ　　 デ ナ　　 デ
－ － 微 細 、 石 英 砂 、 石 粒 も 含 む に　 ぷ　 い　 橙

7 ．5 Y R　　 7／4 ／／ ス ス 付 着

6 ／／ ／／ 1／ ／／ ／／ ヨ コ ナ デ
－ － 5 m m 石 粒 多 く 含 む に　 ぷ　 い　 黄 橙 ／／

7 ／／ ／／ ／1 ／／ ヨ コ ナ チー ／1 － － 石 粒 、 石 英 灰　　　　　 黄

2 ．5 Y R　　 6／2 ／／

8 ／／ ／／ ／／ ／／ ナ　　 デ － － － 1 m m 石 粒 含 む 淡　　 褐　　 灰
1

／／

9 ／／ ／／ ／／ ／／ ／／ ナ　　 デ － －
微 細 、 石 英 、 砂 1 m m 大 石 粒 暗　　 赤　　 禍 ／／ ス ス 付 着

1 0 ／／ ／／ ／／ ／／ ／／ ／／ 突 帯 文
－ 石 英 、長 石 、金 雲 母 、多 く含 む 暗　　 赤　　 禍 ／／ ／／

1 1 ／／ ／／ ／／ 頸 部 ～ 胴 部 ／／ ／／ ／／ － 微 細 、 石 英 砂 褐　　　　　 灰 ／／ ／／

12 ／／ ／／ ／／ 底　　 部
タ テ ナ デ

ヨ　コ　ナ デ － ／／ － 石 砂 粒 、 多 量 混 赤　　　　　 禍 ／／

13 ／／ ／／ ／／ ／／ 強 い ナ デ 粗 い ．パ ケ 目l － － 石 砂 粒 ほ ど ほ ど に 含 む 浅　　 黄　　 程

7 ．5 Y R　　 8／4
／／

14 ／／ ／／ ／1 口　 縁 部 ヨ コ ナ デ ナ ナ メパケ 目 刻 み 突 帯 文 － 長 石 、 石 英 多 く含 む 黒　　 褐　　 灰 ／／ 同 一 個 体

補 修 孔 あ り

ス ス 付 着
15 ／／ ／／ 11 ／／ － － ／／ － ／／ ／／ ／／

1 6 ／／ ／1 ／／ ／／ ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ チや ／／ － 微 細 鉱 物 粉 少 量 灰　　　　　 黄 ／／

1 7 ／／ ／／ ／／ 胴　　 部 ／／ ／／ ／／ －
微 細 、 石 英 砂 浅　　 黄　　 橙

7 ．5 Y R　　 8 ／4 ／／

1 8 ／／ ／／ ／／ ／／ ／！ ナナノバケ目 ／／ － 石 英 、 長 石 含 む 赤　　　　　 褐 ／！

1 9 ／／ ／／ 士ヨ互 ／／ － －
突 帯 文

－ 石 英 、長 石 、黒 雲 母 を多 量 に 含 む 明　　 赤　　 禍

5 Y R　　　 5 ／4 ／／

‘2 0 ／／ S A 5 ／／ 口　 緑 部 ナ　　　 デ

ヨ　 コ　ナ デ
ヨ コ ナ デ

－ － 細 石 粒 、 や や 多 く 淡　　 黄　　 褐 不　 良

2 1

l
／／ ／／ ／1 脚　　 部 ナ　　 デ － － －

石 砂 、 多 量 淡　　 赤　　 禍 良　 好

図面番号 地 区名 遺構 名 器　 形
器部 及び

残　　 存

調　　　　 整 文　　　　 様
色　　　　　　 調

胎　　　　　　 土
焼　 成 備　　 考表　　　　 裏 表 裏 表 裏

22 A S C 2 喪 口縁～頸部 ヨコナデ ナ　　 デ － －
0 ．1－1．5mm大の砂粒を多く含む
石英、長石を含む

に　ぷ　い　黄 橙

10 Y R　　　 7／4
やや不良

23 ／／ ！／ ／／ ／／ ナ　　 デ ナ　　 デ － －
0．1－1．5mm大の砂粒を多く含む
長石を含む

橙
5 Y R　　　 7／6

良　 好

24 ／／ ／／ ／／ ／／ ヨコナデ ナ　　 デ － － 0．1－1mm大の砂粒を多く含む
橙

5 Y R　　　 7／6
浅　　 黄　　 橙
10 Y R　　　 8／4

やや不良
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3　 土　 器 ・須 恵 器

図面番 号 地 区 名 遺 構 名 器　 形
器 部 及 び

残　　 存

調　　　　　 整
法　　 量 胎　　　　　　　 土

色　　　　　　 調

J
備　　　 考

表　　　　　　 裏
表 裏

1 A S A l 無

〝

口縁部～胴部
タ ケ パケ目

ナ　 ‾1－

ヨ コパ ケ 目

ナ　　　　 デ
口径－ 20 ．4c m 石 粒 多 く含 む 淡　　　　　 黄

2．5 Y R　　 8／3

良　 好

2 ／1 ／／ ／／

ヨ　コ　　　 7‾

ヨ　コ ナ チ’
ヨ　コ ナ チ’ 口径～ 19 ．0 cm 2 － 5 m m 石 粒 含 む

に　ぷ　 い　黄 橙

10 Y R　　　 7／3
／／ ス ス付 着

3

4

／／ ／／ 小　 壷 完　　 形 ／／ －

口径－　 4
昔話高一　 6

一一・・6

O cm
O cm
5 cm

砂 質 灰 褐 一 灰 黄 褐 ／／ 硬 質 に 焼 成

／1 ／／ 無 ロ　 縁 部
ヨ　コ　ナ　デ

タ　テ　 ナ　デ －

底径

石 粒 多 く含 む 褐　　　　　 灰 不　 良

5 ／／ ／／ 土不 口緑部 一底部 － － －
砂 質 黄　　　　　 橙

7．5 Y R　　 7／8

良　 好

6 ／／ ／1 ／／ ／／ － － －
微 細 粒 黄　　　　　 橙 ／／ 内 黒土 師

7 ／／ ／／ ／1 完　　 形 ヨ コ ナ デ ヨ　コ ナ チ’ 口径－ 14
暑差高一　 4

′男こ一一　7

0c m
5 cm
O　m

微 細 砂 質 に　 ぷ　 い　 橙 ／／

8 ／／ ／／ ／／ 底　　 部 － －

底住　　 ． C

底径～　 7 ．0 cm
砂 質 強 浅　　 黄　　 橙 ／／ 「宅 」文 字 有 り

9 ／／ ／／ ／／ 完　　 形 ナ　　 デ　 ナ　　 デ
口径－ 16
器高一　 4
底径－　 9

O cm
8 cm
5 cm

砂 質 、表 面 風 化 1／

黄　　　　　 橙

7 ．5 Y R　　 7／8

／／

1 0 ／／ ／／ ／／ ロ綾部 一底部 － －
口径 ～ 12
器高 一　 3
底径 ～　 7

4 cm
5cm
Ocm

砂 質 ／／

黄　　　　　 橙

7．5 Y R　　 7／811 ／／ ／／ ／／ ！／ － －
口径 － 13
器高一　 3

‘又　　 7

6cm
3cm
5　m

砂 質 多量 ／／

12 ／／ ／／ 布　 目 半 完 形 －
布　　　 目

底住～　 ．C

口径～ 15 ．7c m

砂 質

．

橙 ／／

13

14

／／ ／／ ／／ ロ　 縁 部 ナ　　　 デ 布　　　 目 －
0．1－ 2 mm 大の砂粒を含む

1．5 mm 大の茶色の粒 を含む

／／ ／／

／／ ／／ 1／ ／／ － ／／ －
0 ．1－ 2 m m 大 の 砂 粒 を含 む 1／ ／／

1 5 ／／ ／／ 須 恵器 胴　　 部 － ヨ　コ ナ デ － 堅緻 灰 ！／

1 6 ／／ ／／ ／／ ／1 － － －
1 mm 石粒 、 少 し含 む 赤　　　　　 灰 ／／

やや不良 スス付 着

ス ス付 着

17 ／／ ／／ ／／ 胴 部 一 底 部 － － －
堅緻 灰　　　　　 黒

淡　　 黄　　 橙

7．5 Y R　　 8／4

淡　　 赤　　 灰

18 ／／ S A 2 袈 完　　 形 ヨ　コ ナ デ ヨ　コ ナ デ
口径～ 23 ．0c m

器高一 25 0c m
3 － 5 m m 大 の石 粒 多量 に含 む 良　 好

19 11 ／／ ／1 ． 口縁部 ～胴部 ヨ　コ　ナ　デ

削　　　 り

‡ナ‡）師 ） 口径～ 25 ．6 cm 3 ～ 8 mm 大 の 石粒 多 く含む
淡　　 黄　　 橙

7．5 Y R　　 8／4
／／

2 0 ／／ ／／ ／／ 11
ヨ　コ　ナ　デ

タタキ㊤ナテ － 口径～ 25 ．6 cm 3 m m 石 粒 を 多量 に 含 む に　 ぷ　い 黄 橙

10 Y R　　　 7／3
1／

2 1 1／ ／1 ／／ 口　 縁 部　 ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ 口径 －20 ．8cm 3 － 5 m m 大 石 粒 砂 質 に　 ぷ　 い　 程 ／／

図面 番号 地 区 名 遺 構 名 器　 形
器 部 及 び

残　　 存

調　　　　　 整
法　　 量 胎　　　　　　　 土

色　　　　　　 調
焼　 成 備　　　 考

表 裏表 裏

2 2 A S A 2 無 ロ緑部～胴部 ナ　　　 チ’ 削　　　 り 口径～ 19 ．0 cm 1 － 5 m m 大 石 粒 、 多 く含 む 灰　　　　　　 褐 良　 好

2 3 ！／ ／／ ！／ 口　 縁 部 ヨ　コ ナ デ ヨ コ ナ デ 口径～ 17 ．6 cm 3 ～ 4 m m 大 石 粒 、 多 量 に 混 入 浅　　 黄　　 橙 ／／

2 4 ／1 ／／ ／／ ／／ － 削 り、ナ デ 口径～ 15 ．3 cm 2 － 3 m m 大 石 粒 に　 ぷ　 い　 橙 不　 良 スス 付 着

2 5 ／／ ／／ ／／ ／／ － － 口径 － 16 ．1cm 1 － 2 mm 大 石 粒 含 む 淡　　 赤　　 橙 良　 好

2 6 ／！ ／／ ／／ ／／ －
削 り、ナ デ

－
3 mm 大 石 粒 含 む に　 ぷ　 い　 橙 不　 良 ス ス付 着

2 7 ／／ ／／ ／／ ／／ －
削　　　 り － 4 mm 大 石 楕 良　 好

2 8 ／／ ／／ 塊 ロ緑部一胴部 へ ラ 磨 き ナ　　　 デ 口径～2 1 ．2cm 精緻 な 胎 土
浅　　 赤　　 禍

2．5 Y R　　 7／4
／／

29 ／／ 1／ 喪 ／／ ヨ コ ナ デ ナ デ 、削 り 口径～ 26 ．0cm 1 ～ 5 m m 大 石 粒 含 む 灰　　 黄　　 褐 浅　　 黄　　 橙 不　 良

30 ！／ ／／ ／／ ロ　 綾 部 － － －
0 ．5 mm 大 石 粒 含 む 、や や 砂 質 浅　　 黄　　 程 良　 好

3 1 ／1 ！／ ／／ ／／ － － －
2 ～ 5 m m 大 石 粒 多 く含 む J／ ／1 堅緻

3 2 ／／ ／／ 鉢 ロ綾部 一底部 － － 口径～ 21 ．O cIu 砂 質 、 4 mm 大 石 粒 多 く含 む
橙

5 Y R　　　 7／8
良　 好

3 3 ／／ ／／ 布　 目 ロ　 縁 部 － － －
砂 質 、 1 － 2 m m 大 石 に　 ぷ　 い　 程 ／／

3 4 ／／ 11 ／／ ／／ － 布　　　 目 －
5 mm 大 、石 粒 赤　　　　　 程 1／

3 5 ／／ ／1 ／／ ／／ － － －
砂 質 強 、石 粒 少 量 橙 1／

3 6 ／／ 1／ 士不 ロ綾部一底部 ナ　　　 デ ナ　　　 デ
口径 － 11
昔話高一　 4
底径 －　 6

8cm
4cm
3cm

きめが細か い

0．5 mm 大の砂粒 及び光 る粒 を含む

黄　　　　　 橙

7 ．5 Y R　　 7／8
／1

3 7 ／／ ／／ ／／ 完　　 形 ／／ ／／
口径－ 13
昔話高一　 3
底径－・8

1cm
2cm
2cm

きめ が 細 か い 、砂 粒 を 含 む
に　 ぷ　 い　 橙

7．5 Y R　　 7／4
1／

3 8 ／1 ／／ ／1 ロ綾部一底部 ヨ コ ナ デ ヨ　コ ナ デ
口径～ 13
器高一　 4
底径－　 7

2cm
1cm
2cm

きめが細かい

0．5～ 1 mm 大の砂粒を含む

橙

7．5 Y R　　 6／6
／1 内黒

3 9 ／／ ／／ ／／ 1／ ／／ ／／
口径－ 13
昔話高一　 4
度径～　 8

6c m
6 cm
6c m

きめが細かい

0．1－ 1 mm 大の砂粒を含む

浅　　 黄　　 橙

10 Y R　　　 8／4
／／・

4 0 ／／ ／／ 11 ／／ ／／ －

口径～ 15
底径－・8
器高一　 4

1 cm
5 cm
8 cm

0 ．1 － 1 ．5 m m 大 の 砂 粒 を 多 く含 む
赤　　　　　 程

10 R　　　　 6／8
1／

4 1 1／ ／／ ／1 ／／
ヨコへラナデ

ヨ　コ　 ナ　 デ
ヨ コ ナ デ

口径－ 15
器高一　 4
度径～　 8

8 cm
7 cm
5cm

精 良 、 白色 の 細 砂 粒 を含 む
橙

5 Y R　　　 7／6
1／

4 2 ／／ ／1 ／／ ／1 ヨ コ ナ デ ／／
口径 －1 1
器高 一　 3
底径 －　 6

9 cm
9cm
8cm

砂 粒 約 0 ．5m m 大 の砂粒 少々 を含 む 灰　　　　　 黄

2．5 Y R　　 7／2
／／
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残　　 存
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焼　 成 備　　　 考

表 裏 表 裏

4 3 A S A 2 土不 ロ綾部 ～底部 ヨ　コ ナ デ ヨ コ ナ デ 器高 一　4 ．5 cm
底径～　 8 ．1cm

きめが 細 か い 砂 粒 を含 む 灰　　　　　 黄

2．5 Y　　　 7／2
良　 好

4 4 ／／ ／／ ／／ 口　 綾 部 ／1 11 口径～ 14 ．8 cm 堅撤 、石 、砂 粒 少 な い 浅　　 黄　　 橙 ／／

4 5 ／／ ／／ 皿 ロ縁部 ～底部 ／1 ！！
口径 －1 3
器高一　 2
底径 ～　 8

8 cm
3 cm
6 cm

黒 く光 る粒 3 mm 大の小石、透明な粒を

含 む、0．1－ 1m m大 の砂粒 を多量に含む
黄　　　　　 橙

7．5 Y R　　 7／8
／／

4 6 ／／ ／／ 士不 完　　 形 ／／ 1／
口径－ 13
器高一　 4
底桂 一　 7

O cm
1cm
O cm

1 ～ 5 m m 大 の褐 色 の砂 粒 を含 む 灰　　　　　 黄

2．5 Y R　　 7／2
／／

4 7 ／／ ／1 ／／ 底　　 部 ナ　　　 デ ナ　　　 デ 底径～　 7．1cm
きめが細か い

砂粒 及び光 る粒 を含む
橙

7．5 Y R　　 7／6
／／

4 8 ／／ ／／ ／／ ／／ ヨ　コ ナ チ、 ヨ コ ナ デ 底径～　 7．0 cm
きめが細か い

0 ．1－ 0．5 mm 大の砂粒を含む

灰　　　　　 黄

2．5 Y　　　 7／2
／／

4 9 ／／ ／／ ／／ ／／ ／／ ／／ 底径～　 7．0 cm 砂 質 、 1 ～ 2 m m 大 石 に　 ぷ　 い　 橙 1／

5 0 ／／ ／／ ／／ ／／ ／／ ナ　　　 デ 底径～　 8 ．2cm
0 ．1m m大の砂粒及び 5 mm 大の小石 を含

む、きめが細か い

橙

5 Y R　　　 7／8
／／

5 1 ／／ ！／ 1／ ／／ ／／ ヨ　コ ナ デ 底径～　 8 ．0 cm 砂 粒 （約 0．5 m m 大 の砂粒 ）を含 む 灰　　　　　 黄

2．5 Y　　　 7／2
／／

5 2 ／1 ／1 ／／ ／／ ／1 ／／ 底径～　 7 ．5 cm 5 m m 大 石 多量 、堅 緻 に　 ぷ　 い　 褐 ／／

5 3 ／／ S Z l 無 口　 綾 部 ／／ ／1 口径～ 29 ．0 cm 3 － 4 mm 大 石粒 含 む 淡　　 赤　　 橙 不　 良

54 ／／ ／1 ／／ ／／ ／／ － 口径－ 24 ．8 cm 2 ～ 6 mm 石 粒 を含 む ／／ 良　 好

5 5 ／／ ／／ 士不 半 完 形 ／／ ヨ　コ ナ デ
口径－ユ2
器高一　 3
底径～　 7

5 cm
8 cm
O cm

0 ．1 ～ 1 mm 大 の砂 粒 を含 む 浅　　 黄　　 橙

7．5 Y R　　 8／4 ／／

56 1／ ／／ ／／ 口緑部一底部 ／／ ナ　　　 デ
口径－ 12
昔話高一　 3
度径－　 7

6 cm
4 cm
7 cm

砂 質 強 灰　　　　　 黄

2．5 Y R　　 7／2
／／

57 ／／ ／／ ／／ 口　 縁 部 ／／ ヨ　コ ナ デ 口径～ 13 ．9 cm 微 細 粒 、長 石 な ど 浅　　 黄　　 橙 ／／

58 ／1 ／／ ／1 ／／ － － 口径～ 13 ．9 cm 微 細 、砂 質 1 ～ 2 m m 大 、 砂 質 淡　　 赤　　 禍 ／／

59 ／1 ／／ 1／ ／／ ヨ　コ ナ チ’ ヨ　コ ナ デ 口径～ 11 ．8 cm 砂 質 浅　　　　　 黄

2．5 Y R　　 7／3 ／／ 黒 斑 線 有 り

60 ／／ ／／ ／／ 底　　 部
－ － 底径～　 7・．5 cm や や 砂 質 、 全 体 に 堅 蒜致 淡　　 赤　　 橙 ／1

6 1 11 ／／ ／／ ／／ － － 底径～　 7．0 cm 1 m m 大 石 粒 含 む 、 砂 質 ／／ ／／

62 ・！／ ／／ 布　 目 口　 綾 部 － － － 砂 質 、砂 粒 多い 橙 ／／

6 3 1／ ／／ 須 恵 器 胴　　 部 － － － 堅 緻 灰　　　　　 褐 やや不良

図面番 号 地 区 名 遺 構 名 器　 形
器 部 及 び

残　　 存

調　　　　　 整
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表 裏 表 裏

6 4 A S B l 須 恵 器 底　　 部 タ　 タ　 キ タ　 タ　 キ
－

精 良 赤　　　　　 灰

2．5 Y R　　 5／1

赤　　　　　 灰

2 ．5 Y R　　 4／1
良　 好

6 5 ／／ － 士不 ロ綾部～底部
－ －

U 径－ 17
昔話高一　 4
底径～　 8

Ocm
6cm
Ocm

透明な粒を含む

0．1m m ～ 1 m m大の砂粒 を多く含む

に　 ぷ　 い　 橙

7．5 Y R　　 7／4
／／ 風化 著 し い

6 6 ／／ － 1／ 完　　 形 ナ　　　 デ ナ　　　 チ、
口径－ 13
器高一　 4
底径～　 7

2cm
5cm
6cm

砂 質
橙

5 Y R　　　 7／8
／／

6 7 ／／ － ／／ ／J ヨ　コ ナ デ ヨ　コ ナ チ、
口径～ 12
着封専一　 3
底径－　 6

2cm
2 5 cm

9cm

きめ が 細 か い 砂 粒 を 含 む ／／ ／／

6 8 ／1 － ／／ 11 ／／ ／／
口径－ 16
器高一　 4
底径－ 10

1cm
Oc m
Oc m

砂 粒 （白 く光 る粒 ）を 含 む 浅　　　　　 黄

2．5 Y　　　 8／3
／1 ス ス 付 着

6 9 ／／ － ／／ ／／ － －

口径～ 13
器高一　 4
底径－　 7

8c m
0 5cm
2c m

0 ．1 － 2 m m大 の砂粒 を多く含む　 透明

な粒光 る粒及び 3 mm 大の小石 を含む

淡　　　　　 黄

2．5 Y　　　 8／3
／／ 風化 著 しい

7 0 ／／ － ／／ 半 完 形 ヨ　コ ナ デ ヨ　コ ナ デ
口径－ 13
器高一　 3
底桂一　 7

O cm
8 cm
4c m

きめが細かい

0．1m m ～ 1mm 大の砂粒及び光る粒 を含 む

淡　　 赤　　 橙

2．5 Y R　　 7／4
／／ 風化 著 しい

7 1 1／ － ／／ ロ綾部～底部 ／／ ／／
口径－ 15
昔話高一　 3
底径～　 9

3c m
9 cm
O cm

きめ が 細 か い 砂 粒 を含 む
‘に　 ぷ　 い　 橙

7．5 Y R　　 7／4
／／

ウラ風化著 しい

スス付着

7 2 ／／ － 1／ ／／ － －

口径－ 14
器高一　 4
底径－　 8

4 cm
4c m
2 cm

0 ．1 mm ～ 1 mm 大 の砂 粒 を含 む
赤　　　　　 橙

10 R　　　　 6／8
／／ 風 化 が 著 しい

7 3 ／／ － ／／ 完　　 形 ヨ　コ ナ デ ヨ　コ ナ チ．
口径－ 12
器高一　 3
底径－　 7

9 cm
5 cm
9 cm

精 良 （白 色 の砂 粒 を含 む ）
に　 ぷ　 い　 橙

7．5 Y R　　 7／4
／／

74 ／／ － ／／ 口緑部 ～底部 ／／ ／／
口径－ 15
器高一　 4
底径－　 8

O cm
2 cm
4 cm

透明な粒、光る粒 を含む

0．1mm ～ 0 ．5 mm 大の砂粒を含む

に　 ぷ　 い　 橙

7．5 Y R　　 7／4
／／

75 ／／ － ／／ 完　　 形 1／ 11
口径－ 14
器高一　 3
度径－　 7

5 cm
7 cm
9 5cm

0 ．1 － 1 m m大の砂粒 を多く含む

半透明 な粒及び光る粒 を含む

橙

7．5 Y R　　 6／6
／／ 風 化 著 しい

76 ／／ － ／／ 底　　 部 － ／／ 底径～　 6 ．8 cm 0 ．1 mm ～ 1 mm 大 の砂 粒 を多 く含 む 黄　　　　　 橙

7．5 Y R　　 7／8
／／ ／1

7 7 ／1 － ／／ ロ緑部 ～底部 ヨ　コ ナ チ、 ／／
口径－ 15
器高一　 4
底径 －　9

O cm
1cm
1cm

0 ．2 ～ 1 m m 大 の 砂 粒 を 多 く含 む
灰　　　　　 黄

2．5 Y　　　 6／2
／／

7 8 ／／ － 11 完　　 形 ／／ ／／
口径～ 13
器高 一　3
底径－　 7

4 5cm
95cm
9 cm

き め が 細か い 砂 粒 を含 む
黄　　　　　 橙

7．5 Y R　　 7／8
／／ 風 化 著 しい

7 9 ／1 － ／／ ロ綾部 ～底部
－ ナ　　　 デ 底径～　 7．2cm

きめが細か い

0 ．1mm ～ 1 mm 大の砂 粒を含む

浅　　　　　 黄

2．5 Y　　　 7／3
／／ ／／

8 0 ／／ － ／／ ／／ ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ
口径 － 14
器高一　 2
底径 －　 7

3cm
9cm
6cm

きめ が細 か い 砂 粒 を含 む ／1 ／／

8 1 ／／ － 皿 ／／ ！／ ／／
口径 － 13
書芸高 一　 2
底径 ～　 8

6cm
7cm
Ocm

精 良 ／／ J／ 須 恵器

8 2 1／ －
士不 底　　 部 － － 底径 ～　 5．3cm 微 細 ／／ ／／ 内黒 土 師

8 3 ／／ － ／／ ／1 － － 底径 ～　 9．3cm 光 る 粒 及 び砂 粒 を 多 量 に含 む
淡　　　　　 黄

2．5 Y　　　 8／3
／／

8 4 11 － ／／ 口縁部～底部 ナ　　　 デ ナ　　　 デ
口径 － 15 ．8cm
器高 一　 3．15 cm
底径 － 11 ．0cm

長石 、石 英 を含 む 砂粒 を含む
に　 ぷ　 い　 橙

7．5 Y R　　 7／4
／1
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8 5 A －
士不 ロ緑部 ～底部 ヨ コ ナ デ ヨ　コ ナ チい －

き め が細 か い砂 粒 を含 む 赤　　　　　 橙

10 Y R　　　 6／8
良　 好

8 6 ／／ － ／／ 底　　 部 磨 き （黒斑 ） 磨　　　 き 底径 ～　6 ．8 cm 0 ．1m m ～ 0 ．5 m m 大 の砂 粒 を含 む
に　ぷ い 黄 橙

10 Y R　　　 7／4

里

10 Y R　　　 2／1
／1 内 黒 土 師

8 7 ／／ － ／／ ／／ －
ヨ　コ ナ チナ 底径 ～　8 ．0 cm

0 ．1mm ～ 1m m大の砂粒 を多く含む

3 m m大 の石粒 を含む

黄　　　　　 橙

7．5 Y R　　 7／8
1／ 表 風 化 が 著 しい

8 8 ／／ － ／1 1／ ナ　　　 デ ナ　　　 デ 底径 ～　6 ．9cm
0 ．1mm ～ 1 mm 大の砂粒を多 く含む

石英を含む

に　 ぷ　 い　 橙

7 ．5 Y R　　 7／4‾
／／

8 9 ／／ － 1／ 1／ ヨ コ ナ デ ヨ　コ ナ チ、 底径 ～　 7．2cm
きめが細かい

白い粒及び砂粒 を含 む

淡　　 赤　　 橙

2．5 Y R　　 7／4
11

9 0 ／／ － ／／ ／／ － ／／ 底径 ～　 7．1cm 0 ．1 m m ～ 5 mm 大 の 砂粒 を 含む
浅　　　　　 黄

2．5 Y　　　 7／3
／／ 表 風 化 が 著 し い

9 1 ／1 － ／／ ／／ ヨ　コ ナ チ、 ／／ 底径～　 7．0c m きめ が 細 か い 砂粒 を 含 む
淡　　 赤　　 橙

2．5 Y R　　 7／4
／／ ／1

9 2 ／1 － ／／ ／／ ナ　　　 デ 磨　　　 き 底径～　 8．6c m 0 ．1 m m ～ 0 ．5 m m 大 の 砂 粒 を 含 む
に　ぷ　 い 黄 橙

10 Y R　　　 7／4

黒

10 Y R　　　 2／1
／／ 内 黒 土 師

9 3 ／／ －
喪 ロ綾部一胴部

ヨ　コ　ナ　 デ

タ　テ　ナ　 デ
ヨ コ ナ チ、 口径～ 26 ．4 cm 1 － 2 mm 石 粒 多量 に含 む

に　ぷ い　黄 橙

10 Y R　　　 7／3
／／

9 4 ／／ － ／／ 口　 緑 部 ナ　　　 デ ナ　　　 デ 口径～ 24 ．0 cm
0 ．1 － 2 mm 大の砂粒及び 3 m m大の石粒

を多く含む

に　 ぷ　 い　 橙

5 Y R　　　 7／4
にぷい軌 5Y R 7／4）

浅 黄 桂（10Y R 8／4 ）
／／

9 5 ／／ － ／／ ／／ ／1 ／／ 口径－ 22 ．0 cm
0 ．1－ 2 mm 大の砂粒 を多く飲む

4 mm 大の石粒及び光る粒を含む

浅　　 黄　　 橙

1 0 Y R　　　 8／4
やや良好

9 6 ／／ － ／／ ／／ ／／
ナ　　　　 デ

へ ラケ ズ リ
口径 ～24 ．5 cm

0 ．1－ 2 m m大 の砂粒 を多く含む

2．5 m m大の石粒及 び白い粒 を含む

橙

2．5 Y R　　 7／8

橙

2．5 Y R　　 7／6
／1

9 7 ／／ － ／／ ／／ ／1 11 口径 －2 8 ．6cm
0 ．1－ 2 m m大 の砂粒 を多く含む

2．5－ 5m m大 の石粒 を含む

橙

5 Y R　　　 7／6

浅　　 黄　　 橙

7．5 Y R　　 8／6
良　 好

9 8 ／1 － ／／ ／／ 11
ノ＼　　　　 ケ

へ ラ ケズ り
口径 ～別．2cm

0 ．1mm ～ 2 m m大の砂粒 を多く含む

2．5 m ～ 4 m m大の石粒 を含む

浅　　 黄　　 橙

7．5 Y R　　 8／6

に　 ぷ　 い　 橙

5 Y R　　　 7／4
J／

9 9 1／ － ／1 1／ ／1 － 口径 ～ 23 ．6cm
橙

5 Y R　　　 7／6
／／

10 0 J／ － ／／ ／1 ／／ ナ　　　 チ’ 口径～ 24 ．0c m
0 ．1m m ～ 2 mm 大の砂粒 を含む

3 m m大の石粒 を含む

に　 ぷ　 い　 橙

7．5 Y R　　 7／4
／！

1 0 1 ／／ － ／1 ／／ －
へ ラケズ リ 口径～ 15 ．7c m

0 ．1 mm ～ 2 mm 大の砂粒 を多く含む

3 mm 大の石粒を含む

淡　　 赤　　 程

2．5 Y R　　 7／4
やや良好

・1 0 2 11 － ／J ／／ ナ　　　 デ
へ ラケ ズ り －

0 ．1 m m ～ 2 mm 大 の砂 粒 を 多 く含 む
に　 ぷ　 い　 橙

5 Y R　　　 7／4
／／

’ 1 0 3 ／／ － ／／ ロ緑部～胴部 ナ デ 叩 き ナ　　　 チ、 口径－　 9．0 cm
きめが細か い

0．1mm ～ 1 mm 大の砂粒 を含む

浅　　 黄　　 橙

10 Y R　　　 8／4
良　 好

1 0 4 1／ －
布　 目 11 －

布 目うす い 口径～ 13 ．0 cm 砂 質 、 1 m m 大 の砂 粒 を含 む 橙

5 Y R　　　 7／8
／／

1 0 5 ／／ － 1／ ／1 － － 口径～ 14 ．5 cm 砂 質 強 い
に　 ぷ　 い　 棍

7．5 Y R　　 7／8
／1

図面 番号 地 区 名 遺 構 名 器　 形
器 部 及 び

残　　 存

調　　　　　 整
法　　 量 胎　　　　　　　 土

色　　　　　　 調
焼　 成 備　　　 考

表 裏表 裏

1 0 6 A － 布　 目 口綾部～胴部
－ － 口径～ 13 ．0c m 砂 質 、 1 m m 大 の 砂 粒 を 多 く含 む 橙 良　 好

1 0 7 ／／ － 布　 目 底　　 部 － 1～ 2mm 大布 目 －
硬 質 、微 細 粒 含 む 赤　　　　　 橙 1／

1 0 8 ／／ － ／／ 口　 緑 部 － － －
3 － 4 m m 大 の石 粒 砂 質 程 ／／

10 9 Jl － ／／ ／／ － － －
砂 質 に　 ぷ　 い　 橙 不　 良

11 0 ／／ － ／／ J／ － － －
1 mm ～ 5 m m 大 石 粒 含 む 砂 質 赤　　　　　 橙

10 R　　　　 6／8
／／

1 1 1 ／／ － ／／ ／！ － － －
3 m m 大 の石 粒 に　 ぷ　 い　 橙 良　 好

．1 1 2 ／！ － ／／ JJ － 布 目 粗 い －
8 m m 大 の 石 粒 砂 質 Jl JJ

1 1 3 ／1 － ／1 1／ － － －
5 mm 大 石粒 多 い、 8 m m 大石 粒 含む 橙　　　　　 色 ／／

1 1 4 ／／ － ／1 ／／ － － －
砂 質 1 m m 大 石 粒 含 む に　 ぷ　 い　 橙 不　 良

1 1 5 ／1 － ／／ ／／ －
布 目 2 m m 大

－
5 mm 大 前 後石 粒 ／J 良　 好

1 1 6 ／／ － 1／ 底　　 部 － 粗　　　 い － 砂 質 、 1 m m ～ 2 m m 大 石 粒 含 む 橙 不　 良

1 1 7 ／／ － ！／ ／／ －
布　　　 目 － 硬 質 赤　　　　　 橙 良　 好

1 1 8
i

1 2 6

土 錘 観 察 表

1 2 7 A － 須 恵 器 ロ　 縁 部
タ　 タ　 キ

（格　 子　 目）

タ　 タ　 キ

（同　 心　 円）
口径～　 8 ．9 cm 0 ．5 ～ 1 m m の砂 粒 を含 む

暗　 赤　 褐　 色

5 Y R　　　 3／2

1時　 灰　 黄　 色

2．5 Y　　　 5／2
良　 好

12 8 ／／ －
須 恵 器

士不 ／1 ヨ　コ ナ デ ヨ　コ ナ チ、 口径 ～13 ．0 cm 0 ．5m m 前 後 の砂 粒 を含 む
灰　　　　　 色

5 Y　　　　 6／1

オ　 リ　 ー　 ブ

5 Y　　　　 6／2
1／

1 29 ／／ －
多貞患器

±不
底　　 部 へ ラ ナ デ ヨ　コ ナ デ 底径 ～ 10 ．7cm 0 ．5 － 1 m m の砂 粒 と含 む

黄　　 灰　　 色

2．5 Y　　　 5／1

灰　　　　　 色

5 Y　　　　 6／1
／1

1 30 ／／ － 須 恵器 胴　　 部 タ　 タ　 キ
タ　 タ 、キ

（青　 海　 披 ） －
0．5 mm 前後の砂粒 を含 む

石英の細砂粒

灰　　 黄　　 色

2．5 Y　　　 7／2

に　ぷ い 褐 色

7．5 Y R　　 6／3
／！

1 3 1 ／／ － ／／ 1／
タ　 タ　 キ

（平　 行　 線）
タ　 タ　 キ －

細 砂 粒 を含 む
黄　　 灰　　 色

2．5 Y　　　 5／1
黄　　 灰　　 色 ／1

1 3 2 ／／ － ／／ ／／
タ　 タ　 キ

（平　 行　 線）

タ　 タ　 キ

（同　 心　 円） －
0 ．5 m m 前 後 の 砂 粒 を含 む

に　ぷ い 褐 色

7．5 Y R　　 5／4

に　ぷ い 褐 色

7．5 Y R　　 5／3
J／

1 3 3 ／／ － ／／ ／1
タ　 タ　 キ

（格　 子　 目）
1／ － 細 砂 粒 を含 む

灰　　　　　 色

5 Y　　　　 5／1

黄 ‘　　　 灰

2．5 Y　　　 6／1
／／

1 3 4 ／！ － ／1 ／／
タ　 タ　 キ

巨 平 行 線 ） ／／ －
0 ．5 m m 前 後 の 砂 粒 を含 む

灰　　 黄　　 色

2．5 Y　　　 6／2

灰 黄 色（10Y R 5／2 ）

浅黄橙色（7．5Y R 8／4 ）

に　ぷ　 い 褐 色

7．5 Y R　 ，5／4
／／

底部付近 はタタキが

ナデ消してある1 3 5 A 須 恵 器 底　　 部
タ　 タ　 キ

′ノ‾　　一　ヽ

タ　 タ　 キ
－

0 ．5 ～ 3 m m の砂 粒 を含 む にふい黄柱日0Y R 7／1）

浅　 黄　 棍 r色 ＿

良　 好

（平灯、同心円） （格　 子　 目）
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表4　石　毒族計測表

番　 号 出 土 地 区 型　 式 全　 長 幅 厚　 さ
挟　　　 り 先　 端

角　 度
重　 さ 石　 材 破 損 状 態 備　　 考

幅 深　 さ

1 A 正三角形
（C机） （cm） （cm） （cm） （cm） （度） （9 ）

チ ャー ト 片 脚 部1．3 9 （1．2 1） 0．2 8 － 0．12 6 0 0．4

2 〝
二　等　 辺

三　 角　形
（1．59 ） （1．5 5） 0．4 4 0．79 0．3 9 （4 1） 0．6 黒 曜 石 先 端 部

3 〝 〝 2．17 （1．7 3） 0．3 7 （0．5 2） 0．6 8 7 0 0．9 チ ャ ー ト 片 脚 部

4 〝 〝 1．78 （1．4 5） 0．3 5 0．8 9 0．18 4 9 0．8 〝 －

5 〝 〝 1．78 （1．44 ） 0．4 0 － 0．2 1 4 2 0．7 黒 曜 石 片 脚 部

6 〝 〝 2．86 1．8 8 0．5 6 ‘1．2 1 0．．4 9 3 6 1．9 〝 －

7 〝 〝 2．28 （1．5 8） 0．4 9 （0．49 ） 0．3 9 4 4 1．3 チ ャ ー ト 片 脚 部

8 〝 〝 1．4 8 （1．1 7） 0．4 3 （0 ．84 ） 0．2 8 5 0 0．4 黒 曜 石 ／′

表5　掘立柱建物跡一覧表

建 物 Nn 柱　　　　 間 桁　 行 梁　 行 ・

．
柱　　 間　　 寸　　 法

主 軸 方 向 備　　　 考
桁　　　 行 梁　　　 行

S　B．1 3　間　×　 2　間 7．0 1几 4．4 吼
2．0 5 m

（2～ 2．77几）

2．1 5

（2．1～ 2．2 m ）
N －62 0－ E

S　B　2 3　問　 ×　 2　問 5．1 7几 2．8～ 3．7 m
1．7 1几

（1．3～ 2．2’m ）

1．6 m，

（1．4～ 2 1几）
N －59 0－ E 総 柱 建 物

S　B　3 3　間　 ×　 2　間 3．8 mノ 2．8 m，
1．2 7几

（1．1～ 1．41几）
1．4 m N －66 0－ E

S　B　4 3　間　 ×　 2　問 5．8 m 3．9 7几 1．8 m′
1．8 1几

（1．1～2．3 7札）
N －35 0－ E 焼　 土　 有

S　B　5 2　問　 ×　 2　間 5．1 m 3．2 m 2．6 1几
1．6 1几

（1．5 ～ 1．8 彿）
N －34 0－ E ． 焼　 土　 有

S　B　6 2　問　 ×　 2　問 4．8 m′ 3．2 1几 2．4 m 1．6 γも N －40 0－W

S　B　7 3　間　 ×　 2　問 5．2 m 3．7 1几
1．8 7几

（1．6～ 27几）

1．8 1几

（1．7～ 2 1几）
N －79 0－ E

表6　土錘法量表

No． 出　 土　 区 長　　　 さ 径 孔　　　 径 重 備　　　　　　 考

1 1 8 S A l 4．1 2 1．9　2 0．4 9 1 1．9

1 1 9 S A l 4．4 3 1．8 8 0．4 5 1 3．3

1 2　0 S A l 3．4 2 1．6　4 0．4 9 6．6　5

1 2 1 S A l 3．0 8 1．4 8 0．4 3 4．9

1 2　2 S A 3 3．3　2 1．6　9 0．3　7 6．7

1 2　3 S Z 3．8 4 1．7 3 0．4 8 8．3 5

1 2　4 A 4．2 4 1．7 6 0．5　2 1 2．9 5

1 2　5 A 4．1 4 1．8 4 0．5　4 8．3

1 2　6 A 3．8 5 1．3　3 0．4 5 5．7　5
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第Ⅲ章　小山尻東遺跡の調査

第1節　遺跡の立地と環境

小山尻東遺跡は，学園都市遺跡群が集中する清武川と加江田川に挟まれた丘陵の北側の小丘陵の東端に位置する。標

高約25〝zの丘陵平坦部の南面に立地し，下位面の谷底低地との比高差は15mである。当遺跡に対面して南に縄文時代

早期の集石遺構10基を検出した田上遺跡が，西の山の頂上には大永6（1526）年銘の板碑がある小山尻西石塔群が，

山を隔てて南西に弥生終末の竪穴住居6軒や土塊10基，10世紀のカマド付竪穴住居1軒，11世紀の2間×3間の掘立

柱建物1棟で構成された浦田遺跡がある。

第2節　調査区の設定と概要

トレンチ調査を行なったところ，アカホヤ層以上は畑の耕作によってほとんど撹乱されていたため，アカホヤ層下

位の文化層を中心に調査することにした。北側に東からNlグリッド（2×6〝2），N2グリッド（6×7．5〃7），N3

グリッド（7×7．5m），N4グリッド（2×8m），N5グリッド（5×5m），N6グリッド（2×7m），N7グ

リッド（4×5〝官），中央部に東からMlグリッド（8×2∽），M2グリッド（6×2〃甘），M3グリッド（・5×2研）

M4グリッド（7．5×2m），南側に東からSlグリッド（6×5m），S2グリッド（7．5×4．5m），S3グリッド

（9×8〃7），S4グリッド（8×9椚），S5グリッド（2×8〝Z）を設定してアカホヤ層下の集石を検出した。

N2・5・6・7，Ml・2，S2～5グリッドには焼石が集中している。N2グリッドに4基，N7グリッドに

1基，S2グリッドに1基，S3グリッドに2基，S4グリッドに1基の計9基の集石遺構が検出された。集石遺構

・焼石間から前平式・押型文・塞ノ神式・貝殻条痕文の早期の土器群が出土し，共伴して環状石斧・打製石斧などが

出土した。特に早期の磨製環状石斧が出土したのは注目された。

B地区では，平安時代（10世紀）の竪穴住居が検出され，へラ切りの土師器の琢・高台付塊・布痕土器に共伴して

緑粕皿・越州窯系青磁域などが出土している。

中世の集石遺構がS－1グリッドで検出され，4．85”7×2．40〝zXO．451竹の土壌の上層に焼けた河原石・角礫が充

填していた。

第3節　包含層の状態

当遺跡の基本層序は，I　耕作土，Ⅱ　黒色土層，Ⅲ　アカホヤ層，Ⅳ　明褐色土，Ⅴ　褐色土層である。A地区

は耕作によって黒色土層がほとんど削平されていた。B地区は黒色土層がA地区よりは残っていた。

（長津　宗重）

第4節　縄文時代の遺構と遺物

I集石遺構

本遺跡においては10基の集石遺構が確認された。そのうちの1基は出土遺物から中世に比定されるものであり，残

りの9基が縄文時代に比定されるものと思われる。これらの9基の集石遺構はすべて礫群中より確認されたものであ

る。集石を含むこの焼礫群は，上層のI暗褐色表土層，Ⅱ赤褐色層（アカホヤ層）下に位置する明褐色土層中に包含

されていた。先にこの礫群の広がりを各グリッドごとにみてゆきたい。

1．礫群の分布状況（第1図）

（1）Nlグリッド
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3ヶ所のトレンチが残るグリッドである。3ヶ所のトレンチは礫層を包含する明褐色土層より深く掘り込まれてい

るために当然のことながら礫の分布はみられない。このグリッドでは全体にわたり礫の分布がみられ，とくに南端の

100×80cmの範囲に集中していた。しかし，これは人為的な集石ではない。

（2）N2グリッド

濃密な集石をみるグリッドで，北側に一部散慢な分布範囲がある。礫層は平均30cmはどの重なりをもち，その礫

上，礫間に多数の土器片，石器の出土をみた。グリッド中央より東側に2基（4号，5号），同じく南西に2基（6

号，7号）の集石遺構を確認した。

（3）N3グリッド

グリッド中央より東側に不定形に広がる濃密な分布帯をもつはか，南西方向に弓状の分布帯，南端に不定形に広

がる分布範囲をもつ，出土遺物はグリッドの南東端に集中し，このグリッドは，必ずしも礫群の分布範囲と一致してい

なかった。

（4）N4グリッド

全体にやや疎に礫の分布をみる。中央より北に100．×50cm内外の惰円状の濃い分布域をみるが，これも人為的集石

ではなかった。

（5）N5グリッド

南東の一画にほとんど礫のない範囲をみるはかは，全面にわたって濃密な分布をみるグリッドである。礫層の幅は

平均20cmから25cmに及び，出土する遺物はほぼこの礫層分布域に一致している。

（6）N6グリッド

濃密な礫の分布がみられるわりには出土遺物点数が6点とひじょうに少なかった。

（7）N7グリッド

グリッド中央より南西方向に集石遺構（8号）を確認した。南東の隅，北東の隅，集石より北側1〃了のところに不

定形の礫のほとんどない範囲がある。その他の範囲は濃密に礫が分布している。

（8）Mlグリッド

グリッド東側の3分の1ほどにまったく礫のない範囲がある他は濃密な分布域である。出土遺物は礫群の分布範囲

と一致している。このグリッドの礫層はN2グリッドの礫層に続くものと考えられる。

（9）M2グリッド

全体に濃密に分布するが，西側の3分の1の範囲はやや散慢に分布する。散慢に分布する範囲には，石器－1点の他

は遺物の出土がなかった。濃密に分布する範囲は，N2，N3グリッドの礫層に続くものと思われる。
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』　　　　　二∃

第1図　グリッド配置図及び礫・集石遺構分布図
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（10）M3グリッド

グリッド中央より北側の100cmX50cmの楕円状の小範囲に礫の集石がみられだほかは，全く礫の分布がみられなかっ

た。礫の集石は人為的になされたものではない。

（11）M4グリッド

グリッド中央より西側2分の1の範囲，南東の隅に礫の全くみられない範囲がある他は，比較的濃密に分布するグ

リッドである。ただ，遺物の出土は4点と数少ない。

（12）Slグリッド

中世に構築されたと考えられる大きな集石遺構（SIl）を確認した。

（13）S2グリッド

全域にわたって礫の分布をみるが南へ行くにしたがい散慢となる。中央付近の11竹×1．5”官の楕円形の範囲と南東隅

の1．5〝zX2〝zの不定形の範囲に礫の分布をみなかった。中央付近から北東方向に集石遺構（SIlO）を確認した。N2

Mlグリッドと続く礫層がこのS2グリッドへも続き終了するものと思われる。Sl・2・3・4・5グリッドから

南は深い谷となる。

（14）S3グリッド

S2グリッドと同様に南へ行くにしたがい散慢な分布となる。不定形の濃密で大きな礫群がみられる。濃密な分布

城のなかに，さらに礫の集中した1〝7×1間，50cmX50cmの小範囲がある。単に礫の集中したものに思え，人為的なもの

ではない。北東の隅に集石遺構2基（SI2，SI3）を確認した。この2基は近接している。

（15）S4グリッド

N2グリッドと共にもっとも濃密な分布を示し，疎層は平均30cmほどの重なりをもつ。

南東の隅，南西の隅，北の中央付近にほとんど礫のみられない範囲がある。南側の中央付近に集石遺構（SI9）を

確認した。出土遺物は多数に及び，とくに石皿はこのグリッドのみに出土している。出土範囲は礫の分布範囲に一致

している。

（16）S5グリッド

南側3分の1は散慢に分布するが，北側に向うにしたがい分布が多くなる。

2．集石遺構

S12　（第2図）

S3グリッドの南東に位置し，東側ベルトに接している。SI3と近接しており，集石中心間の距離はSI2

から西にはぼ130cmを測る。集石の範囲は南北110cm，東西90cmを測り南北にやや長い楕円形を呈する。集石を構成

する礫は総数72個を数え，火成岩系の河原礫，砂岩質の河原礫により構成される。割れているもの，丸礫のものがあ

るが，割れているものが数量的には多い。丸礫のものは比較的大型である。割れているものは，熱を受けて割れたもの

ではなく，丸礫を人工的に打ち欠いており鋭利なカット面を残している。集石中央付近に，20．2×14cm，25×15cm，
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22×12。皿を測る比較的大型で扇平な丸礫3個を配する。礫を取りのぞくと集石の範囲とほぼ一致する南北93cmX東西

85cmを測るほぼ円形の土塊を検出した。土域の深さは約11cmを測り，断面は皿状を呈す。土壌底部に非常に扇平な板

石を数枚ひいている。各礫は比較的密に集石しており，S3グリッドの散乱する礫群のなかから集石遺構として確認

するのに困難はなかった。集石の南端において，貝殻条痕文を施す小土器片が出土した。（第6図・97）・全体に色調赤褐

色を呈し，胎土に0．5－1mmの石英粒を含み焼成は堅く焼きしめられ良好である。色調赤褐色を呈するのは二次的な

熱を受けたものと思える。

S13

S3グリッドの南東に位置し，SI2と隣接している○集石の範囲は南北95cm・東西80cmを測り・これもSI2

と同様に南北にやや長い楕円形状を呈する。SI3はSI2に比べ，やや散慢な集石となっている。集石を構成す

る礫は総数60個を数え，SI2同様火成岩系の河原礫，砂岩質の河原礫である。丸礫と角礫で構成されるが・丸礫は比

較的大型で，角礫は小型の丸礫を打ちかいて半懐したものや，数回打ちかいて角礫としたものがある。

丸礫の大型のものは，集石の中心部付近に配されている。最も大型の丸裸で20×17cmを測る。

集石の範囲にほぼ一致して，深さ約20cm，南北90×東西80cmを測る土塊を検出した。土壌の底部にはSI2と同じ

く，扁平な板石を土塊面にそって配石している。

sI2，SI3はほぼ同じレベル上にあり，しかも近接して位置する○集石端部は極めて接近し30cmを測る。

S14

N2グリッドの南東に位置し，SI5と中心距離で約1．4”官と近接している○集石の範囲は南北約1〝7・東西約

90cmを測りほぼ円形に広がる。この集石は角礫が多く，また中央より南側は散慢な集石となっている。南北75cm〉く東

西72cm，深さ9cm～12cmを測る不定形の土壌を検出し，土壌底は南側で約5cm上がっていた。土壌検出の際，炭化粒

の出土をみている。また，土壌底にこの集石では板状の礫を敷いたり，立てたりしたようすはなかった。

S15

N2グリッドのほぼ中央に位置して，SI4に近接している。集石の範囲は南北約工2間，東西約1・2〝7ではぼ円

形に広がる。半壊，あるいは数回割られたと思われるものが多いが，丸礫も若干含まれている。全体に2号，3号に

比べて礫が小さいが，比較的形はそろっている。この集石では重なり合った二重の土塊を検出した。外側の土塊は南

北約1刑×東西約70cm，内側は南北約65cmX東西60cmを測る○北側の土壌壁を共有している。外側の土塊は集石の範

囲と一致するから，内側の土塊がまず掘り込まれ，後に広げられたものと考えられる。

内側土壌の範囲により大きな礫が集石していた。また土塊底に礫は敷かれておらず，炭火粒を含む暗褐色土がつま

っていた。集石中より剥片二点（第10図21，22）が出土している。

SI　6

N2グリッドの西側に位置し，SI7に近接している○集石の範囲は南北1・3椚×東西40cmで南北に長い不定形

を呈している。この集石は破片といえるくらいの小角礫が多く，土壌を共なっていなかった。

S17

N2グリッドの西端に位置し，南北に1．3”瑠広がるが，東西はグリッドベルトにかかり確認し得なかった。比較的
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形の揃った集石であり，また土壌は深く掘りこまれ，約28cmを測る。集石の東端部，暗褐色土層中より環状石斧（第

10図18）が出土した。礫は土塊底までつまっており，底に敷きつめたようであった。土塊は方形を呈していたかもし

れない，完掘できなかったことがおしまれる。

S18

N7グリッドの南東隅に位置し，他の集石からかなり離れている。SI7から西に約22m，SI9から北西に

約16刑を測る。集石の範囲は南北110cm，東西125cmを測るが東西方向にかけ離れて小集石がある。他の集石に比べ

小礫を乱雑に組んだ印象を受ける。小礫は丸礫がほとんどなく，打ちかいた角礫がほとんどを占める。他の集石が丸

礫を中心部付近に配したり，板石を底に敷いたりするのに対して，SI8は比較的大きさのそろった角礫を無雑作

に組み込んで構成している。このSI8もまた周辺に同じ大きさの疎が散乱していたため，また上記のように無雑作

古蝕まれていたがために一見しただけでは集石遺構として判断し得なかった。礫を取り除く過程で土壌をともなって

いたので集石遺構として確定し得た。土壌は南北100cm，東西95cmの不定形であった。集石底より土塊底まで厚さ10

cmほどの黒褐色土層がつまっており，その中に炭化粒を確認することができた。同時に第4図18に掲載している前平

吉田系の貝殻文土器片を採取しえたことから最終的に集石遺構と断定するに至った。貝殻文土器片にはススが付着し

ていた。

S19

S4グリッドの南側に位置する南北70cm，東西55cmの広がりをもつ小さな集石である。礫総数は角礫，丸礫合わせ

て25個を数える。24×24C恥18×25cm，15×23cmの3個の扇平な丸礫を土壌の縁にそって立てかけて炉を組むように

構成している。集石のほぼ中央の底の部分にはこの集石中最も大型の22×26cmを測る不定形の扇平な丸礫を敷いてい

る。SI9は集石自体の広がりは小さいが，集石を構成する礫自体は比較的大型であり，人為的な意図が明確に感

じられる。集石下に50×50cmに広がるほぼ円形の土塊を検出した。深さは20cmを測り比較的深い，ただし集石は土墟

底まで及んでいない。土壌を検出する際炭化粒を検出した。土域内の土は明らかに床面である第2層とは異なり，黒

褐色を呈していた。

S110

SIlOはSlグリッド北西に位置し，南北75cmX東西70cmを測るほぼ円形の集石で，比較的形の揃った人頭大の

角礫よりなる。深さ約10cm程度の浅い土壌を伴なっている。

3．ま　と　め

本遺跡の集石遺構は，発掘区一面の礫群のなかよりの発見であった。集石遺構と確定する過程には，礫層が現われ

た段階ですぐに集石と認められるもの，（それとても，礫が周辺に散乱して範囲が明確ではなかったが）礫層を取り除

く過程においてそれと認知するものがあり，必ずしも容易ではなかった。集石遺構を含む礫群のなかには赤色，ある

いは赤褐色を呈して深いヒビ入り，一見して熱を受けたと思われるものがあったが，すべてが熱を受けているかどう

かは判然としなかった。集石遺構と礫群との関係は明確ではないが，あるいは，焼石礫は集石遺構の廃棄礫である可

能性がある。礫群中より磨石，石皿が出土しているがこれらも部分的，あるいは全面に赤化して加熱されていた。た
（1）

だ，これらは集石遺構に組み込まれていた確証はない。なお，熊本県菊池郡大津町中後迫遺跡で，磨石7点，石皿3点

が集石内より出土した例がある。

本遺跡の集石遺構を大別すると次のようである。（1）比較的広く，浅い土壌をもち，土塊底に扁平な板石を敷く・。また中

央付近に比較的扇平に近い丸礫を置く。（SI2，SI3），（2此較的広く浅い土壌をもち，集石礫が土壌底に接しない
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第2図　集石遺構2・3・4・5号
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もの。（SI5，SI8），（3）土塊を持たず平面上に集積するもの。（SI6），（4）比較的径は小さいが，深い土壌をもち

土壌側壁にそって扇平な大型礫を立て，底にも扇平な板石を敷くもの。集石礫は土壌底に接しない。（SI9），（5）方

形に近い土塊を有するもの（SI7）以上である。使用目的の相違，あるいは時期的な相違があるものと思われる。集

石を含む礫群は，赤ホヤ層直下に層をなしていたものであり，また集石遺構中からは貝殻条痕文土器片，前平・吉田

系土器片が出土していることから縄文早期に比定したい。集石遺構の機能としては，earthovenとしての使用が推定
（2）

されることが多いようであるがなかには遺骸の埋葬時における墓標的機能をもつものもあるという。本遺跡の集石

遺構の場合は，礫に加熱された形跡が窺われたこと，炭化粒の出土，ススの付着した土器片の出土などからしてやは

りearthoven的機能を果たしたものかと思われる。

註（1）中後迫遺跡調査報告　熊本県菊池郡大津町1978

（2）「大分県地方史」34号－稲荷岩遺跡　大分県大野郡朝地町大恩寺稲荷1964

Ⅱ　遺　物

1．土　器（第4・5・6・7・8図）

本遺跡出土の土器は，破片がほとんどをしめ，完形に近く復元できたものはなかった。

器形は深鉢がほとんどで，浅鉢，円筒，角簡土器が混在する。

押型文土器，貝殻文土器，その他があり，文様器形等からI類からⅩⅢ類に大別した。

I類

I類器は貝殻条痕を横位，斜位に施して地文とし，その上に貝殻腹縁刺実線文を施すものである。円筒と角筒の

器形をもっている。

Ia－円筒形を呈するもの。（1～13，17～26）

Ib一角簡形を呈するもの。（14・15・16）

旺類

Ⅱ類土器は押型文土器である。

Ⅱa－山形押型文を施文するもの　（27～38）

Ⅱb一楕円押型文を施文するもの　（39）

Ⅲ類

Ⅲ類土器は凹線と撚糸文を組み合わせたもの　（40～46）

Ⅳ類

Ⅳ類土器は貝殻による条痕を斜位に施す土器である。

Ⅳa一口唇を丸くおさめる口縁部。

Ⅳb一口唇を平坦にして角をもつ口縁部。

ⅣC－口唇部端に刻目などの模様を施すもの

Ⅳd一員殻条痕をもつ胴部

（47～54）

（55～60）

（61－66）

（67～107）

Ⅴ類

Ⅴ類土器は，器体外面に浅い擦痕が数条みられるもので，板状のもので調整したものと思われる，外面はきれい

に磨かれている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（108－110）

Ⅵ類

Ⅵ類土器は，器体外面に細い条痕をもつもので，先のとがった串状のものでひっかいている。
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Ⅶ類

Ⅶ類土器は，器体外面に深い条痕を密に施しているもので，へラ状土具によるものかと思われる。

Ⅷ類

Ⅷ類土器は，縄文を施すもの，115は口唇部，胴部に斜行縄文を施す。116は縄文を施す文様帯上に二条の隆帯

をもっている。

Ⅸ類

Ⅸ類土器は，器体外面に刺突列点文を施すもの。（117・118）

Ⅹ類

Ⅹ類土器は，太い貝殻条痕を横位に施すもの。　（119～122）

刃類

氾類土器は　3ないし4の波状口縁で縄目突帯を口縁と頚部にめぐらし，縄目突帯のつなぎ目は突瘡文となる

下部突帯下は縦位のへラ描きによる刻文を地文として，菱形，あるいは惰円に近い刻文を3条にわたって施して

いる。　　（123～126）

刃類（底部）

Ⅶa一平底で，胴部へゆるく立ち上がるもの。　（133～136）

刃b－平底で，胴部へ比較的急に立ち上がるもの。（137～140）

刃【二ⅧC－平底で，胴部へ垂直に近く立ち上がるもので，細刻線をもっもの。（141～144）

刃d－平底で，底に員穀条痕をもっもの。（145）

Ⅶe－比較的強い上げ底で，胴部へと立ち上がるもの。（146）

刃f－比較的ゆるやかな上げ底で，底部近くに貝殻殻表圧痕文をもっもの。（147）

ⅩⅢ類

ⅩⅢ類は，上記のI～Ⅶ類と明らかに時期が異なるものである。

へラ状施文具による数条の沈線がある。　（148）

図版に掲載している土器の器形・調整・文様等については土器観察表に一括している。

2．石　器

本遺跡では礫の散乱する中に各種の石器が出土した。

磨石7点，敲石2点，凹石1点，石皿2点，石嫉2点，打製石斧2点，磨製石斧1点，環状石斧1点，剥片石器2

点である。

（1）磨石（第9図1～7）

第9図1～7は磨石である。1・2・3は円形の礫を用い，比較的厚い断面形をもっている。1はとくに平坦な面を

もっておらず，球に近い形状をしている。熱をうけたと思われ広範囲にわたってヒビが入っている。2は片面に小範

囲の平坦面をもっている。3は平坦面が中心軸より一方にかたより，しかも緩傾斜がついている。平坦面は裏面，側

面に比較して平滑である。1・2・3ともに砂岩製，1はやや軟質，3は硬質である。

4・5は縦長の丸礫を用いた磨石である。4の平坦面はそれほど顕著ではない。これも熟をうけて深いヒビ割れが

ある。5は片面に顕著な平坦で平滑な面をもっている。下端には潰痕が残り敲石としても使用された形跡がある。4

5ともに砂岩製，やや硬質である。
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6・7は円形，あるいは楕円形の丸礫を用いる扇平な磨石である。6・7とも広範囲の平坦で平滑な面をもつ。7

には中央付近に凹みがあり台石としても使用された形跡が残る。6・7とも砂岩製，7は硬質である。

（2）敲石（第9図8・9）

第9図8・9は砂岩製の敲石である。8は敲石としては特異な形状をもつ。全体にゆるく湾曲し，上端内湾部と下

端に潰痕を有する。下端の潰痕部は平坦ではなく，これも曲面である。潰痕は上端，下端ばかりでなく，湾曲部内面

の一面と外面にも連続した潰痕が残る。

これは敲石として使用されるまえに他の目的のために使用された石器の一部のように思える。これは，N7グリッ

ド中のSI8中より出土しており，焼けてやや赤褐色を帯びている。9は楕円形の丸礫を半壊したもので，下面に潰

痕を残している。また石器中央部にゆるやかな角度の稜があり，両線に向って平坦，かつ平滑に加工してある。

（3）凹石（第9図10）

第9図10は楕円形を呈する凹石である。最大長8．1cm，横幅5cm，最大厚3．8cmを測る中央部に円形の凹みを有す

る。凹みは小さな潰痕からなり，2mm～3mmの深さである。背面にも潰痕を有するが不定形で，表面のような明確な

円形は呈していない。

（4）石皿（第10図，11・12）

第10図11・12は石皿である。11は最大長26．8cm，最大幅17．6cm，最大厚4．7cm，を測る。中央部付近がわずかに凹

むが，石皿の表面としてはフラットな面で構成される平坦磨面の石皿である。二次的な加熱を受けており，赤化して

いる。12は最大長29．2cm，最大幅23．5cm，最大厚4．9cmを測る。これは隅丸の三角形を呈して両辺に縁を残し，中央

部で弓状に強く凹んでいる。これも，二次的な熱を受けたとみえ部分的に赤褐色を呈している。11・12とも砂岩質で

ある。11は，安達厚三氏の分類（注1．）によるIa（扇平な転石を利用した全体に浅く凹むもの），12はⅡb（不定

形の石塊を利用して，縁を残して中央が弓状に凹むもの）にあたる。

（5）石金族（第9図，13・14）

第9図13・14は石鋸である。本遺跡からはわずかこの2点が出土したにすぎない。2点とも非常に小型の打製石鉢

である。13はチャート製の基部がやや挟れる凹基無茎銀である。両側縁と基部の長さがほぼ同じで正三角形を呈する。

計測値は最大長11mm，最大幅10m，最大厚2mmである。14は桂石製で11とは逆に基部中央にふくらみをもつ無茎鱗で

ある。脚の片方は欠けている。側面からみるとわずかに左右方向にゆがみがみられる。現存の計測値で最大長14皿，

最大幅12皿，最大厚25皿をそれぞれ測る。

（6）石斧（第10図15・16・17）

第10図15・16・17は石斧である。15・16は打製，17は磨製である。15は現長で最大長12．2cm，最大幅4．85cm，最

大厚2．85を測る。片面により多く調整剥離を行っているが，全体に磨耗が著しく明確に剥離面を残していない。両刃

の石斧であったと思われるが刃先端を欠損している。しかし，一度折れたものをそのまま使用し続けたと思われ，

使用痕を残している。断面をみると肥厚しており，全体は乳棒状を呈している。石質は極めて粒子の粗い火山岩質で

暗青灰色を呈する。16は現長で最大長8．8cm，最大幅3．75cnを測る小型の片刃短冊形石斧である。全周縁に調整剥離

を行っているが両縁均等でなく片縁に丁寧に施す。刃部に磨耗痕を残している。基部片側は欠損している。砂岩質で

明青灰色を呈する。

17は両刃の磨製石斧の刃部で上部を欠いている。現長で最大長6．2cm，最大幅5．5cm，最大厚2．6cmを測るが，おそ

らく13cm～15cmほどの長さがあったものと思われる。刃部は極めて鋭利であり，使用痕として刃こぼれが観察できる。

表面はよく磨かれている。断面はやや厚めの凸レンズ状を呈している。石質は硬質砂岩である。

（7）環状石斧（第10図18）
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第10図18は環状石斧である。これはN2グリッドSI7下．暗褐色土層中より出土した磨製の環状石斧である。

視覚した限りでは熟を受けた形跡はない。円盤状を呈して中高であり，復元径10．7cm，孔径（外孔径3．2cm，内孔径
（2）

2．2cm），厚さ2．1cmを測る日下部善己氏の分類によるAIaにあたるものと思われる。すなわち中央孔の

周囲に隆帯や凹帯を持たず，中央孔の断面形が珠玉状〔＞＜〕を呈する両刃のものである。硬質の砂岩を素材として

全面にわたって丁寧に研磨されている。刃部には使用痕と思われる細かな剥落痕が観察できる。孔は両方向より均等

に穿孔され，孔面は磨かれたように平滑で，回転運動を主とする穿孔具により穿孔されたものと思われる。なお，穿孔

具を確認することはできなかった。

（8）剥片石器（第10図19・20・21・22）

第10図19は未加工の自然面を片面に残す円形掻器である。全周にわたって片面縁部調整が施され，一部に剥落痕を

みる。20は片面よりの粗い剥離の後，細かい調整剥離を施した剥片である。21・22はSI5中より出土した剥片で視

覚したかぎりでは熱を受けた形跡はなかった。

3．ま　と　め

本遺跡出土の石器は，縄文早期において出土が指摘されているもののほとんどを確認し得た。ただ，石銀の出土が

他の石器に比較して極めて少なかった。各石器は礫群に伴なって出土し，礫石の分布が疎である範囲には当然のこと

ながら極めて希であった。同様のことは土器片についてもいえる。特に密に礫石が集積されていたS4グリッドから

は，磨石のほとんどと石皿が出土した。石皿は床に置かれたように出土していたので，この範囲は何らかの遺構の存

在を思わせたが，礫群を取り去っても何らの遺構も確認できなかった。また，この磨石と石皿は明らかに熱を受けた
（3）

あとがあり，集石中に組み込まれた後，廃棄されたものかと思われる。実際，岐阜県堂之上遺跡で，集石遺

構の床面に石皿を配した例が知られている。また敲石と環状石斧が集石遺構中より出土している。環状石斧は日下部
（2）

善己氏によって算出されている外径，厚さの平均値内にほぼ合致しており，西日本では希な出土である縄文早期の磨

製品ということで特に注目される。県内では近年，もう一例縄文早期の磨製環状石斧が出土している。宮崎郡田野町
（4）

芳ケ迫遺跡のものがそれで，本遺跡のものよりひとまわり小型であり，復元径8．4cm，孔径2．5cm，厚さ1．6

。皿を測る。全面に丁寧に研磨された硬砂岩製のもので，本遺跡と同様に集石遺構をともなう礫石群中よりの出土であ

る。ただ，本遺跡の環状石斧の場合は集石中からの出土であり，極めて希な例である。この環状石斧は損壊したため

に集石中に投入，廃棄されたのか，あるいは人為的に半壊して何らかの儀礼のために投入したものかは，．集石遺構の

機能と共に検討すべき課題である。ただ，石器の本来的な機能を喪失して，集石遺構という二次的なものへ転用され

たことは疑う余地がない。

出土した縄文土器はⅩⅢ類の一点を除き，アカホヤ土壌下の褐色土層より，礫と混在しながら得られた。よって，土

器の出土範囲は礫群の分布範囲とはぼ一致している。I類土器は前平・吉田系土器で，底部迎Cに組合わされると考えられ

る。うち一点は集石遺構中よりの出土であった。Ⅱ類の押型文土器はわずか13点の出土で，うち12点が山形押型文，

残りの1点のみが楕円押型文土器片であった。Ⅲ類土器は凹線文と撚糸文を組合わせた河口定義氏の分類における塞

ノ神A式bにあたる。これもわずか7点の出土であった。I・Ⅱ・Ⅲ類，いずれも縄文早期に比定できるものである。量

的に本遺跡の主流を占めるのはⅣ類土器で，116点が出土している。うち1点は集石遺構中からの出土であった。Ⅳ類

は口縁部から胴部にかけて貝殻条痕文を斜位に浅い角度で施し，内面は磨かれていて丁寧なっくりである。口唇部は

角がつくか丸くおさめられ，心もち外反している。刻目などの模様があるものは少ない。器形は深鉢形を呈すると思

ゎれる。色調，胎土，焼成からみて底部迎a（平底）タイプと組合わされると考えられる。同種のものは宮崎学園都

市遺跡内の田上遺跡のほか，宮崎郡田野町芳ケ迫遺跡でも同様のものが出土している。いずれも集石遺構をともない
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第10図　出土石器（2）
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性格のよく似た縄文早期の遺跡である。このⅣ類の他施文原体がⅣ類の二枚員より大型で，もっと深くて太い貝殻

条痕を施すⅩ類がある。この土器では条痕は口縁にほぼ平行，横位に施される。底部刃aに太い員穀条痕をもつもの

が出土しているが，あるいはこれと組合わさる可能性がある。

氾類土器は4点を数え，N6グリッドより出土した2点とS4グリッド出土の1点は接合している（第7図，124）。

この種の土器は初見であり，口縁は三ないし四の低い山形で，口縁に沿って縄目突帯を巡し，突癌文で結ばれる。

胴部はへラ状施文員で縦位に刻文を施している。器体下部の出土がなかったため，全体の器形は明らかではないが，

そのまま少しふくらみながら底部へ続くのか，あるいは胴部「く」の字形に屈折して底部へと続く深鉢形を呈すると

思われる。県内の出土例では宮崎市跡江貝塚出土の，器体上部細形刻文，下部山形押型文を斜走または縦走させる跡

江式土器にもっとも近いものである。跡江式は手向山式と称される土器群の一つで，手向山式の要素のなかにこの氾
（5）

類土器に類似するものをみると「Ⅲ式一平行線，鋸歯文，弧線文を描き曽畑式と日勝山式の文様を踏襲する」

ものがある。XI類の場合は刻線が縦方向に施される点が異なるが，手向山のなかにも縦位に施するものが知られてい
（釦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）

る。また手向山式の口縁は通常直行するが，これもなかには山形口縁を呈するものがあるという。また曽畑系の

細形刻文は縄文早期の押型文土器に共伴することがしばしばであるといい，組本遺跡の共伴土器との関連で，この道

類土器の出土は興味をひく。
（8）

細形刻文は縄文早期の押型文土器に共伴することがしばしばであるといい，本遺跡の共伴土器との関連で，この氾

類土器の出土は興味をひく。

ⅩⅢ類はI～迎類の出土状況と異なり，赤ホヤ土層上の暗褐色土層中からの出土で明らかに時期が異なるものである。

いかなる系統に属するか明らかではないが，へラ状工具による数条の沈線は後期の土器をおもわせる。以上，本遺跡
（9）

の主な出土土器について概観したが，ここで各土器の編年関係を岡本勇氏の編年でみてゆく。氏によれば，前平式

吉田式（本遺跡ではI類に相当するものと考えられる。）を早期中葉に，塞ノ神式（本遺跡でのⅢ類）を早期後半に

位置づけ，手向山式（本道ではⅡ類に相当すると考えている）を平格式と共に，前平式，吉田式よりは新しい早期中

葉に位置づけられている。本遺跡ではI～迎類土器のほとんどが散乱する礫間中より混在して出土し，この編年を明

確に確認し得るような層位的発掘をなし得なかった。

また，本遺跡の主流をなしているⅣ類の貝殻条痕を施す土器も他種と混在しての出土で，層位関係を明らかに出来

なかった。しかし，SI2中より出土したものが1点あり，同じくSI8から出土したI類土器との関連から，ここ

では早期中葉に位置づけておきたい。Ⅳ類土器は現在のところ明確な系譜をたどれないようであるが，近年その出土

例が除々に増えつつあり，今後その成果から明確な位置づけを期待したい。尚，刃類土器については乙益重隆氏に御教

示をうけた。厚く感謝申し上げます。
（近藤　協）

註（1）「縄文文化の研究」7．道具と技術，安達厚三氏筆“石皿“

（2）　　同　上　　　7．道具と技術　日下部善己氏筆“環状石斧“

（3）「堂之上遺跡」岐阜県大野郡久々野町教育委員会，1978年

（4）「芳ケ迫第1遺跡」概報，宮崎県宮崎郡田野町教育委員会，1984年

（5）「日本の考古学」，縄文時代，九州東南部　河出書房

（6）乙益重隆氏の御教示による。

（7）乙益重隆氏の御教示による。

（8）「日本の考古学」，縄文時代，九州東南部　河出書房

（9日‾縄文土器大成1～早・前期」講談社1982
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第5節　弥生時代の遺構と遺物

耕作によって削平されていた点もあるが，弥生土器はわずか2点である。

遺物

蛮1

短い逆L字状口縁で，口唇部は凹気味であり，三条の三角形突帯を有する。胎土には1mm大の砂粒（雲母・石英な

ど）を多量に含み，焼成は良好で，色調は橙色を呈する。

聾2（第11図2）

斜目下方へ垂れ下がる口縁部を有する口径20．5cmの賓で，内外面ともナデを施す。胎土には0・5－1皿大の砂粒

（黒雲母など）を含み，焼成は良好で，色調はにぷい黄橙～褐灰色を呈する。

第6節　古墳時代の遺構と遺物

1号土壌（第12図）

1号土壌はS－5グリッドに位置する。1号土壌は，主軸長157cm，幅124cm，深さ42cmで，長方形プランを呈し

ている。主軸は東西方向で・中央部の床面より若干浮いた形で，蛮・壷が各1個ずつ出土した。賓は横位に，壷は倒

位でほぼ完形で出土している。

壷（第13図1）

端部がやや平坦な口縁部がやや直立

気味に真っすぐ伸び，胴部最大径がや

や上位になる。底部は丸底で厚い。

口径16．0cm，胴部最大径20．8cm，器

高22．2cm。 一　定
第11図　A地区出土弥生土器実測図

蛮（第13図2）

端部がやや平坦な口縁部がくの字に外反し，長胴の上げ底である。胴部最大径が上位にある。

口径27．5cm，胴部最大径26．7cm，器高33．5cm。

第7節　平安時代の遺構と遺物

SAl

1号竪穴式住居は，調査区の西部B地区に位置する。長軸6・64間，幅4・38刑の楕円形プランを呈し，主軸は南北方向

である。主柱穴は南北方向の2本である。

土師器

土師器はほとんど1号竪穴式住居から出土した。へラ切りの杯・高台付域が主で，糸切りの杯や皿は出土していな

い。土師器に共伴して・緑粕皿・越州窯系青磁碗が出土している。当遺跡の土師器の杯を底部の切り離し技法によっ

てへラ切りのI類，糸切りのⅡ類に分けるが，Ⅱ類は出土していない。I類を底部の形態によってA～E類に分け，

底部の器壁の仕上げ方によって薄手のa類と厚手のb類に分ける。更に底径の法量によって7．5cm～8．0cmの1類，6．8

cm～7・2cmの2類，4・2cm～6・2cmの3類に分ける。上述した3要素による土師器の形態分類を次のように行ないたい。
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第12図1号土鳩実測図I　と＝＝r［±≒＝＝㌢

第13図　1号土鳩出土土器実測図
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0　　　　　　　1m′」
第14図　SAl　実測図

緑軸皿　（第17図138）

口縁部以外の外面をへラ削りし，全面にへラ磨キ調整する○暗灰色の硬い素地に緑褐色の粕を施す。底部には削ゆ

出しによる蛇の目高台である。口径14．8cm，底径6．9cm，器高3・2cm。

越州窯系青磁碗（第17図140）

粕は淡緑灰色で，体部下方から底部にかけて露胎のままで茶褐色に発色している。底部の内面側面に重ね焼きの

目跡を残す。胎土には小砂粒を含む。高台底面がやや上げ底状を呈するもので，底面端部をへラ削りし，底部から休

部が直線的に伸びる。口径15．8cm，底径6．6cm，器高5・1cm。
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形　 態　 の　 特　 徴 法　　　　 量

cm

特　　　　　　　　　 徴

I

A

B

a

　 －　 1

口径　 12．6～ 13．1 。底部 と体部の境 は明瞭で ある。

底径　 6．5～　 7．0 。体部 の斜 目上方 に直線的に伸 びる。

器高　 4．7～　 5．1 。底部 は平底 で薄手 である。

。口唇部 は丸い。

b

24

‘口径　 11．7～ 13．6 0 底部 は平底で 厚手 である。

底径　 5．5～　 6．8

器高　　 4．2 ～　 4．9

。口唇部は丸 い ものと鋭 い ものが ある。

a

1

l
、、　　　　　　　　　 l　　　　　　　　　 ′1一
＼ 「 －－ －

底径　　 7．5～ 8、0 。底部 と休部 の境が明瞭で，底部は斜 目下方

へ 強 く張 り出す。

。・口唇部 は丸い

。底部 は平底 で薄手 である。

－一 35 。底径 の法量 によ って 7．5㌢且O cmの 1 類 6．8

～ 7‾．2 cmの 2一類 ， 5．7 ～ 6．4 cmの 3 類 に分か ・・

かれ る。

2

＼　　　 l　　　 ′′′′

54

底径　 6．8 ～ 7．2

3

′′　′′

68

口径 10．1 前後

底径　　 5．7 ～6．4

器高　 3．7 前後 ・l

表2　SAl出土土師器垣分類図（1）
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形　 態　 の　 特　 徴 法　　　 量 。m 特　　　　　　　　　　　　 徴

I

B b

1

＼、ゝ 二 ］　 ′′′′

12

底径　 7．5 ～8．0 。底部 は平底で厚手で ある。

2

2

口径 14・1 前後

底径　　 6．8 ～7．2

器高　 3．2 前後

3
l

＼　　　　　　　　 I　　　　　　　　 ′′／＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．′

2 1

底径　 5．7～ 6．4

C b

4

口径　 11．5～ 13．2 。底部 と休部 の境があ まり明瞭でない。

底径　　 6．0～　 6．6 。底部 は平 底で丁寧なナデ調整を施 し，薄手で

器高　　 4．2～　 5．0 ある。

。口唇部 は丸い もの と鋭い ものがあ る。

D

a

15

底径　 5．6～　 7．4 。底部 と休部 の境がやや甘 くな り，へ ラ切後の

調整が雑 であ る。

0 口唇部 は丸い。

。底部 は平底 で薄手 であ る。

b
I、ヽ　　　　　　　 l　　　　　　　 ′′′′

61

口径　 13．4 前後

底径　 6．6～ 6．7

器高　 4．8 前後

。底部 は平底 で厚手 であ る。

E

l
ー　　　　　　 ′′′

　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′＼

16

底径　 6．0～ 7．0 。外方へ伸 び る高台を有 し，端部 は丸い。

。高 台の内面をへ ラ状工具で放射状に削 る。

F

1

l
、、　　　　　　 －　　　　　　　 ′1′

89

底径　 6．5 前後 。外方へ伸 びる短い高台を有 し，端部 は丸 い。

0高台 の内面 はへ ラ切 りの後，ナデを施す。

2

l
、、　　　　　 －　　　　　　 ′：′

85

底径　 6．5～ 7．0 。外方へ伸 びる長 い高台を有 し，端部 は丸い。
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第22図　1号集石遺構

当遺跡出土の土師器杯はへラ切りの底部の形態によってA～E類に分類した。特にA類・B類は1号住居の主体を

占めている。土師器杯を決定するには在地の土師器の編年の中で行なう方法と，共伴する陶磁器で行なう方法がある。

在地の編年は，学園都市遺跡群の調査によって資料が蓄積されつつあるが，編年を提示するまでには至っていない。
（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′

一部，へラ切りから糸切への転換時期以降について「山内石塔群」で型式変化から編年試案が提示されたが，石塔群
（2）

という遺構の性格のために時期決定が困難であった。学園都市遺跡群では10世紀代の平畑遺跡，12・13世紀の堂地東
（3）

遺跡が調査され，その時期の土師器が解明されつつある。当遺跡のIA類の法量は口径11．7cm～13．6cm，底径5．5cm
（4）

～7．0cm，器高4．2cm～5．1cmであり，御笠川南条坊遺跡出土の土師器の法量と比較すると，3つの法量とも合致する

ものはなく，口径ではIIA以前・IIA・I3B・I3C，底径ではIIA以前～I2B，底径は合致するものは

ない。高台付碗・内黒土器を共伴することから10世紀が妥当であると考えられる。
（5）

共伴した中国陶磁器としては越州窯系青磁碗が出土しており，亀井明徳氏分類のB類碗Ⅲ類，横田賢次郎・森田勉
（6）

両氏分類の碗Ⅱ類3に相当し，大宰府遺跡のSK674の10世紀中頃に比定される。

土師器杯・高台付碗の形態・調整，内黒土器，須恵器，緑粕，越州窯系青磁の組み合わせから平安時代中頃前後

（10世紀前半）に比定される。
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第8節　中世の遺構と遺物

1号集石遺構

1号集石遺構はS－1グリッドに位置し，長さ485cm，幅240cm，深さ20～45cmの楕円形プランの土塊を伴なう。

土壌の埋土は2層に分かれ，上層には焼けた河原石や角礫がぎっしりつまっており，石臼・自然石板碑が混入してい

た。下層はは茶褐色土で，木炭粒やアカホヤの微粒子が混じっており，石はほとんどない。遺物としては，土師小片が

ある。

0

』コ＝［コ二二±二二二空

第23図1号集石遺構実測図出土石臼・板碑実測図

石　臼

1号集石遺構の上層で出土した。復元径30cm，厚さ11・1cmの半欠の下目で，磨歯は幅0．2cm，深さ0．2cmである。

その他の面には幅0・7cmののみで整形した痕跡をそのまま残している。石材は凝灰岩である。

板碑

長さ40・Ocm・幅19・Ocm，厚さ9・2cmの河原石製の自然石板碑である。荒く割って基部を製作しているが，墨書な

どはない。

第9節　ま　と　め

当遺跡は丘陵の先端部の幅の狭い所に立地しながらも縄文時代早期から人間の営みが行なわれたことが明らかにな

った。

アカホヤ層下位で縄文時代早期の集石遺構が9基検出された。当遺跡の全面に焼石が分布していたが，分布に濃淡

の差があり，集石遺構として使用された後の最終段階を示していた。集石炉としての機能が考えられる集石遺構が形

態から5タイプに分かれるが，形態差が機能差になるのか，或いは集石遺構としての使用段階差なのかは，不明であ
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（7）

る。磨製の環状石斧の県内の発掘調査例としては芳ケ迫第一遺跡（田野町）に次いで2例日であり，両者とも縄文早期

の遺物として注目される。縄文土器は12類に分類され，早期の前平式・塞ノ神式・押型文が出土している。

縄文時代後期の土器はわずか1点で，晩期の土器はなく，早期に比較すると非常に希薄になっている。この現象は

平畑遺跡が平坦地中位面I～Ⅱに立地し，55軒の竪穴住居が検出されたことを鑑みると，集落を形成するには立地

が非常に悪いのに起因すると思われる。

弥生時代中期後半の土器が2点検出されたことは，その時期に人間の営みが行なわれたことを示しているが，残念

ながらアカホヤ層以上が耕作によって削平されていたために遺構は検出されなかった。遺物の量からすれば前代と同

様に住居が営まれた可能性は少ないと考えられる。

古墳時代になると丘陵の南の淵に1号土壌が形成される。土嘘の中央部に壷と賓が各1個ずっ置かれていたが，土

壌の掘り込み面が削平されているので，土塊の性格は不明である。

古墳時代後期～奈良時代の遺物は検出されていないので人間の営みが行なわれた可能性は非常に少ない。

平安時代中頃になると，B地区に竪穴住居が1軒営まれる。この時期，赤坂遺跡・前原南遺跡では長い煙道を有
（8）

するカマド付きの竪穴住居が存在する。遺物としては土師器の杯，高台付域に共伴して緑粕皿・越州窯系青磁椀が

出土したことで，10世紀前半に比定したが，土師器の時期を決定する上で重要である。土師器の詳細な時期について

学園都市遺跡群の平畑遺跡・堂地東遺跡が整理されていく中で明らかになろう。

当遺跡の発掘は，縄文早期の環状石斧を層位的に捉えたことと，平安時代中頃の土師器の様相が明らかになった点

で大きな成果があった。
（長津　宗重）

註（1）宮崎県教育委員会「山内石塔群」1984

（2）宮崎県教育委員会「宮崎学園都市埋蔵文化財発掘調査概報Ⅳ」1983

（3）　（2）に同じ

（4）前川威洋他「福岡南バイパス関係埋蔵文化財調査報告」第2～8集1975～79

（5）亀井明徳「日本出土の越州窯陶磁器の諸問題」『九州歴史資料館研究論集1。1975

（6）横田賢次郎・森田勉「大宰府出土の輸入中国陶磁器について」『九州歴史資料館研究論集4。1978

（7）田野町教育委員会「芳ケ迫第一遺跡調査報告書」1984

（8）県内で越州窯系青磁碗が土師器と共伴した例としては，高崎町東霧島出土例があり10世紀前後に比定されている。面高哲郎

「高崎町東霧島出土の輸入陶磁器」『宮崎考古』第6号1980
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表3　縄文土器観察表

図面番号
地 区 名

（遺構名）
器　 形 器　 部

器　　 面　　 調　　 整 文　　　　 様
胎　　　　　 土

色　　　　　 調
焼　 成 備　　　 考

外 器 面 内 器 面 （底面） 外 器 面 内　器 面 外 器 面 内 器 面

1
l

N －4 円　 筒 口　 繹 貝殻条痕 ヘラケズリ －
貝殻腹緑文
楔形貼付文 －

石英0．1m 、黒雲母
橙

7．5Y R6／6

橙
7．5YR 6／6

良

2 S － 4 円　 筒 口　 縁 貝殻条痕 ヘラケズリ －
貝殻腹縁文
楔形貼付文 －

0 ．1～0．15mmの石英含む
橙

7．5Y R 6／6
橙

7．5YR 6／6
良

3 A 円　 筒 口　 縁 貝殻条痕 ヘラケズリ －
貝殻腹縁文

楔形貼付文 －
石英、長石0．1～0．放けn

浅　 黄　 橙
7．5Y R 873

浅　 黄　 橙
7 ．5YR 8／3

良

4 N － 5 円　 筒 胴　 部 貝殻条痕 ヘラケズリ
－

貝殻腹縁文
楔形貼付文 － 石英、長石

浅　 黄　 橙
7．5Y R 8／3

浅　 黄　 橙
7 ．5Y R8／3

．良

5 N － 3 円　 筒 口　 縁 貝殻条痕 ヘラケズリ
－

貝殻腹緑文
楔形貼付文 － 石英、長石

浅　 黄　 橙
7．5Y R8／3

浅 ．黄　 橙

7．5Y R8／3
良

6 N － 2 円　 筒 胴　 部 ．貝殻条痕 ヘラケズリ
－

貝殻腹緑文
楔形貼付文 －

細かい
石英、長石

橙
5Y R6／6

浅　 黄　 橙

7．5Y R 8／3
極　 良

7 N － 4 円　 筒 ロ　 縁 ‘貝殻 条痕 ヘラケズリ
－

貝殻腹縁文
楔形貼付文 － 石英粒、砂粒を含む

橙
7 ．5Y R6／6

浅　 黄　 橙

7．5Y R 8／3
良

8 N － 7 円　 筒 口　 縁 貝殻 条痕 ヘラケズリ － 貝殻腹縁文 － 細かい、長石（少ない）
橙

5Y R 6作

橙

7．5Y R 6／6
極　 良

9 S － 4 円　 筒 胴　 部 貝殻 条痕
ヘラケズリ

（縦） － 貝殻腹縁文 － 石英、長石
浅　 黄　 橙

7．5Y R6／6

浅　 黄　 橙

7．5Y R 8／3
良

10 N － 5 円　 筒 胴　 部 貝殻 条痕 ヘラケズリ － 貝売宣腹縁文 －
0．05～0．1m の黒雲母

0．05mm長石

橙

7．5Y R 6／6

浅　 黄　 橙
7．5Y R 8／3

良

11 N － 2 円　 筒 ロ　 縁 貝殻条痕 ヘラケズリ －
貝殻腹縁文

二列 －
0．1mm前後の石英

0．1m 前後の黒雲母

橙
7．5Y ．R6／6

浅　 黄　 橙

．7．5Y R 8／3

良

12 N － 5 円　 筒 胴　 部 貝殻条痕 ヘラケズリ －
貝殻腹縁文
楔形貼付文 －

石英粒
浅　　　 橙

Y R8／3
浅　 黄　 橙
7 ．5YR 8／3

良

13 S － 4 円　 筒 口　 縁 貝殻条痕 ヘラケズリ －
貝殻腹緑文 － 細かい、石英

橙
5YR 6／6

浅　 黄　 橙

7 ．5Y R8／3
良

14 M － 2 角　 帯 胴の角部 貝殻条痕 ヘラケズリ
－

貝殻腹緑文 －
0 ．5～1．伽皿石英
0 ．1～0．h m黒雲母

橙
5YR 6／6

浅　 黄　 橙

7 ．5Y R8／3
良 スス付着

15 N － 2 角　 筒 胴　 部 貝殻条痕 ヘラケズリ －
貝殻腹縁文
楔形貼付文 －

0 ．1～1．Omllの石英粒
黒雲母

橙

7．5Y R6／6

浅　 黄　 橙

7．5Y R8／3
良

16 N － 5 角　 筒 山形口縁 貝殻条痕 ヘラケズリ －
貝殻腹緑文
楔形貼付文 － 石英、長石

浅　 黄　 橙

10Y R 8／4

浅　 黄　 橙

7．5Y R8／3
良

17 N － 2 円　 筒 胴　 部 貝殻条痕 ヘラケズリ － 貝殻腹緑文 －
石英（極少）、粒小さい

浅　 黄　 橙

7．5Y R 8／6

浅　 黄　 橙
7．5Y R 8／3

良

18 8号集石中 円　 筒 胴　 部 貝殻 条痕 ヘラケズリ － 貝殻腹緑文 －
石英1．伽lnl、小石hm

橙
7．5Y R 7／6

橙
5YR 6／6

良 スス付着

19 A 円　 筒 胴　 部 貝殻 条痕 ヘラケズリ －
貝殻膜縁文 － 細かく、粒めだたない

浅　　　 橙
7．5Y R 8／3

橙
5YR 6／6

極　 良

20 N － 2 円　 筒 胴　 部 貝殻 条痕 ヘラケズリ
－

貝殻腸線文 － 細かい、石英
浅　　　 橙
7．5Y R 8／3

橙
5Y R6／6

極　 良

21 S － 3 円　 筒 胴　 部 ナ　　　 テ‘ヘラケズリ

l
－

貝殻腹縁文 － 長石、石英0．5～1mm
橙

5Y R 6／6

橙

5Y R6／6
良

図面番号
地 区 名

（遺構 名）
器　 形 器　 部

器　　 面　　 調　　 整 文　　　　 様
胎　　　　　 土

色　　　　　 調
焼　 成 備　　　 考

外 器 面 内 器 面 （底面） 外 器 面 内 器 面 外 器 面 内 器 面

22 S － 4 円　 筒 胴　 部 貝殻 条痕 ヘラケズリ － 貝殻腹縁文 － 細かい
浅　 黄　 橙

7 ．5Y R8／3

浅　 黄　 橙
10Y R 8／4

極　 良

23 M － 2 円　 筒 胴　 部 貝殻 条痕 ヘラケズリ －
貝殻腹緑文 － 細かい

浅　 黄　 橙＿

7．5Y R8／3

浅　 黄　 橙
10Y R 8／6

極　 良

24 M － 2 円　 筒 胴　 部 貝殻 条痕 ヘラケズリ －
貝殻腹緑文 － 細かい

浅　 黄　 褐
10Y R6／2 ・

浅　 黄　 橙
10Y R 8／6

極　 良

25 A 円　 筒 胴　 部 貝殻 粂痕 ヘラケズリ － 貝殻腹緑文 － 細かい
灰　 黄　 褐
10Y R6／2

灰　 黄　 褐

10Y R 6／2
極　 良

26 M － 1 円　 筒 胴　 部 貝殻 条痕 ヘラケズリ － 貝殻腹緑文 － 細かい
浅　 黄　 橙

7．5Y R 8／3

橙

5Y R 6／6
極　 良

27 N －　2 深　 鉢 胴　 部 山　 形　 文 ミ　 ガ　 キ － 山 形 文 － 細かい
灰＿．黄　 禍

10YニR 6／2

にぷい黄橙
10YR 7／3

や　 や 良

28 N － 7 深　 鉢 胴　 部 山 ・形　 文 へラケズリ － 山 形 文 －
長石、間隙多い

淡　　 黄

2．5Y 8／4

浅　　 黄
2．5Y 7／3

やや不良

29 A 深　 鉢 胴　 部 山　 形　 文 ミ　 ガ　 キ － 山 形 文 －
長石、石英

淡　　 黄

2．5Y 8／4

にぷい黄膣

10YR 7／4
やや不良

30 N － 2 深　 鉢 胴　 部 山　 形　 文 ミ　 ガ　 キ －
山 形 文 － 長石、石英

浅　 黄　 橙

10Y R 8／4

浅　 黄　 橙
10Y R8／4

良

31 S － 4 深　 鉢 胴　 部 山　 形　 文 ミ　 ガ　 キ －
山 形 文 － 長石、石英

灰　 黄　 褐
10Y R 6／2

【÷ぷい黄橙
10Y R7／3

やや不良

32 A 深　 鉢 胴　 部 山　 形　 文 ミ　 ガ　 キ －
山 形 文 － 長石、石英

黄　　 灰
2．5Y 5／1

浅　　 黄
2．5Y 7／3

やや不良

33 A 浅　 鉢 口　 縁 山　 形　 文 ヘラケズリ －
山 形 文 － 石英

橙
5Y R7／6

橙
7．5Y R 7／6

やや不良

34 S － 2 深　 鉢 胴　 部 山　 形　 文 ミ　 ガ　 キ －
山 形 文 － 長石、石英0．1～0．九m

淡　　 黄
2．5Y 8／4

にぷい黄橙
10Y R7／3

やや不良

35 A 深　 鉢 胴　 部 山　 形　 文 ミ　 ガ　 キ －
山 形 文 － 石英

浅　 黄　 橙
7．5YR 8／4

淡　　 黄
2．5Y 8／4

やや不良

36 S － 4 深　 鉢 ロ　 縁 山　 形　 文 ミ　 ガ　 キ －
山 形 文 － 石英、黄色石英

淡　　 貴
2．5Y 8／3

淡　　 黄
2．5Y 8／4

良

37 A 深　 鉢 胴　 部 山　 形　 文 ミ　 ガ　 キ － 山 形 文 － 石英
淡　　 黄
2．5Y 8／3

にぷい黄橙

10Y R 7／4
やや不良 スス付着

38 N － 7 深　 鉢 胴　 部 山　 形　 文 風　　 化 － 山 形 文 －
石英、長石
金雲母

にぷ い橙
7．5Y R6／4

にぷい 橙

7 ・苧YR 6／4
良

39 A 深　 鉢 胴　 部 楕 円押型 ミ　 ガ　 キ
J

－ 山 形 文 －
石英、長石多い
金雲母

明　 赤　 褐
5Y R 5／6

淡　　 黄

2．5Y 8／4
良

40 S － 2 深　 鉢 胴　 部 ナ　　 デ ヘラケズリ －
沈　　 線
撚　　 紋 －

細かい
長石粒、石英（0．1mm）

浅　 黄　 橙

10Y R8／4

黒　　 褐
10Y R 3／1

極　 良

41 S － 2 深　 鉢 胴　 部 ナ　　 デ ヘラケズリ －
沈　　 線
撚　　 紋 －

細かい
長石粒、石英（0．1m ）

浅　 黄　 橙

7．5Y R 8／3

浅　 黄　 橙
7 ．5Y R8／3

極　 良

42 M － 1 深　 鉢 胴　 部 ナ　　 デ ・ナ　　 デ －
沈　　 線

撚　　 紋 －
細かい
長石、石英（0 ．1mm）

褐　　 灰
10Y R6／1

浅　 黄　 橙
7 ．5Y R8／3

極　 良 スス付着
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図面番号
地 区 名

（遺構 名）
器　 形 器　 部

器　　 面　　 調　　 整 文　　　　 様
胎　　　　　 土

色　　　　　 調
焼　 成 廟　　 考

外 器 面 内　 器 面 （底 面） 外 器 面 内 器 面 外 器 面 内　器 面

43 M － 1 深　 鉢 胴　 部 ナ　　 デ ヘラケズリ － 撚 糸　文 －
糸田かい
長石、石英（0 ．1m ）

浅　 黄　 橙
10Y R 8／4

浅　 黄　 橙
10YR 8／4

良 スス付着

44 M － 1 深　 鉢 胴　 部 撚　　 糸 ヘラケズリ － 撚 糸　文
－

細かい
長石、石英（0 ．1mm）

浅　 黄　 橙

10Y R8／4
浅　 黄　 橙
10YR 8／4

良

45 N － 5 深　 鉢 胴　 部 ナ　　 デ ヘラケズリ － 撚 糸 文 －
細かい
長石、石英（0．1m ）

浅　 黄　 オ竪
7．5Y R 8／6
（一部黒色）

にぷい黄橙
10Y R 7／4

良 スス付着

4 6 A 深　 鉢 胴　 部 ナ　　 デ ナ　　 デ － 撚 糸　文 －
ひじょうに細かい
長石、石英（0．蝕IIn）

にぷい黄橙
10Y R7／2

浅　 黄　 橙
7 ．5Y R8／3

極　 良

4 7 M － 1 深　 鉢 口　 縁 貝殻条痕 ヘラケズリ －
撚　糸 文
貝殻条痕文 － 石英、長石 浅　 黄　 橙

10Y R8／3
浅　 黄　 橙
10Y R 8／3

．良

48 S － 4 深　 鉢 口　 緑 貝殻条痕 ミ　ガ　キ － 貝殻条痕文 －
石英粒0．5m （多い）

黒雲母3．2 、0．3m れ
黄　　 橙
10YR 8／6

黄　　 橙

10 YR 8／6
良

49 N － 5 深　 鉢 口　 縁 貝殻条痕 ミ　ガ　キ － 貝殻条痕文 －
白粒0．h lm

淡　　 黄
2．5Y 8／4

浅　 黄　 橙
10Y R 8／4

良

50 S － 3 深　 鉢 口　 縁 貝殻条痕 ミ　ガ　キ － 貝殻条痕文 －
石英、長石多い
黒雲母

浅　 凄・橙

10Y R 8／4
浅　 黄　 橙
10Y R 8／4

良

51 N － 2 深　 鉢 口　 縁 貝殻条痕 ヘラケズリ － 貝殻条痕文 －
石英
長石

灰　　 白
7．5Y R 8／1

灰　　 白
7．5Y R 8／1

良

52 N － 4 深　 鉢 口　 縁 貝殻条痕 ミ　ガ　キ － 貝殻条痕文 －
石英 （大、多い）
小石（大）

淡　　 黄
2．5Y 8／4

淡　　 黄
2．5Y8／4

やや不良

53 A 深　 鉢 口　 縁 貝殻条痕 ミ　ガ　キ － 貝殻条痕文 － 石英 浅　　 黄
2．5Y7／3

浅　 黄　 橙
10Y R8／4

良

54 N － 2 深　 鉢 口　 縁 貝殻条痕 ミ　ガ　キ － 貝殻条痕文 － 長石（多い） にぷい赤禍
5Y R5／4

膣

5Y R 6／6
良 スス付着

55 N － 2 深　 鉢 口　 縁 貝殻条痕 ヘラケズリ － 貝殻条痕文
－ 長石、石英 明　 黄　 褐

10Y R6／6
明　 黄　 褐
10Y R 6／6

やや不良

56 M － 2 深　 鉢 口　 縁 貝殻条痕 ミ　ガ　キ － 貝殻条痕文
－ 石英、長石

浅 黄 褐色

10YR 8／3
淡　　 黄
2．5Y 8／4

良

57 S － 4 深　 鉢 口　 縁 貝殻条痕 ミ　ガ　キ － 貝殻条痕文
－ 石英、長石

淡　　 黄
2．5Y 8／3

灰　　 白
7 ．5Y R 8／1

やや不良

58 M － 2 深　 鉢 口　 縁 貝殻条痕
ミ　ガ　キ
（風化） － 貝殻条痕文 － 石英、長石 黄　　 灰

2．5Y 5／1
黄　　 灰

2．5Y 5／1
やや不良

59 S － 2 深　 鉢 口　 緑 貝殻条痕 ミ　ガ　キ － 貝殻条痕文 －
石英
長石

浅　　 黄
2．5Y 7／3

灰　　 白
7．5Y R 8／1

やや良

60 S － 3 深　 鉢 口　 縁 貝殻条痕 ミ　ガ　キ
（風化） － 貝殻条痕文 －

石英
長石

にぷ い 橙
5Y R7／4

橙
5YR 6／6

不　 良

61 N － 3 深　 鉢 口　 縁
刷　　 突
貝殻条痕 ミ　ガ　キ －

刺　 突　 文
貝殻条痕文 －

石英粒0．2～0．hlm
白粒0．1mm

にぷい黄橙
10Y R6／3

にぷい黄橙
10Y R6／3

良

62 S － 5 深　 鉢 口　 縁 貝殻条痕 ミ　ガ　キ － 貝殻腹緑文
－

長石多い
細かな間隙多い

灰　　 白
2．5Y8／2

灰　　 白
2．5Y 8／2

不　 良

63 S － 1 深　 鉢 口　 緑 貝殻条痕 ミ　ガ　キ －
貝殻粂痕文
貝亨裏革哲 文 －

石英（微粒）
長石（多い）

浅　 黄　 橙

10Y R8／4
灰　 黄　 褐
10Y R 6／2

やや良

図面番号
地 区 名

（遺構名）
器　 形 器　 部

器　　 面　　 調　　 整 文　　　　 様
胎　　　　　 土

色　　　　　 調
焼　 成 備　　　 考

外 器 面 内　 器 面 （底面） 外 器 面 内　 器 面 外 器 面 内　 器 面

64 N － 2 深　 鉢 口　 縁 貝殻条痕 ミ　ガ　キ －
貝売蔓条痕文

－ 石英（粒多い）
橙

7 ．5Y R 7／6
にぷ い橙
7．5Y R 6／4

やや不良

65 N － 2 深　 鉢 口　 縁 貝殻条痕 風　　 化 －
（斜位）

－ 長石
橙

5Y R7／6
橙

5YR 6／6
良

66 S － 2 ・ 深　 鉢 口　 縁 貝殻条痕 ミ　ガ　キ －
け殻条痕‾文
刺　 突　 文 －

長石
石英

淡　　 黄
2．5Y8／4

にぷい責橙
10YR 7／3

やや不良

67 N － 3 深　 鉢 胴　 部 貝殻条痕 ヘラケズリ － け殻条痕文 －
石英（微粒）
長石（多い）

淡　　 黄
2．5Y8／4

灰　　 黄
2．5Y 6／2

やや良

68 S － 3 深　 鉢 胴　 部 貝殻条痕 風　　 化 － 仕頴条痕文 － 石英（微粒） 浅　 黄　 橙
7 ．5Y R8／4

浅　 黄　 橙
7 ．5Y R8／6

良

69 S － 4 深　 鉢 胴　 部 貝殻条痕 ミ　ガ　キ － Lと殻条・庇文 － 石英
浅　 黄　 橙

7 ．5Y R8／4
淡　　 黄
2．5Y 8／4

やや良

70 S － 4 深　 鉢 胴　 部 貝殻条痕 ミ　ガ　キ － け殻条痕文 － 石英
にぷい黄橙
10Y R 7／4

浅　 黄　 橙

10Y R 8／4
やや良

7 1 S － 4 深　 鉢 胴　 部 貝殻条痕 ヘラケズリ － 廿頴条痕文 －
細かい
石英、長石

にぷ い橙
7 ．5YR 6／4

橙
5Y R6／6

やや不良

72 S － 3 深　 鉢 胴　 部 貝殻条痕 風　　 化 － Lと殻条・庇文 －
細かい
石英粒（やや大）

明　 黄　 褐
10Y R 7／6

橙
5Y R6／6

良

73 M － 1 深　 鉢 胴　 部 貝殻条痕 ヘラケズリ － け殻粂痕文 － 長石、石英 橙
2．5Y 6／8

橙
5YR 6／6

良

74 S － 3 深　 鉢 胴　 部 貝殻条痕 ミ　ガ　キ － け殻条・政文 － fr英多い
淡　　 黄

2．5Y 8／4
黄　 灰
2．5Y5／1

不　 良

75 N － 5 深　 鉢 胴　 部 貝殻条痕 ミ　ガ　キ － け殻条痕文 － 粗い、間隙多い、石英
明　 黄‾褐

10Y R7／6

浅　 黄　 橙

10Y R8／4
やや不良

76 M － 2 深　 鉢 胴　 部 貝殻条痕 ミ　ガ　キ － け殻条痕文 －
粗い、大粒の石英
間隙多い

明　 黄　 褐

10Y R7／6

にぷい赤禍

5Y R 5／4
不　 良

77 N － 5 深　 鉢 胴　 部 貝殻条痕 ミ　ガ　キ － け殻条痕文
－ 石英粒、長石

浅　 黄　 橙
10Y R8／4

淡　　 黄

2．5Y 8／3
やや不良

78 S － 5 深　 鉢 胴　 部 貝殻条痕 ミ　ガ　キ － け殻条痕文
－ 間隙、石英、長石

明　 黄　 褐
10Y R7／6

浅　　 黄
2．5Y 7／4

不　 良

79 M － 2 深　 鉢 胴　 部 貝殻条痕 ヘラケズリ － け殻条痕文 －
細かい
石英、小石、黒雲母

浅　 黄　 橙
7．5Y R8／3

橙
5Y R 6／6

良

80 N － 2 深　 鉢 胴 ．部 貝殻条痕 ヘラケズリ － け殻条痕文 －
細かい、石英（少ない）
黒雲母

明　 黄　 褐
10YR 7／6

橙
5Y R 6／6

良

8 1 N － 2 深　 鉢 胴　 部 貝殻条痕 ミ　ガ　キ － 仕殻条痕文 －
石英、黒雲母

間隙 多い
明　 黄　 褐
10YR 7／6

浅　 黄　 橙
10Y R 8／4

やや不良

由2 S － 4 深　 鉢 胴　 部 貝殻条痕 ミ　ガ　キ － け殻条痕文 － 石英、長石 浅　 黄　 橙
10Y R 8／4

浅　 黄　 橙
10Y R 8／3

良

83 N － 2 深　 鉢 胴　 部 貝殻条痕 風　　 化 － け殻条痕文 － 石英（0．1～1mm 大、多い）
淡　　 黄

2．5Y 8／4
灰　　 白
7．5Y R 8／1

良

84 N － 5 深　 鉢 胴　 部 貝殻条痕 ミ　ガ　キ － 仕殻条痕文 － 石英、長石、間隙多い 明　 黄　 褐
10Y R 7／6

浅　　 黄

2．5Y 8／3
やや不良

ー73－



図面番号
地 区 名

（遺構名）
器　 形 器　 部

器　　 面　　 調　　 整 文　　　　 様
胎　　　　　 土

色　　　　　 調
焼　 成 備　　　 考
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85 ごN － 4 深　 鉢 胴　 部 貝殻条痕 ミ　ガ　キ － 貝殻条痕文 － 細かい、石英
橙

7．5Y R 7／6

浅　 黄　 橙
7 ．5Y R8／3

良

86 N － 2 深　 鉢 胴　 部 貝殻条痕 ミ　ガ　キ － 貝殻条痕文 －
石英
長石

明　 黄　 褐
10Y R7／6

灰　　 白
7 ．5Y R8／1

良

87 N － 2 深　 鉢 胴　 部 貝殻条痕 ミ　ガ　キ － 貝殻条痕文 －
長石、石英

明　 黄　 褐
10Y R7／6

灰　　 白
7．5Y R白／1

良

88 S － 4 深　 鉢 胴　 部 貝殻条痕 ヘラケズリ － H 殻条痕文 －
長石
石英

橙
5Y R6／8

橙
5YR 6／8

良

89 N － 1 深　 鉢 胴　 部 貝殻条痕 ミ　ガ　キ － 汁殻条痕文 －
間隙多い、石英

明　 黄　 褐
10Y R 7／6

にぷい黄褐

10Y R5／3
不　 良

90 N － 2 深　 鉢 胴　 部 貝殻条痕 ミ　ガ　キ － 仕殻条痕文 －
長石

浅　 黄　 褐
10Y R 6／2

灰　　 白

7 ．5Y R 8／1
やや不良

91 N － 3 深　 鉢 胴　 部 貝殻条痕 ミ　ガ　キ － 仕殻条痕文 － 細かい石英
にぷい黄橙
10Y R 7／4

褐　　 灰

10Y R 5／1
不　 良

92 N － 3 深　 鉢 胴　 部 貝殻条痕 ミ　ガ　キ － 仕殻条痕文 － 長石、石英、黒雲母
浅　 黄　 橙

7 ．5Y R8／6

にぷい黄橙

10Y R 7／4
良

93 S － 3 深　 鉢 胴　 部 貝殻条痕 ミ　ガ　キ － 汁殻条痕文 －
間隙あり、黒雲母、長石
石英粗大あり（2～h lm）

明　 黄　 褐

10Y R7／6

浅　 黄　 橙
10YR 8／3

やや不良

94 S － 4 深　 鉢 胴　 部
深　　 い
貝殻条痕

風　　 化 －
H 殻条痕文 －

細かい、長石、石英粒
灰　　 白

2．5Y8／2

淡　　 黄
2．5Y 8／3

良

9 5 S － 5 深　 鉢 胴　 部 貝殻条痕 ミ　ガ　キ － 仕殻条痕文 － 石英（1mm）、長石 浅　 黄　 橙
10Y R 8／4

浅　 黄　 橙
10Y R8／3

良

96 M － 2 深　 鉢 胴　 部 貝殻条痕 ミ　ガ　キ － 汁殻条痕文 －
細かい、長石（微粒）

石英（小）

明　 黄　 褐
10Y R 7／6

にぷい黄橙
10Y R7／3

橙

5Y R6／8

良

97 2号集石中 深　 鉢 胴　 部 貝殻条痕 ミ　ガ　キ － 仕殻条痕文 －
長石、石英（0．5－1mm）

明　 赤　 褐
2．5Y R5／6

良

98 N － 2 深　 鉢 胴　 部 貝殻条痕 ミ　ガ　キ － 貝殻条痕文 －
石英粒3．0 －5．伽ull
黒雲母0．1 ～0 ．加m

灰　 黄　 褐

10Y R 6／2

黄　　 橙

10Y R 8／6
良

99 N － 2 深　 鉢 胴　 部 貝殻条痕 ミ　ガ　キ －
廿殻条痕文． － 石英大（1m ）、長石 浅　 黄　 橙

10Y R 8／4

明　 黄　 褐
10Y R 6／6

不　 良

100 S － 2 深　 鉢 胴　 部 擦　　 痕 ミ　ガ　キ －
仕殻条痕文 －

粗い、間隙多い
石英粒、黒雲母

明　 黄　 褐

10YR 7／6

黄　　 橙
10Y R 8／6

やや不良

10 1 N － 2 深　 鉢 胴　 部 貝売蔓条痕 ヘラケズリ － 仕殻条痕文 －
長石、黒雲母多い

橙
5Y R 6／6

橙
5Y R 6／8

良

102 N － 3 深　 鉢 胴　 部 貝殻条痕 ヘラケズリ － 仕殻条痕文 －
長石多い、石英

橙
2．5Y R6／8

明　 赤　 禍
5Y R 5／8

不　 良

103 N － 2 深　 鉢 胴　 部 貝殻条痕 ミ　ガ　キ － 仕殻条痕文 －
長石（多い）、間隙多い

浅　 黄　 橙
7．5Y R 8／6

灰　 黄　 褐
10YR 6／2

不　 良

104 S － 4 深　 鉢 胴　 部 貝殻条痕 ミ　ガ　キ － 仕殻条痕文 －
夏雲）多い 灰　　 黄

2．5Y6／2
黄　　 灰
2．5Y 4／1

良

105 M － 1 浅　 鉢 ロ　 縁 貝殻条痕 ヘラケズリ － 貝殻条痕文 －
石英
長石

にぷい黄橙
10YR 6／4

にぷい黄橙

10Y R6／4
良

図面番号
地 区 名

（遺構 名）
器　 形 器　 部

器　　 面　　 調　　 整 文　　　　 様
胎　　　　　 土

色　　　　　 調
焼　 成 備　　　 考

外 器 面 内 器 面外 器 面 内 器 面 （底面） 外 器 面 内 器 面

106 N － 2 深　 鉢 胴　 部 貝殻条痕 ミ　ガ　キ － 貝売生条痕文 －
石英（多い）
長石

浅　 黄　 橙

10Y R 8／4

淡　　 黄
2．5Y 8／3

良

10 7 M － 2 深　 鉢 胴　 部 貝殻条痕 ミ　ガ　キ － 貝殻条痕文 －
長石（多い）、石英

浅　 黄　 橙
10YR 8／4

に ぷ い褐
7 ．5YR 5／4

良

108 S － 3 深　 鉢 胴　 部 擦　　 痕 ミ　ガ　キ － 擦　　 痕 －
石英
長石

浅　 黄　 橙
10Y R8／4

浅　　 黄
2．5Y 7／3

やや良

109 N － 2 深　 鉢 胴 ＿部 擦　　 痕 ミ　ガ　キ －
擦　　 痕 － 長石（多い）

浅　 黄　 橙
10Y R8／4

灰　 黄．廻
10Y R 6／2

やや不良

110 N － 2 深　 鉢 胴　 部 擦　　 痕 風　　 化 －
擦　　 痕 －

石英、長石
角閃石

浅　 黄　 橙
7．5Y R 8／6

浅　 黄　 橙

10Y R8／4
やや不良

111 N － 2 深　 鉢 胴　 部 ナ　　 デ ミ　ガ　キ －
条　　 痕
（ひっかき） －

石英（1mm大）
長石（0．5～1mm大）

にぷ い橙

10Y R6／3

橙

5Y R 7／6
不　 良

112 N － 6 深　 鉢 胴　 部 ナ　　 デ ヘラケズリ －
条　　 痕
（ひっかき） －

石英0．2前後多い．
砂粒0．1前後多い

橙

5Y R6／6

浅　 黄　 橙
7．5Y R 8／6

不　 良

113 N － 2 深　 鉢 胴　 部 ナ　　 デ ヘラケズリ －
条　　 痕
（ひっかき） －

石英（細かい）多い
褐　　 灰

10Y R 4／1

にぷい黄橙
10Y R6／3

不　 良

114 N － 2 深　 鉢 口　 縁 貝殻条痕 ミ　ガ　キ － 貝殻条痕文 －
石英3．0、4．伽m （多い）
白粒0．2、0．h ln（多い）

にぷ い 橙
5Y R6／4

橙
5Y R7／6

良

115 N － 2 深　 鉢 口　 縁 撚 糸　文 ヘラケズリ － 撚 糸　文 －
石英、長石、角閃

にぷい黄橙
10Y R 6／3

にぷ い 橙
7．5Y R 6／4

良

116 S － 2 深　 鉢 胴　 部 ヨコナデ
撚　　 紋

ヘラケズリ － 撚 糸　文 －
石英（少ない）小粒、角閃石

浅　 黄　 橙
10Y R 8／4

にぷい黄橙
10Y R7／4

良

117 N － 1 深　 鉢 胴　 部 ナ　　 デ ヘラケズリ －
刺突列点文
（鯨位、横位） －

石英（細かい）多い、長石
角閃石

明　 赤　 禍
5Y R 5／6

橙
7 ．5Y R 6／6

やや不良

118 N － 3 深　 鉢 胴　 部 ナ　　 デ ヘラケズリ －
刺突列点文
（横位） －

長石
角閃石

明　 赤　 褐
5Y R 5／8

橙
5Y R6／6

やや不良

119 N － 5 深　 鉢 口　 縁
貝殻条痕
（太い）

ミ　ガ　キ －
貝殻条痕文
（太い）

刻 線 文

（口縁）

石英
角閃石（多い）

にぷい黄橙
10Y R 6／4

にぷい黄橙
10Y R 7／4

良

120 N － 7 深　 鉢 口　 緑
貝殻条痕
（太い）

ミ　ガ　キ －
貝殻粂痕文

（太い）

刻 線 文
（口縁）

石英、長石
角閃石（多い）

橙
7 ．5Y R6／6

明　 黄　 褐
10Y R 7／6

良

121 N － 7 深　 鉢 胴　 部
貝殻条痕

（太い）
風　　 化 －

貝殻条痕文

（太い） － 長石（大）、間隙あり
橙

5YR 7／8

黄　　 橙

7 ．5Y R7／8
やや不良

122 S － 4 深　 鉢 胴　 部
貝殻条痕
（太い）

ミ　ガ　キ －
貝殻条痕文

（太い） － 長石
橙

7．5Y R 7／6

黄　　 橙

2．5Y 4／1
やや不良

123
N － 6
S － 2

深　 鉢 波状口縁 細形刻文 ヘラナデ －
細形刻文
縄目突帯
突　プ沓　文

条 痕 文
（横位）

石英、長石
金雲母

にぷい黄橙

10Y R 6／4

にぷい黄橙

10Y R6／3
良

124 S － 4 深　 鉢 胴　 部 細形刻文 ヘラケズリ －
細形刻文
刻目突帯 －

長石
金雲母

にぷい黄橙

10Y R 6／4

橙
7．5Y R 6／6

良

125 N － 7 深　 鉢 口　 縁 風　　 化 ヘラケズリ －
刻目突帯
突 痛 文 －

石英
角閃石

にぷい黄橙
10Y R 7／4

にぷい黄橙
10Y R7／4

良

126 S － 2 深　 鉢 胴　 部 風　　 化 風　　 化 － 細形刻文 －
長石（多い）、長石

灰　 黄　 褐
10Y R 6／2

灰　 黄　 禍

10Y R6／2
良
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図面番号
地 区 名

（遺構名）
器　 形 器　 部

器　　 面　　 調　　 整 文　　　　 様
胎　　　　　 土

色　　　　　 調
焼　 成 備　　　 考

外 器 面 内　 器 面 （底面） 外 器 面 内　 器 面 外 器 面 内　 器 面

127 N － 7 深　 鉢 口　 縁 ナ　　 デ ヘラケズリ － 刻目突帯 － 長石 （多い）
浅　 黄　 橙
10YR 8／3

にぷい黄橙
10Y R 7／4

良

128 N － 6 浅　 鉢 口　 縁 浅くて細い
条痕（たて）

ヘラケズリ －
浅くて細い
条痕（たて） － 石英（細）、長石

橙
5Y R 6／6

橙
5Y R 6／8

極　 良

129 S － 3 深　 鉢 口　 縁 風　　 化 ヘラケズリ －
沈　　 線
列　　 占 －

長石（多い）、金雲母 に　ぷ い褐
7 ．5Y R5／4

橙
7 ．5YR 6／6

良

130 S － 2 深　 鉢 口　 縁 ナ　　 デ ミ　ガ　キ －
洗　　 練

－
石英、角閃石 橙

7．5Y R7／6
淡　　 黄
2．5Y 8／3

良

131 M － 1 浅　 鉢 口　 緑 ナ　　 デ ヘラケズリ － 沈　　 線
－

石英、黒雲母
橙

7．5Y R 7／6

にぷい黄橙

10Y R 7／4
良

132 N － 2 深　 鉢 口　 縁 ナ　　 デ ミ　ガ　キ －
貝殻腹縁文

－
長石、石英

間隙多い

浅　 黄　 橙

10Y R8／4

浅　 黄　 橙

10YR 8／4
極 不良

133 M － 2 深　 鉢 底　 部 ナ　　 デ 風　　 化 ナ　　 デ － － 長石（多い）
浅　 黄　 橙

10Y R8／4

浅　 黄　 橙

10YR 8／4
良

134 N － 5 深　 鉢 底　 部 風　　 化 ナ　　 デ ヘラケズリ － － 石英 （多い）、長石、黒雲母
浅　 黄　 橙

7．5Y R 8／3

淡　　 黄

2．5Y 8／3
不　 良

135 N － 2 深　 鉢 底　 部 ミ　ガ　キ 風　　 化 ミ　ガ　キ － － 石英、長石、黒雲母
浅　 黄　 橙

7．5Y R8／6

浅　 黄　 橙

7 ．5Y R8／6
やや不良

136 N － 2 深　 鉢 底　 部 ヘラケズリ

l

ケ　ズ リ ヘラケズリ 刺 突 文 － 石英、黒雲母く長石
明　 赤　 禍

5Y R 5／8

明　 赤　 禍

5Y R 5／8
良

137 N － 2 浅　 鉢 底　 部 ナ　　 デ ミ　ガ　キ ミ　ガ　キ － － 石英、長石、間隙多い
浅　 黄　 橙
7．5Y R8／3

灰　 黄　 褐

10Y R 6／2
不　 良

138 N － 2 深　 鉢 底　 部 ミ　ガ　キ ナ　　 デ ミ　ガ　キ － － 長石、石英、間隙特に多い
浅　 黄　 橙
7 ．5Y R8／3

灰　 黄　 褐
10Y R 6／2

極不良

139 N － 2 深　 鉢 底　 部 ナ　　 デ ナ　　 デ ミ　ガ　キ － － 長石、石英、小石、間隙多い、
灰　 黄　 褐
10Y R 6／2

灰　 黄　 褐
10Y R 6／2

不　 良

140 S － 1 深　 鉢 底　 部 ナ　　 デ ナ　　 デ ナ　　 デ － － 長石、石英
橙

2 ．5Y R6／8
にぷい黄橙
10Y R 6／4

良

141 S － 3 深　 鉢 底　 部 細 刻 線 風　　 化 ナ　　 デ 細 刻 線 － 長石、石英
明　 赤　 禍
2 ．5Y R5／6

明　 赤　 禍
2 ．5YR 5／6

良

142 S － 3 深　 鉢 底　 部 貝殻条痕 ナ　　 デ ナ　　 デ
貝殻条痕文
細 刻　線 － 0．1m詞呈度の長石

浅　 畠　 橙

10Y R 8／4
浅　　 黄
2．5Y 7／3

良

143 S － 4 深　 鉢 底　 部 細 刻 線 ケ　ズ リ ケ　ズ　ーリ 細 刻 線
－

石英 浅　 黄　 橙
7 ．5Y R8／3

浅　 黄　 橙

7 ．5Y R 8／3
良

144 S － 2 深　 鉢 底　 部 細 刻 線 ナ　　 デ ナ　　 デ 細 刻 線 － 0．1mm程度の長石
浅　 黄　 橙

10Y R 8／4

浅　　 黄

2．5Y 7／3
良

145 S － 4 深　 鉢 底　 部 貝殻条痕 ヘラケズリ 貝殻条痕 貝殻条痕文 － 石英、長石
浅　 黄　 橙
7 ．5YR 8／3

浅　 黄　 橙
7．5Y R 8／3

良

146 S － 3 深　 鉢
底　 部
（上げ底）

ナ　　 デ ナ　　 デ ナ　　 デ － －
3－5mmの
ノト石多い

浅　 黄　 褐
10Y R 6／2

橙
5Y R 6／8

不　 良

147 S － 4 深　 鉢 底　 部
（上げ底）

ナ　　 デ ケ　ズ リ ナ　　 デ 貝殻条痕文 － 石英、長石
橙

5Y R 7／6
浅　 黄　 褐
7．5Y R 8／3

良

図面番号
地 区 名
（遺構名） 器　 形 器　 部

器　　 面　　 調　　 整 文　　　　 様
胎　　　　　 土

色　　　　　 調
焼　 成 備　　　 考

外 器 面 内 器 面 （底部） 外 器 面 内　器 面 外 器 面 内 器 面

148 M －2 深　 鉢 胴　 部 ヨコナデ 風　　 化 － 凹線（5条） － 石英、黒雲母 橙
5YR6／8

明　赤　禍
5YR 5／6

やや不良
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表4　SAl出土土器観察表

番 号 出 土 位 置 器　 種

1

器　　 形
法　　　 量 色　　　　　 調

胎　　　　　　　 土 焼　 成
調　　　　　　 整

分　　 類 備　　　　　　 考

口 径 底 径 器 高 内　　 面 外　　 面 内　　 面 外　　 面 底　　 部

1 M G 2 S A l 土 師 器 士不
CTn

12 ．8
cm

7 ．0
CTn

5 ．1
浅　 黄　 橙

（10 Y R ％ ）
左 に同 じ 1 ミ リ大 の 砂 粒 を 含 む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ 切 り I A a

2 ・’ ノン 土 師 器 ‡不 13 ．1 6 ．7 5 ．1
浅　 黄　 橙

（10 Y R タイ）
左 に同 じ

0 ．5－ 2　ミ リ 大 の 黒褐 色 の砂 粒 を

含 む
良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り 〃

3 ク 土 師 器 ま不 12 ．6 6 ．6 4 ．7
浅　 黄　 橙

（10 Y R ％ ）
左 に 同 じ

きめ 細 か い

0 ．5 ミ リ前 後 の砂 粒 を含 む
良　 好 横　 ナ　 デ 横 ナ チ ヘ ラ切 り 〃

4 ケ 土 師 器 士不 12 ．6 6 ．5 5 ．0
黄　　　　 橙

（7 ．5 Y R ％ ）
にぷい黄橙

（10Y R タ1）
0 ．5 ミ リ程 の茶 褐 色 の 砂 粒 を含 む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り ノケ

5 ケ 土 師 器 士不 7 ．3
明　 寅　 褐

（10 Y R ％ ）
左 に同 じ 0 ．5 ～ 1 ミリ 大 の 砂 粒 を 少 し 含 む 良　 好 横　 ナ　 デ 横 ナ　 デ へ ラ切 り 〃

6 ノケ 土師 器 士不 7 ．8
に　 よ　 い　 橙

（7 ．5 Y R ％ ）
左 に 同 じ 0 ．1 ～ 2 ミ リの茶 灰 の砂 粒 を含 む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り ノケ

7 ノン 土師 器 ま不 8 ．0
浅　 黄　 橙

（10 Y R タイ）

浅　　　　 黄

（2 ．5 Y ％ ）
金雲 母 を 含 む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り ク

8 〃 土 師 器 士不 7 ．2
淡　　　　 黄

（2 ．5 Y ％ ）
左 に 同 じ

きめ細 か い

微 粒 子 を 含 む
良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り ケ

9 〃 土 師 器 士不 7 ．0
淡　　　　 黄

（ 2 ．5 Y タ首）
左 に 同 じ

きめ細 か い

2 ～ 3 ミリ の砂 粒 を含 む
良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り 〃

10 一ケ 土 師 器 ナ不 6 ．6
浅　 黄　 橙

（1 0 Y R タ1 ）
左 に同 じ

きめ細 か い

0 ．5 ミリ前 後 の 砂 粒 を含 む
良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り ノン

11 ノン 土 師 器 ナ不 6 ．5
浅　 黄　 橙

（1 0 Y R タ1 ）
左 に同 じ 細 砂 粒 を含 む 良　 好 恕 ナ デ 横 ナ　 デ

l

へ ラ切 り ケ

12 イ′ 土 師 器 士不 12 ．2 6 ．2 4 ．4
黄　　　　 橙

（7 ，5 Y R ％ ）

橙

（5 Y R ％ ）

きめ 細 か い
良　 好 ナ　　 デ ナ　　 デ へ ラ切 り ノケ

13 〃 土 師 器 士不 6 ．2
浅　 黄　 橙

（1 0 Y R タイ）
左 に同 じ 0 ．5 ～ 2 ミリ大 の 砂 粒 を含 む 良　 好 横 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ 切 り ノケ

14 ク 土 師 器 士不 6 ．2
浅　 黄　 橙

（1 0 Y R タイ）
左 に同 じ

きめ 細 か い

微 粒 子 を含 む
やや良好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ 切 り 〃

1 5 〃 土 師 器 土不 6 ．1
浅　 黄　 橙

（10 Y R タ1）
左 に同 じ

き め細 か い

ま れ に石 英
良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り ノシ

1 6 ケ 土 師 器 士不 6 ．1
浅　 黄　 橙

（10 Y R タオ）
左 に同 じ 0 ．2 － 1 ミリ 大 の砂 粒 を含 む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り ク

1 7 ノシ 土 師 器 士不 6 ．0
に ぷ い 黄 橙

（10 Y R ％ ）
左 に同 じ

き め細 や か
良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り ケ

1 8 ク 土 師 器 土不 5 ．9
に ぷ い 黄 橙

（10 Y R ％ ）
左 に 同 じ 細 か い砂 粒 を含 む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り ′シ

1 9 〃 土 師 器 士不 6 ．2
に ぷ い 黄 椅

（10 Y R ％ ）
左 に 同 じ 細 砂 粒 を含 む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り ノケ

2 0 〃 土師 器 士不 5 ．6
淡　　　　 黄

（2 ．5 Y タイ）
左 に 同 じ 砂 粒 を 含 む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り ノン

2 1 一シ 土 師器 ま不 5 ．1
・・浅　 黄　 程
盟 ㌫ 魔 左 に 同 じ 細 砂 粒 を 含 む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り ク

番 号 出土 位 置 器　 種 器　　 形
法　　　 量 色　　　　　 調

胎　　　　　　　 土 焼　 成

調　　　　　　 整
分　　 類 備　　　　　　 考

内　　 面 外　　 面 底　　 部口 径 底 径 器 高 内　　 面 外　　 面

22 M G 2 S A l 土 師 器 土不 qm Om
4 ．2

甘口 浅　 黄　 橙

（1 0 Y R タイ）
左 に同 じ 0 ．1 ミリ大 の 黒 色 の 砂 粒 を 含 む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り I A a

23 〃 土 師 器 土不 5 ．0
浅　 黄　 橙

（1 0 Y R ％ ）
左 に同 じ 0 ．5 ～ 1 ミリ大 の 砂 粒 を含 む 良　 好 横　 ナ　 デ ク

24 ク 土 師 器 土不 13 ．6 6 ．2 4 ．6
橙

（7 ．5Y R ％ ）
左 に同 じ

きめ細やか
1 ミリ前後のうす茶・茶色の砂粒を少し含む 良　 好 横　 ナ　 デ 横 ナ　 デ ヘ ラ切 り I A b

2 5 ク 土 師 器 土不 13 ．6 5 ．5 4 ．9
に ぷ い 黄 橙

（10 Y R ％ ～％）

に ぷ い 黄 橙

（10 Y R タイ）

き め細 や か

1 ～ 2 ミ リ前 後 の 砂 粒 を少 し含 む
良　 好 横 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り ク

2 6 ケ 土 師 器 士不 1 3 ．2 6 ．8 4 ．9
黄　　　　 橙

（7 ．5 Y R ％ ）
左 に 同 じ

きめ細やか
良　 好 横　 ナ　 デ 横 ナ　 デ ヘ ラ切 り ケ

2 7 ケ 土師 器 土不 1 1 ．3 6 ．0 4 ．6
浅　 黄　 橙

（10 Y R タイ）
左 に 同 じ 細 砂 粒 と 1 ミリ大 の 砂 粒 を含 む 良　 好 横　 ナ　 デ 横 ナ　 デ ヘ ラ切 り ケ

2 8 ケ 土師 器 士不 6 ．0
浅　 黄　 橙

（10 Y R タ1 ）
左 に 同 じ 細 砂 粒 を含 む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ク

2 9 ケ 土 師器 土不 6 ．2
に ぷ い 黄 橙

（10 Y R ％ ）
左 に 同 じ

0 ．5 ミ リ以 下 の 細砂 粒 を 含 む

石英 ・黒雲 母 含 む
良　 好 横 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り ク

30 ク 土 師 器 士不 6 ．3
灰　　　　 黄

（ 2 ．5Y ％ ）

に　 ぷ　 い　 黄

（2 ．5 Y ％ ）

きめ細 か い

0 ．1～ 3 ミリ前後 の砂 粒 を少 し含む
良　 好 横　 ナ　 デ 横 ナ　 デ ヘ ラ切 り ケ

31 イ′ 土 師 器 土不 12 ．5 7 ．3 5 ．2
浅　 黄　 橙

（1 0Y R タイ）
左 に同 じ 0 ．2～ 0 ．5 ミリ 大 の砂 粒 を含 む 良　 好 構 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り

32 ク 土 師 器 土不 12 ．4 6 ．4 4 ．8
浅　 黄　 橙

（7 ．5 Y R タイ）

黄　　　　 橙

（1 0 Y R ％ ）

きめ 細 か い

微 粒 子 を 含 む
やや不良 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ 切 り

33 ケ 土 師 器 土不 7 ．5
浅　 黄　 橙

（1 0 Y R タ1 ）

㌻1。、熱 ㌔

ヂ7 ．5 ，R 戎

きめ 細 や か
1 －一4　ミ リ前 後 の 茶灰 の砂 粒 と，
半 透 明 の ガ ラス 貨 の も の を 含 む

良　 好 ナ　　 デ ナ　　 デ ヘ ラ 切 り I B b l

34 〃 土 師 器 土不 7 ．8
浅　 黄　 橙

（ 7 ．5 Y R ％ ）
左 に同 じ

きめ 細 や か

0 ．5 ミリ 前後 の 白茶 の 砂 粒 含 む
良　 好 横 ナ　 デ 横 ナ　 デ ヘ ラ切 り ケ

3 5 ケ 土 師 器 土不 6 ．7
橙

（5 Y R ％）
左 に 同 じ 1 ～ 3 ミ リ大 の 砂 粒 を 含 む 良　 好 横　 ナ　 デ 横 ナ　 デ ヘ ラ切 り I B a l

3 6 一ケ 土 師 器 土不 8 ．0
に　 ぷ　 い　 橙

（7 ．5 Y R ％ ）
左 に 同 じ 0 ．5 ～ 1 ミ リ大 の砂 粒 を少 し含 む 良　 好 横　 ナ　 デ 横 ナ　 デ ヘ ラ切 り 〃

37 ク 土 師器 土不 7 ．8
浅　 黄　 橙

（7 ．5 Y R ％ ）
左 に 同 じ

きめ細】か い

石 英 少量 含 む

良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り ケ

38 ク 土 師 器 士不 7 ．5
浅　 黄　 橙

（10 Y R タ1 ）

に　 ぷ　 い　 橙

（7 ．5 Y R ％ ）

0 ．2～ 1 ミ リ大 の 褐 色 の砂 粒

な ど を 多量 に 含 む
良　 好 ナ　　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り ク

39 ク 土 師 器 土不 7 ．2
橙

（7 ．5 Y R ％）
左 に同 じ

0 ．1～ 1 ミ リ大 の 砂 粒 を 多 く含 む

透 明 ， 茶 黒 く光 る粒 を 含 む
良　 好 ナ　　 デ ナ　　 デ ヘ ラ切 り ク

40 ク 土 師 器 f不 7 ．2
浅　 黄　 橙

（10 Y R タ1 ）
左 に同 じ 0 ．5 ミリ以 下 の 砂 粒 を含 む 良　 好 横　 ナ　 デ ナ　　 デ ク

4 1 〃 土 師 器 士不 7 ．1
に　 ぷ　 い　 橙

（7 ．5 Y R ％ ）
左 に同 じ 0 ．5 ～ 2 ミリ大 の 砂 粒 を少 し含 む 良　 好 横 ナ　 デ 横 ナ　 デ ヘ ラ 切 り ケ

4 2 ク 土 師 器 土不 7 ．0
橙

・（5 Y R ％ ）

橙
（7 ．5 Y R ％ ）

1 ミリ大 の茶 ・黒 色 の 砂 粒 を含 む 良　 好 横 ナ　 デ ナ　　 デ ク
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1

1

1

番号 出土位 置 器　 種 器　　 形
法　　　 量 色　　　　　 調

胎　　　　　　　　 土 焼　 成
調　　　　　　　 整

分　　 類 備　　　　　　 考
口径 底径 器高 内　　 面 外　　 面 内　　 面 外　　 面 底　　 部

43 M G 2 S A l 土師器 士不 qm qm
6 ．9

qm 浅　 黄　 橙

（10Y R タg ・％）
左に同 じ 0．2～ 0．5 ミリ大の砂粒 を含む 良　 好 横　 ナ　デ ナ　　 デ

横　ナ　 デ
ヘラ切 り

（風化苦しい）
I B a l

44 ク 土師器 士不
6．9

浅　 黄　 橙

（1 0Y R タ1 ）
左に同 じ 0．2～ 1 ミリ大の褐色の砂粒 を含む 良　 好 ナ　　 デ 横 ナ　 デ ヘラ切 り 一ケ

45 ノケ 土師器 土不
6．9

に　 ぷ　 い　橙

（7．5 Y R ％ ）
左 に同 じ

1 ～ 2 ミリ大の褐色の砂粒 を多量

に含む
良　 好 横　 ナ　デ 横　 ナ　 デ ヘラ切 り ク

46 〃 土師器 f不 6．8
淡　　　　 黄

（ 2．5 Y タイ）

淡　 赤　 橙

（2．5 Y R ％）

きめ木田かい

2 ミリ前後の砂粒含 む
良　 好 横　 ナ　デ 横　 ナ　デ ヘラ切 り 〃

47 ・ケ 土師器 士不 6．6
に　 ぷ　 い　橙

（7．5 Y R ％）
左 に同 じ

きめ細かい
良　 好 横 ナ　デ 横　 ナ　デ ヘラ切 り ク

48 ク 土師器 土不 14 ．1 7 ．1 6 ．2
浅　 黄　 橙

（1 0 Y R ％）

黄　　　　 橙

（7．5 Y R ％）

黒 ・白 ・褐色 の細 かい砂粒 を含 む
良　 好

横 ナ　デ

ナ　　 デ
横　 ナ　デ I B b　2

49 ク 土師器 士不 6．5
浅　 黄　 橙

（7．5 Y R ％）
左 に同 じ

きめ細かい

少量含む
良　 好 横　 ナ　デ 乳 ナ デ ヘラ切 り 〃

50 〃 土師器 士不 7．0
黄　　　　 橙

（7．5 Y R ％）
左 に同 じ 0．2～ 1 ミリ大の砂粒 を含む 良　 好 横　 ナ　デ 横　 ナ　デ ヘラ切 り ノン

5 1 ノケ 土師器 土不 7．0
明　 黄　 褐

（1 0 Y R ％）

橙

（5 Y R ％）
細かい砂粒を含む 良　 好 横　 ナ　デ 横 ナ　デ ヘラ切 り 〃

52 ノケ 土師器 坪 6．9
に ぷ い黄 橙

（10Y R ％、％）
左 に同 じ 精　　 良 良　 好 横　 ナ　デ ヘラ切 り ケ

53 ク 土師器 坪 6．8
浅　 黄　 橙

（7．5 Y R ％ ）
左 に同 じ 細かい砂粒を含む 良　 好 ナ　　 デ ナ　　 デ ヘラ切 り ノケ

54 ク 土師器 f不 9．9 6 ．2 3 ．7
浅　 黄　 橙

（7．5 Y R タ1 ）
左 に同 じ 1 ミリ大の砂 粒を含む 良　 好 横　 ナ　デ 横　 ナ　デ ヘラ切 り ．I B a 3

55 〃 土師器 f不 6．6
浅　 黄　 橙

．（1 0 Y R タ1 ）

左 に同 じ
きめ細 かい

0．5 ミリ前後の砂粒 を含む
やや不良 ナ　 デ ？ 横ナデ ？ ク

56 ケ 土師器 土不 6．4
浅　 黄　 橙

（1 0Y R タ1 ）
左 に同 じ

きめ細かい

含む
良　 好 横　 ナ　デ 横　 ナ　デ ヘラ切 り ク

57 ノン 土師器 士不 6．3
に ぷ い黄 橙
（1 0Y R ％） 左 に同 じ

0．5～ 1 ミリ大の砂粒 を多量に含

む
良　 好 横　 ナ　デ ヘラ切 り 一ケ

58 一シ 土師器 土不 6．2
浅　 黄　 橙

（10 Y R タ1 ）
左 に同 じ

きめ細かい

を含む
良　 好 横　 ナ　デ 横　 ナ　デ ヘラ切 り イ′

59 ク 土師器 土不 6．2
橙

（5 Y R ％）
左に同 じ 2 ミリ大の砂粒 を少 し含 む－ 良　 ＿好 横　 ナ　デ 横　 ナ　デ ヘラ切 り I B b　3

60 〃 土師器 土不 6．3 l 0 ．1～ 2 ミリ大 の黒 っぽ い砂粒 を含

み，石英を多く含む
良　 好 横　 ナ　デ 横　ナ　 デ ヘラ切 り 〃

61 〃 土師器 士不 5．8
橙

（5 Y R ％）
左 に同 じ 雲母を含む 良　 好 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り ク

62 〃 土師器 士不 6．4
浅　 黄　 橙

（1 0 Y R タ1 ）
左 に同 じ 1 ミリ大の砂粒 少し含む 良　 好 横　 ナ　デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り ク

63 ノン 土師器 土不 6．0
浅　 黄　 橙
（7．5 Y R タイ） 左 に同 じ

きめ細 かい

0．5 ミリ前後の砂粒と長石を含む
やや不良 横ナデ ？ 横　 ナ　 デ ヘラ切 り 〃

番号 出土位置 器　 種 器　　 形
法　　　 量 色　　　　　 調

胎　　　　　　　　 土 焼　 成
調．　　　　　 整

分　　 類 備　　　　　　 考
口径 底径 器高 内　　 面 外　　 面 内　　 面 外　　 面 底　　 部

6 4 M G 2 S A l 土師器 f不 cm qm
6 ．5

qm 浅　 黄　 橙

（10 Y R ％）
左に同 じ 砂粒 を含 む 良　 好 横　 ナ　 デ ナ　　 デ ヘ ラ切 り I B b　3

6 5 ク 土師器 土不 6 ．4
浅　 黄　 橙
（ 7．5Y R ％）

淡　　　　 黄

（2．5 Y ％）

0．1～ 2 ミリ大の砂粒を多 く含む

光 る粒 を含む
良　 好 風化苦しい ナ　　 デ ヘ ラ切 り イ′

6 6 ク 土師器 土不 13 ．2 6 ．2 4 ．8
に　 ぷ　 い　橙
（ 7．5 Y R ％）

橙

（7．5 Y R ％）

きめ細 かい
微粒子， まれに 0．5－ 2 ミリ前後 の
砂粒 を含 む

良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　デ ヘラ切 り ク

6 7 ク 土師器 士不 1 1 ．5 6 ．0 5 ．0
橙

（ 7．5 Y R ％）
左 に同 じ 0．5～ 1ミリ大の砂粒を少し含む 良　 好 ナ　 デ ？

ヘラ状工具
による丁寧
なナデ

ヘラ切 り I C

6 8 ク 土師器 土不 12 ．4 6 ．6 4 ．2
誓：・叙 芦 浅　 黄　 橙

（7．5 Y R ％） 黒の粒子 を含む
石英 ・黒雲母含む

良　 好 横　 ナ rデ 横　 ナ　デ ヘラ切 り ケ

6 9 ケ 土師器 土不 13 ．4 6 ．6 4 ．8
に ぷ い黄 橙

（1 0 Y R ％）

にぷ い責検
品 精 糾 紘

（10 Y R タi）

0 ．5 ～2 ミリの黒 ・茶 ・灰色 の砂粒

石英 ・黒雲母含む
良　 好 横　 ナ　デ 横 ナ　デ ナ　　 デ イ′

70 ケ 土師器 士不 6．6
橙

（5 Y R ％）
左 に同 じ

きめ細かい

1 ～ 3 ミリ大の砂粒 を少し含む
良　 好 磨　 き ？ 横　 ナ　デ ヘラ切 り I D a

7 1 ク 土師器 土不 6．7
明　 黄　 褐

（1 0 Y R ％）
左 に同 じ 0．2～0．5 ミリ大の砂粒 を含 む 良　 好 横　 ナ　デ 横　 ナ　デ ヘラ切 り 〃

72 イ′ 土師器 土不 7．4
淡　 赤　 橙
（2．5 Y R ％） 左 に同 じ 細かい砂粒を含む 良　 好 横　 ナ　デ 横　ナ　 デ ヘラ切 り ケ

73 ケ 土師器 士不 7．0
浅　 黄　 橙

（1 0 Y R タi）
左 に同 じ きめ宗田かい

0．5～ 2 ミリ前後 の茶 の砂粒 を含む
良　 好 横　 ナ　デ 横　 ナ　 デ ヘラ切 り ク

74 ク 土師器 f不 6．4
淡　　　　 黄

（ 2．5 Y タ首）
左 に同 じ 1 ミリ大の砂 粒を少し含 む 良　 好 ナ　 デ ？ 横　 ナ　 デ ヘラ切 り ノシ

75 〃 土師器 土不 5．7
橙

（5 Y R ％）
左 に同 じ

きめ細かい

含む
良　 好 横　 ナ　デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り イ′

76 ノン 土師器 土不 6．2
浅　 黄　 橙

（1 0 Y R タ1 ）
左 に同 じ 0．5～ 3 ミリ前後 の砂粒 を含 む 良　 好 横　 ナ　デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り ク

77 ク 土師器 坪 6．0
浅　 黄　 橙

（7．5 Y R タ1 ）
左に同 じ

きめ細 かい

0．5～ 3 ミリ前後 の茶の砂粒 を含む
良　 好 横　 ナ　デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り ク

78 〃 土師器 士不 5．6
浅　 黄　 橙

（7．5 Y R ％）
左に同 じ

きめ細 かい

微粒子を含む
良　 好 横　ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り ク

79 ク 土師器 士不 5．6
浅　 黄　 橙

（7．5 Y R ％）
左に同 じ

きめ細 かい

微粒子を含む
良　 好 横　ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り ク

80 〃 土師器 士不 5．6
灰　　　　 黄

（ 2．5Y ％）

淡　　　　 黄

（2 ．5 Y ％）
きめ細 かい 良　 好 横　ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り 〃

81 ケ 土師器 土不 5．5
浅　 黄　 橙

（10 Y R ％）
左に同 じ 細砂 粒を含む 良　 好 横　ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り 一シ

82 ケ 土師器 士不 7．1
黄　　　　 橙

（7．5 Y R ％）

淡　 赤　 橙

（ 2．5 Y R ％）
精　　 良 良　 好 横 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り I D b

83 ク 土師器 土不 6．7
黄　　　　 橙
（7．5 Y R ％） 左に同 じ 細砂粒 を含む精良 良　 好 横 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り 〃

84 一シ 土師器 土不 5．9
橙

（5 Y R ％）

浅　 黄　 橙
（10 Y R タ1 ） 0 ．5 、 3 ミリ大の砂粒 を多 く含む 良　 好 風化著しい 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り 〃
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番号 出土位置 器　 種 器　　 形 r
法　　　 量 c m 色　　　　　 調

胎　　　　　　　 土 焼　 成
調　　　　　　 整

分　　 類 備　　　　　　 考

口径 底径 器高 内　　 面 外　　 面 内　　 面 外　　 面 底　　 部

8 5 S A l 土師器 高台付腕 cm c m
6 ．8

cm 黄　　　　 橙

（7．5 Y R ％）
左に同 じ きめ細 かい 良　 好 横 ナ　 デ 横 ナ　デ I F l

8 6 ク 土師器 高台付士宛 7 ．9
淡　 赤　 禍

（2．5 Y R ％）
左 に同 じ

きめ細 かい

0．5～ 3ミリ前後の砂粒含む
良　 好 横　 ナ　 デ 横 ナ　デ 横 ナ　デ ク

8 7 一ケ 土師器 高台付腕 7．0
浅　 黄　 橙

（1 0 Y R ％）
左 に同 じ

1 ミリ以下の砂粒含む

石英含 む
良　 好 横　 ナ　 デ 横 ナ　デ

ヘラ状工具
で放射状に
削る

I E

8 8 ケ 土師器 高台付土宛
橙

（5 Y R ％ ）
左に同じ

きめ細や か
1 ミリ以下の白 ・茶 ・黒の砂粒
石英 を含 む

良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　デ
ヘラ状工具
で放射状に
削る

ク

8 9 ・ケ 土師器 高台付塊 6．4
浅　 黄　 橙
（10 Y R タ1 ）

左に同 じ きめ細 かい 良　 好 ナ　デ ？ ナ　デ ？
ヘラ状工具
で放射状に
削る

〃

9 0 ク 土師器 高台付塊 6．1
橙

（7．5 Y R ％）
左に同 じ 0 ．1～ 0．2 ミリ大の砂粒 を含む 良　 好 横 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ナ　　 デ I F

9 1 〃 土師器 高台付腕
浅　 黄　 橙・

（10 Y R タ1 ）
左に同 じ

きめ細 かい

0 ．5 ミリ前後の砂粒を含む
良　 好 横 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ヘ ラ切 り ク

9 2 イ′ 土師器 高台付腕 5．4
浅　 黄　 橙

（10 Y R タイ）
左に同 じ 0．5ミリ大の砂粒を含む 良　 好 横 ナ　デ 横 ナ　 デ ナ　　 デ ケ

9 3 ク 土師器 高台付土宛 6．6
黄　　　　 橙

（7．5 Y R ％）
左に同 じ

きめ細 かい

まばらに0 ．5 ミリ前後の粒子含む
やや不良 横 ナ　デ ナ　　 デ ナ　　 デ ケ

94 ケ 土師器 高台付腕
浅　 黄　 橙

（10 Y R ％）
左に同 じ

きめが細 かい

砂粒及び光る粒 を含 む
良　 好 風化著 しい 横　 ナ　デ ヘラ切 り 〃

95 ク 土師器 高台付腕
黄　　　　 橙

（7．5 Y R ％）
左に同 じ

きめ細 かい

長石をわずかに含む
やや良好 ナ　　 デ 横　 ナ　デ ナ　　 ＿デ ク

96 ・ケ 土師器 高台付土宛
黄　　　　 橙

（7．5 Y R ％）
左 に同 じ 精　　 良 良　 好 ナ　　 デ 横 ナ デ ナ　　 デ ′シ

97 ク 土師器 高台付士宛 9．6
橙

（5 Y R ％）

明　 黄　 橙

（1 0 Y R ％）
0．5～2 ミリ前後の砂粒 を多く含 む 良　 好 内面剥離 横 ナ　デ 横 ナ　 デ ク

98 ク 土師器 土不 12 ．4 6 ．4 3 ．9
浅　 黄　 橙

（1 0 Y R タ1 ）
左 に同 じ

きめ細かい

微粒子 を含む
良　 好 横　 ナ　デ 横 ナ　デ ノシ

99 ・ケ 土師器 土宛 16 ．3 黒
浅　 黄　 橙

（1 0 Y R タ1 ）
0 ．5 ～1 ミリ大の砂粒 を含む 良　 好 ヘ ラ磨 き ヘ ラ磨 き 内黒土器

1 00 A 土師器 小 皿 10 ．2 7 ．2 1 ．5
浅　 黄　 橙

（7 ．5 Y R タ1 ）

に　 ぷ　 い　橙

（7．5 Y R ％）

きめ細かい

1 ミリ前後の細砂粒含む
やや不良 ナ　　 チ ナ　　 デ 糸　切　 り

101 S A l 土師器 聾
栂

（5 Y R ％）
P 7 ．5予 R タ汗

浅　 黄　 橙

（7．5 Y R タ首）
0．3～5 ミリ前後の砂 粒多 く含む 良　 好 ナ　　 デ ナ　　 デ

102 ・ケ 土師器 瑳
橙

（5 Y R ％）

褐　　　　 色

（7．5 Y R タg ）

0 ．5 ～2 ミリ前後の砂 粒と 3 ～ 5 ミ

リ前後の石粒含む
良　 好 ナ　　 デ ナ　　 デ

103 ノン 土師器 喪 20 ．3
黄　　　　 橙

（7 ．5 Y R ％）
左 に同 じ 1 ～ 3 ミリ大の砂粒を含む 良　 好 ナ　　 デ ナ　　 デ

104 ク 土師器 喪 17 ．5
浅　 黄　 橙

（10 Y R タイ）
左 に同 じ 雲母 を少 々含む 良　 好 ナ　　 デ ナ　　 デ

1 05 ケ 土師器 褒 24 ．6
淡　 赤　 橙

（ 2．5 Y R ％）
左に同じ 細砂粒， 1 ミリ大の砂粒を含む 良　 好 ナ　　 デ ナ　　 デ

番号 出土位置 器　 種 器　　 形
法　　　 量 色　　　　　 調

胎　　　　　　　　 土 焼　 成
調　　　　　　　 整

分　　 類 備　　　　　　 考
口径 底径 器高 内　　 面 外　　 面 内　　 面 外　　 面 底　　 部

106 S A l 土師器 喪 cm
18 ．2

qm qm に　 ぷ　 い　橙

（7．5 Y R ％）
左 に同 じ 1 ～ 3 ミリの砂粒を含む 良　 好 ナ　　 デ ナ　　 デ

1 07 ク 土師器 妻
浅　 黄　 橙

（1 0 Y R タ1 ）
左 に同 じ

0．5～2 ミリ前後の砂粒 と

3 ～ 4 ミリ大の石粒 を多く含む
良　 好 ナ　　 デ ナ　　 デ

1 08 ク 土師器 瑳 11 ．5
黄　　　　 橙

（7．5 Y R ％）
左 に同 じ 1 ～ 3 ミリ大の砂粒 を含む 良　 好 ナ　　 デ ナ　　 デ

1 09 一ケ 土師器 妻 27 ．0
橙

（5 Y R ％）

l＝7．も 景虎

橙
（5 Y R ％）

2 ～ 5 ミリ大の砂粒 を多く含む

石英 ・黒雲母 を少し含む
良　 好 ナ　　 デ ナ　　 デ

1 10 ク 土師器 瑳 11 ．1
に ぷ い黄 橙

（7．5 Y R タ1 ）
左 に同 じ 金雲母 ・雲母を含む 良　 好 ナ　　 デ ナ　　 デ

1 11 ケ 土師器 凄 2 4 ．0
浅　 黄　 橙
（1 0 Y R ％） 左 に同 じ 1 ～ 3 ミリ大の砂粒 を含む 良　 好 ナ　　 デ ナ　　 デ

1 12 ケ 土師器 凄 17 ．8
に　 ぷ　 い　橙

（7．5 Y R ％）
左 に同 じ 1 ～ 3 ミリ大の砂粒 を含む 良　 好 ナ　　 デ ナ　　 デ

1 13 ク 土師器 袈 橙
（7．5 Y R ％）

0．1～ 0．5 ミリ大の細砂粒 を含 む 良　 好 ナ　　 デ 取手

1 14 Jシ 土師器 褒
橙

（ 7．5 Y R ％）

1 ～ 2 ミリの灰黒色 ・褐色の砂粒

を多 く含む
やや不良 ナ　　 チ 取手

1 15 〃 布痕土器 13 ．6
橙

（5 Y R ％）
左に同 じ 細砂粒， 1 ミリ大の砂粒 を含 む 良　 好 布　　 目 風化苦しい

1 16 ク 布痕土器
黄　　　　 橙

（7．5 Y R ％ ）
左に同 じ 細砂粒を含む 良　 好 布　　 目 ナ　　 デ

1 17 〃 布痕土器
橙

（5 Y R ％）

淡　 赤　 橙

（2．5 Y R ％）
細砂粒を含む 良　 好 布　　 目 ナ　　 チ

1 18 〃 布痕土器
淡　　　　 黄

（ 2．5Y ％）
左に同 じ 細砂粒を含む 良　 好 布　　 目 ナ　　 デ

1 19 ク 布痕土器
黄　　　　 橙

（7．5 Y R ％ ）
左に同 じ 細砂粒を含む 良　 好 布　　 目 ナ　　 デ

1 20 ク 布痕土器
＋橙 （5 Y R タ‘）

÷灰（7．5Y R ガ）

灰（7．5Y R ガ）
l 2 ～ 4 ミリ大の小石 を含む 卑　 好 布　　 目 ナ　　 デ

1 21 ク 布痕土器
責　　　　 橙

（7．5 Y R ％ ）
左に同 じ 細砂粒を含む 良　 好 布　　 目 ナ　　 デ

1 22 ク 布痕土器
黄　　　　 橙

（7．5 Y R ％ ）
左 に同 じ 細砂粒を含む 良　 好 布　　 目 風化苦しい

1 23 〈′ 布痕土器
淡　 赤　 橙

（2．5 Y R ％ ）
左 に同 じ 細砂粒を含む 良　 好 風化苦しい 風化著しい

1 24 ク 布痕土器
に　 ぷ　 い　橙

（7．5 Y R ％ ）
左 に同 じ 細砂粒を含む 良　 好 布　　 目 ナ　　 デー

1 25 ク 布痕土器 に　 ぷ　 い　橙

（7．5 Y R ％ ）

に　 ぷ　 い 褐

（7．5 Y R ％）
2 ～ 7 ミリ大の小石 を含む 良　 好 布　　 目 ナ　　 デ

1 26 一ケ 布痕土器 黄　　　　 橙
（‘7．5 Y R ％）

橙
（5 Y R ％）

細砂粒を含む
（細 かい雲母 も含まれている） 良　 好 布　　 目 風化苦しい
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番号 出土位置 器　 種 器　　 形
法　　　 皇 色　　　　　 調

胎　　　　　　　　 土 焼　 成
調　　　　　　　 整

分　　 類 備　　　　　　 考
口径 底径 器高 内　　 面 出　　 面 内　　 面 外　　 面 底　　 部

12 7 M G 2 S A l 布痕土器 qm cm cm 黄　　　　 橙

（7．5 Y R ％）
左に同 じ 細砂粒 を含 む 良　 好 布　　 目 ナ　　 チ

12 8 ・ケ 布痕土器 に　 ぷ　 い　橙

（ 7．5 Y R ％）
左に同 じ 2、 7 ミリ大の小石 を含む 良　 好 布　　 目 ナ　　 デ

12 9 ′シ 布痕土器 黄　　　　 橙

（ 7．5Y R 夕子）
左に同 じ 細砂粒 を含む 良　 好 布　　 目 風化著しい

13 0 ク 布痕土器 淡　 赤　 橙

（ 2．5 Y R ％）
左に同 じ 1 ミリ大の砂粒 を含む 良　 好 布　　 目 風化著しい

13 1 ク 布痕土器 橙
（5 Y R ％） 左に同 じ 1 ミリ大の砂粒 を含む 良　 好 布　　 目 風化著しい

13 2 〃 布痕土器 に ぷ い 黄橙

（7 ．5 Y R ％）
左 に同 じ 6 ミリ大の小石を含む 良　 好 布　　 目 風化著しい

133 〃 布痕土器 黄　　　　 橙

（7 ．5 Y R ％）
左 に同 じ 細砂粒 を含む 良　 好 布　　 目 ナ　　 チ

134 〃 布痕土器 橙
（5 Y R ％） 左 に同 じ 1 ミリ大の砂粒を含む 良　 好 布　　 目 ナ　　 チ

135 〃 布痕土器
■

に　 ぷ　 い　橙
（7．5 Y R ％）

淡　　　　 黄

（2 ．5 Y タ首）
細砂粒 を含む 良　 好 布　　 目 ナ　　 ナ

1 36 ケ 布痕土器
淡　 赤　 橙

（2．5 Y R ％） 左 に同 じ 紳砂粒を含む 良　 好 布　 ・目 風化苦しい

1 37 ノン 線審由 碗 19 ．6
浅　　　　 黄

（5 Y ％） 左に同 じ 精　　 選 良　 好 横　 ナ　デ 横 ナ　 デ

13 8 一シ 総和 皿 1 4 ．4 7 ．0 3 ．3
暗 オ リー ブ

（5 Y ％）

暗オ リ　ー　ブ
豪晶丁粘

（2．5Y タ盲）
精　　 選 良　 好 ロ梓一横ナデ

へラ磨 き

口緑一様ナデ

へラ磨き

13 9 ク 4 ．9
灰　　　　 白

（5 Y ％）

J天　　　　　　 白
最 招 』

（5　Y 方）
精　　 選 良　 好 ナ　　 デ ナ　　 デ

14 0 〃
越州窯

系青磁
碗 1 5 ．8 7 ．7 5 ．7

オ リ　ー ブ 黄
（5 Y ％ ）

オリ　ー　ブ乗
車据 声 精　　 選 良　 好 横 ナ　 デ 横　 ナ　 デ

14 1 ク 青磁 高台付皿 5 ．9
明　 緑　 灰

（10 G Y ガ）

明　 緑　 灰
豪1背 骨 ㍍

（2．5 Y 宵）
精　　 選 良　 好 ナ　　 デ ナ　　 デ

14 2 〃 須恵器 高台付碗 8 ．6
黄　　　　 灰

（2．5 Y タで）
左 に同 じ 0．5～ 1ミリ大の砂粒を含む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ ナ　　 デ

14 3 ・ケ 須恵器 高士不 9．1
灰 オ リ　ー ブ

（5 Y ％）
左 に同 じ 細砂粒 を含む 良　 好 横　 ナ　 デ 横　 ナ　デ 穿孔 1

144 ク 須恵器 椀 に　 ぷ　 い　黄

（2．5 Y タ首）
左 に同 じ 細砂粒 を含む 良　 好 横 ナ　デ 横　 ナ　デ

145 イ′ 須恵器 域 8．4
灰　　　　 白

（10 Y タイ）
（10 Y ガ） 細かい砂粒 を含む 良　 好 横　 ナ　デ 横　 ナ　デ ナ　　 デ

146 ク 須恵器 碗 18 ．0
灰　　　　 白

（5 Y ガ） 左 に同 じ 精　　 良 良　 好 横　 ナ　デ 横　 ナ　デ

147 ク 須恵器 ・コヒ・竺E 10 ．2
灰　　　　 黄

（2．5 Y ％）
に ぷ い黄 橙

（10 Y R ％）
砂粒 を少 し含む 良　 好 横　 ナ　デ 横　 ナ　 デ ナ　　　 デ

番号 出土位置 器　 種 器　　 形
法　　　 量 色　　　　　 調

胎　　　　　　　 土 焼　 成
調　　　　　　 整

分　　 類 備　　　　　　 考口径 底径 器高 内　　 面 外　　 面 内　　 面 外　　 面 底　　 部

148 M G 2 S A l 須恵器 ・コb．互E
cm qm

16 ．8
qm 灰

（5 Y ガ）
左 に同 じ 細かい砂粒を少 し含む 良　 好 横　 ナ　デ 横 ナ　 デ ナ　　 デ

1 49 〃 須恵器 ・コb．宣E
灰　　　　 黄

（2．5 Y R ％）
左 に同 じ 精　　 良 良　 好 横　 ナ　デ 叩 きの後

横　 ナ　 デ

1 50 一ケ 須恵器 ・コb．∃互
灰　　　　 白

（ 2．5 Y ガ）

灰

（5 Y タで）
精　　 良 良　 好 横　ナ　 デ 横　 ナ　 デ

1 51 ク 須恵器 1コIr
笠

灰

（5 Y ％）

に　 ぷ　 い　 黄

（2．5 Y ％）
細砂 粒を含む 良　 好 横　ナ　 デ 横　 ナ　 デ

15 2 ケ 須恵器 褒 暗　 灰　 黄

（2．5 Y ％）

黄　　　　 灰

（2．5 Y ％）
精　　 良 良　 好 横　 ナ　 デ 格子目の叩き

の後横ナデ

15 3 ク 須恵器 瑳 灰 オ リ　ー ブ

（5 Y ％）

灰　 黄　 褐

（10 Y R ％）
精　　 良 良　 好 横 ナ　 デ 格子目叩き

154 ク 須恵器 聾
に ぷ い黄 橙

（10 Y R ％）
橙

（ 7．5 Y ％） 精　　 良 良　 好 平行叩 き 格子目叩き

155 ケ 須恵器 聾 黄　　　　 灰

（2．5 Y R タで）
左 に同 じ 1 ミリ大の砂粒を数個 含む

精　　 良
良　 好 横 ナ　デ 格子目叩き

156 〃 須恵器 聾 灰　　　　 白

（2．5 Y R ％ ）
左 に同 じ 精　　 良 良　 好 平行叩 き ナ　　 デ

1 57 ク 須恵器 瑳 に　 ぷ　 い　黄
（ 2．5 Y タ首） 左に同 じ 精　　 良 良　 好 平行叩 き 格子目叩き

表5　SAI出土土錘観察表

N o 出　 土　 区 長　　 さ （cm ） 径 （cm ） 孔　 径 （cm ） 重 （g ） 色　　　　　　　 調 胎　　　　　　 土 焼　　　 成

1 M G 2 ・S A l 3 ．5 1 ．4 0 ．4 4 ．8 5

に ふ い 黄 楕 ～ 晴 灰 黄

10 Y R ％ ～ 2 ．5 Y R ％
精　　 良 良　　　 好

2 〃 2 ．45 ＋ α 1 ．4 5 0 ．5 5 ．1 5 浅　 黄　 2 ．5 Y ％ 1 m m大 の 砂 粒 を 含 む 〃

3 ク 4 ．0 1．4 5 0 ．5 7 ．4 5 橙　 7 ．5 Y R ％ 1 m m 大 の 砂 粒 を 含 む
ク

4 〃 4 ．1 1 ．5 5 0 ．4 5 7 ．6 橙　 7 ．5Y R ％ 細 砂 粒 を 含 む
ケ

5 ク 2 ．2 ＋ 2 1 ．3 0 ．4 5 2 ．2 5 明 黄 褐 10 Y R ％ 精　　 良
〃

6 〃 4 ．9 1 ．8 0 ．5 1 2 ．3 橙　 7 ．5 Y R ガ 細 砂 粒 を 含 む 一シ

7 ク 5 ．6 1 ．6 5 0 ．5 1 1 ．8 5 橙　 7 ．5 Y R ％ 細 砂 粒 を 含 む ク
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第Ⅳ章　田上遺跡の調査

第1節　調査の概要

田上遺跡は宮崎学園都市建設計画の農高予定地のなかの比較的平坦な標高約2物の場所に確認された。当初・かな

りの範囲に広がると予想されたが試掘の結果，西側部分はすでにアカホヤ層以下まで削平されており遺構・遺物は検

出することはできなかった。そこでアカホヤ層が残存していた東側部分約2，5001元を調査の対象とした。調査区は

座標北にあわせて10研グリッドをもとに北南をA～F，東西を1－6として設定し発掘調査を行った。

検出された遺構・遺物のほとんどが縄文時代早期のもので，集石遺構8基，縄文土器約120点，石嫉11点，石皿片

1点，磨石3点と黒曜石やチャートの剥片，チップが出土した。集石遺構は，他の同時期の遺跡にみられるものと同

様に掘り込みをもたないものが多かった○掘り込みをもつものは2基（SI4，SI6）であった。縄文土器は，条痕文

土器，貝殻文土器，塞之神式土器，隆起線文土器など多岐にわたる。条痕文土器，貝殻文土器は，従来いわれている

前平式土器，吉田式土器の範疇にはいるものであるが・そのほとんどが破片で相対的な編年を決定づけられるもので

はなかった。その他の土器もこの時期の資料の蓄積に留まざるをえない程度のものである。石器は少なく石鉱が主体

をなしている。磨石，石皿はさらに少なくなる。なお，先土器時代の遺物である細石核が1点表土中から出土した。

弥生時代の遺構はみられなかったが弥生土器片が数点出土している。当遺跡の立地する小丘陵上の遺跡では，弥生時代

中期の住居跡1軒が下田畑遺跡で，中期の土器片が小山尻東遺跡から検出されており，弥生時代の生活の場があったこ

とを窺せるものである。その他に青磁片，揮鉢片，糸切り底をもつ土師器の小皿等が出土したがそれに伴なう遺構はま

ったく検出されず，当地は縄文時代早期以後の遺構・遺物は希薄である。また西側部分で土取りによって土器が出土

し急拠発掘を行ない，土拡1基とそれに伴なう土師器壷1個体を検出した。その周辺も広げたがそれ以上の遺構・遺

物はなかった。
（谷口武範）

第2節　遺跡の立地と環境（付図）

田上遺跡は宮崎郡清武町大字木原に所在する。学園都市遺跡群の多くが点在する舌状台地の北西の付根から東へ分

岐する小丘陵地帯の東端部に位置する○此高差約15”官の谷底低地を挟んで南に舌状台地が広がり，東は清武川へ開け

た谷底低地の出口を見渡せる。その先には，清武川，そして日向灘が見える。田上遺跡の北には，小さな開析谷を挟

んで標高26〝zの小山尻東遺跡が隣合わせている○そして，急傾斜で下る丘陵の北には，東流する清武川の河岸段丘や

自然堤防，沖積地が広がっている○また，北西の尾根上に板碑が数基確認された小山尻西石塔群，さらに南西，尾根

を越えた所にはテラス状の緩斜面に弥生時代の住居跡や土堰，縄文早期の集石遺構等を検出した浦田遺跡が位置

している。そして，この丘陵地帯の頂部を越えた西の平坦地には，下田畑遺跡・その南西に赤坂遺跡等が存在している。

このような環境の下，田上遺跡は標高約25個の北東へ傾斜したなだらかな地形にあって・三方を急崖に囲まれてい

る。そして，小山尻東遺跡との間の開析谷には湧水点も見られ，縄文時代早期の遺跡に共通した高台状のめぐまれた

立地条件にあるといえよう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（菅付和樹）

第3節　層　序（第1図）

4・5列の境で南北に土層観察を行った。I層は黄褐色土でアカホヤ層として対比されるが従来のものよりガラス

質が少なく，褐色が強い。風化あるいは流れ込みのアカホヤ層とも考えられる。Ⅱ層は固くしまった黄褐色土となる。

I層下部のパミス状のものである。層をなすものが少なく，ブロックとしてはいるものがほとんどである。I・Ⅱ層

は無遺物層である。Ⅲ層はやや粘質をおびる茶褐色土で，集石遺構および縄文早期の土器や石器類が出土し
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ている。Ⅳ層は褐色土でⅢ層より粘質をもつ。当遺跡では無遺物層であったが，耕作土中から貢岩製の細石核が出土

していることから先土器時代の文化層の存在が考えられ，それは他の浦田遺跡，下田畑遺跡の調査結果からこのⅣ層

と対比できるものであろう。Ⅴ層は褐色土となる。Ⅳ層より固くしまり粘質をおびる，小白斑あるいは石英を含む。

Ⅵ層は淡褐色土である。Ⅴ層よりは軟質で，砂粒を多く含む。砂粒も2～5m止大きくなる。Ⅶ層は黒褐色土となり

非常に固く小白斑を含む。当遺跡ではⅣ層～Ⅶ層は無遺物層である。

対面の小山尻東遺跡でも同様な層序をなし，当遺跡におけるⅢ層と対比できる層から集石遺構や縄文時代早期の土

器や石器が検出されている。これらの遺跡の尾根の向こう側の北斜面に立地する下田畑遺跡では若干層序の様相を異に

し，I層（黒褐色土），Ⅱ層（アカホヤ層），Ⅲ層（黒褐色土）・Ⅳ層（褐色土）となる。I層からは縄文前期の曽畑

式土器，Ⅳ層から塞之神式土器，Ⅳ層下部においてナイフ形石器が出土しており，先土器時代から縄文時代前期まで

の一連の文化層を把握でき良好な資料として注目される。なお，Ⅲ層は無遺物層となっている。
（谷口武範）

第4節　遺構と遺物

1．遺　構

集石遺構（第2図～第4図）

S11

E，4グリッドの北西端で検出された。約80×55cmの範囲で南北に長い楕円形に礫が集中する。礫は，15～20cm大

の大きめの自然礫を中心に10cm以下の割れた礫が東側から北側に多くみられる。いずれもわずかに赤変し，加火され

たと思われる。これらは平面的な堆積状態を示し，礫面下約5cmの深さまで検出されたが・明確な掘り込みは確認で

きなかった。また，周辺及び礫群中には炭化物等はみられず，土色の変化も認められなかった。

S12

C－4グリッド南端やや東よりの位置で検出されたo SIlの北東約14・51解にあたる。大小の礫が平面的に広がる

部分の東端で，約100×90cmの略円形に礫が集中していた。20数cmの大きめの礫も含まれるが，多くは10cm大の礫で，

割れているものが多い。北西側はやや希薄な分布状態を示す。礫のうち少量は，やや黒っぼく変色しているが・炭化

物や焼土等は確認されていない。礫群は約15cmの厚さに堆積し，深さ5cm前後の掘り込みを有していたとも思われる

が，埋土と周囲の検出面との土色の違いはみられなかった。

S13

C－3グリッド西端やや北よりで検出されたo SI2の北西約7mの傾斜地にある。礫群は約120×100cmの範囲

に集中し，東西に若干長い楕円形を呈す。中央には15～20cm程度の大きめの礫があり，周囲には10cm未満の割れた礫

がみられる。礫群は平面的に堆積し，傾斜に沿う様に北東方向へ傾いていた。礫群中には貝殻条痕文土器が1点混在

し，また，変色した礫はあまり見られなかった。そして，礫群中あるいは礫群下の土色にも変化はみられず，掘り込

みは確認できなかった。しかし，小さな炭化物が礫群下の土に混入しており，約5cm程の深さまでみられた。焼土等

は確認していない。

S14

C－5グリッドの北西端で検出された○周囲にも2基確認され，計3基が集中している。礫は約120×110cmの略

円形の範囲に集中し，北側がやや希薄であった。周囲に約20cm大の大きめの勧i，中央には10cm未満の礫がみられ，

殆ど割れていた。変色の度合は低い○割れた礫の中には接合可能なものも見られた。礫群は約15cmの厚さに堆積し，

礫面下に浅い掘り込みを持つと思われるが・明確には検出できなかった。また，小さな炭化物が少量含まれていたが
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I　暗褐色土

粘質あり，この層がもっとも小礫を含む。炭化物

も少量含む。地山と平面的には，見分けにくい。地

山の方がやや明るい。

Ⅱ　黒褐色土

I層と同じくらい粘質あり，炭化物を含む。少量で

あるがブロック状に淡褐色土（地山の土）を含む。

Ⅱ′　暗褐色土

I層より暗い，粘質をおびるⅡ層より淡褐色土を多

くブロック状に含む。I層とした方がいいかもしれ

ない。

Ⅲ′　褐色土

やや粘質をおびる。地山との漸移層，I′としてもい

い。石は含まれない。

第3図　SI4・5・6　遺構実測図
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焼土等はみられず，埋土の変色・変質もみられなかった。

S15

B－5・6グリッドのグリッド境南端で検出された。SI4の北西約2．5〝月こ位置するが，検出面の高さはほぼ同

じである。10～5。m程度の礫が傾斜面に沿って散在する状態で確認され，そのうち，やや大きめの礫があいまいなま

とまりをみせている。殆どが割れていて，火を受けた様な赤っぽい色を呈していた。この礫面下及び礫間には炭化物等

はみられず，掘り込みも確認できなかった。

S16

C－6グリッド北東端で検出された。SI4の南西約2mと近接しており，礫面中央の高さはSI4より約8cm程

低い。SI6は，検出時から掘り込みが確認された唯一のものである。遺構面は，中央が黒褐色，周囲が暗褐色を呈

し，検出層の茶褐色土とは，輪郭こそ不明瞭であったが，明らかに識別できる状態にあった。掘り込み内には3cm大

7　　　　　　　6　　　　　　　5　　　　　　　4　　　　　　　3　　　　　　　2　　　　　　1

G．N．
■

睾S15

◎

S16

◎

S14 ◎
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◎
⑳　S18

S17

◎

S11

20仇

呈ココ一丁T十一一「二二∃

第5図　集石遺構分布図
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から10cm大の割合小さめの礫が，量的には少ないが全面にみられ，中央部は多少希薄であった。これらは，割れたよ

うな角礫であり・遺構内上層から中層に集中していた。また，掘り込みは，検出面で105×95。mの東西に長い略円形

で，床面は，88×86cmの円形である。検出面からの深さは，端部で約15～20cm，中央で約25cmを計る。床面の中央部

は，堅くしまっていた。そして，やや粘質を帯びた哩土の中には炭化物がみられ，中央の黒褐色土中に最も多く，床

面近くが少なかった。焼土は確認されていない。

S17

SI8とともにD－5グリッド北側で検出された。検出時，10cm前後の礫が面的に広がる中で，西端にSI7が，

北東端にSI8が・周囲より多少礫が集中した状態で確認されている。SI7は約80×85cmの略円形に15～20cm大の

礫及び10cm未満の礫で構成されている。小さな礫は殆ど割れているが，全体的に礫自体の変色はなく，礫問の土色・

土質ともに変化はみられない。また，礫群は地形に沿ってやや北東方向に傾斜している。周囲及び礫群中に焼土は確

認できなかったが，礫群下には小さな炭化物が含まれており，約86×88cmのほぼ礫群と同じ範囲で深さ約20cmまで検

出された。掘り込みは明確でなく，礫も若干すり鉢状になるものの，ほぼ平面的な状況を呈していた。

S18

D－5グリッド内，SI7の北東約3mに近接している。SI7と一連の礫層面にあるもので，22×13cmの石皿状

の礫を中心として，まわりに約55×65cmのほぼ円形に10cm未満の礫が集中している。しかし，密度は周囲に比べてやや集

中している程度のものであり，礫は平面的に検出され，礫群下に明確な掘り込みはみられない。小礫は殆ど割れてい

るが，礫自体の変色や礫間の土色・土質に変化は確認できず，ただ，小さな炭化物の含まれる範囲を約72×70cm，約

12cmの深さまで確認できた。焼土等はみられなかったが，東端付近の礫のひとつに，スス状の黒い炭化物の付着して

いるのが確認された。このSI8も，SI7同様地形に沿って北東方向へ傾いている。

集石遺構の検出状況（第5図）

当遺跡では，先ず礫群が面的に層をなす状態が確認された。ほぼ，C－4・5グリッド及びD－4・5グリッドの

範囲にみられたが，C－6グリッド西側やC－4グリッド中央では既に遺跡の北側の開析谷の方向へ傾斜する状況を

みせ，礫群の範囲も，礫量もさほど広くもまた多くもなかった。このような中で，SIl・3・4・5・6は，礫層

の縁辺部に検出されている。また，礫群層中で確認されたSI2は，既に傾斜しはじめた礫の不安定な出土状況の中

にあって，礫が集中している状況ではあったが，単に礫が積重なっているとの印象を受ける出土状態であり，甚だ感覚
▼

的ではあるが，下部に掘り込みを有する種類のものとは異なる印象を受けたo SI7・8は前述のとおり，礫群の中
l

にややまとまりをみせる程度の集中状況が観察できた。

2．遺　物

縄文土器（第6図～第8図）

田上遺跡出土の縄文土器は，貝殻条痕文・貝殻腹縁文を用いる貝殻（条痕）文系土器が主体を占め，その外に無文

・沈線文・撚糸文・押型文土器等が少量みられる。土器は全般に出土量が少なく，主体をしめる貝殻文系土器も個体

数としては少ないと考えられる。これらの土器の出土層位は，殆どアカホヤ火山灰層下の茶褐色シルト質土層中であ

る。文様や口縁部形態により分類を行った。また，個々の土器については，別に観察表を作成した。

（1）貝殻（条痕）文系土器

器面調整に二枚貝条痕を用いる土器群である。施文形態により2類に細分した。

A・貝殻条痕の外に，貝殻腹縁刺突線文や楔形貼付文を特徴とする土器群。角筒と思われる土器が少量出土してい
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るので，さらに2類に細分した。

A－1円筒土器。口唇部にきざみを有し，口縁部はわずかに外反する。外器面はナデ調整され，地文の貝殻条

痕が一部痕跡として残っている。口唇部直下に1～1・5cm幅の文様帯を持ち・その下に縦位の平行腹縁刺実線文・そ

して，横間隔約2cm前後で楔形貼付文を縦位に施すが，胴部以下接合するものがなく，個数は不明である。楔形貼

付文の横押さえはへラ状またはクシ状施文具によると思われる。縦位の貝殻腹縁刺実線文は手法に2類みられる。

a　貝殻腹縁刺突文が線状に続けて施文されるもの○口唇部直下の文様が横位のもの（1～2）と斜位のもの

（5）がある。1は貝殻肋かクシ状施文具によると患われる。

b　続けて施文されないもの（3～4）。口唇部直下の文様は斜位に施される。同一個体と考えられる。

胴部1．縦位の楔形貼付文及び貝殻腹縁刺実線文，へラきざみのみられるもの。

a　腹縁刺突文が続けてされるもの（6～9・13～27・32～35）○　このうち32－35は底部付近と考えら

れる。

b　腹縁刺突文を間隔をおいて施したもの（10～12・28－31）。

胴部2．貝殻腹縁以外の施文具によると思われる縦位の刺突文（36～38）。貝殻肋かクシ状施文具によるものと思

われる。

A－2　角簡土器。口縁部は出土していないため全体器形は不明である。外器面は浅い貝殻条痕がみられ，その

上に楔形貼付文と斜位の貝殻腹縁刺実線文を施す○胴部の屈曲部に刺突文のみられるもの（40～41）とみられない

もの（42）がある。斜位の腹縁刺実線文は交差し，菱形になるものと思われる。39～41は同一個体と思われる。ま

た，43も角簡土器の胴部片と思われる。

B．外器面に貝殻条痕文のみみられる土器群○胴部以下は不明であるが・口縁部形態により2種に細分できる。

B－1口縁端部が肥厚し外反気味になるもの（44）。

B－2　口縁部が直行するもの。

a　貝殻条痕文以外に施文がないもの（45～47）。47は口唇部直下に波状の貝殻条痕文が施される。

b　貝殻条痕文以外に口縁端部にへラ状施文具によるきざみを有するもの（48～50）。

胴部3．貝殻条痕が地文にみられるもの。

a．横あるいは斜め方向に乱れた調整のみられるもの（51～52）。

b．斜方向の規則的な調整のみられるもの（53－80）。

C．横方向の太い条痕がみられるもの（81）。

d．縦方向に条痕と思われるものがみられるが，風化のためわかりにくい（82）。

（2）その他の土器

文様形態の異なる少量出土のものを一括した。

C．斜方向の貝殻条痕の地文に刺突列点文を施すもの。口縁部は内湾気味に直行する（83）。

D．口唇部にきざみを有し，刺突列点文か押圧文状の文様を施すもの（84）。口縁部は直行する。

E．横方向の条痕状の文様を施すもの。器面が風化していてわかりにくい。口縁部は内湾気味に内傾すると思われ

る（85）。

F．無文の土器。口縁部形態により2種に細分できる。

F－1　口縁部が外傾し，端部が外反するもの（86）。

F－2　口縁部が直立し，端部が内湾するもの（87）。

G．貝殻肋によると思われる刺突文が横あるいは斜方向に施される。口縁部は大きく内湾し，キャリバー状になる
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と思われる（88）。

H，へラ状具による押し引きの結果，微隆起線文状の文様をなす（89）。

胴部4．隆起線文のみられるもの。

a・へラ状具による押し引きの結果，微隆起線文状の文様をなすもの（90～91）。

b．細隆起線文状の貼付の上にきざみを有するもの（92）。

胴部5．沈線文のみられるもの

a．沈線で囲まれた所に撚糸文を施すもの（93）。

b．横方向に平行沈線を施すもの（94）。

胴部6．無文のもの（95～98）。

胴部7．押型文の施されるもの。

a．楕円押型文（99）。

b．山形押型文（100）。

底部1．端部にきざみ目のみられるもの。

a・円筒土器の底部と思われ，貝殻腹縁刺突文を縦位に多条施す（101）。

b．角筒土器の底部と思われるもの（102）。

底部2．側面に貝殻条痕が縦方向にみられ，底面に網代痕がある（103）。

底部3．無文のもの。

a．丁寧な調整の行われているもの（104～105）。

b．ナデ調整を用いた特徴のないもの（106～110）。

C．底が丸くなると思われるもの（111）。

縄文土器の出土状況（第9図）

出土縄文土器は，全体的にみるとC－4グリッドとD－4・5グリッドを中心に分布する。これは，集石遺構の礫

層の分布範囲内にほぼ含まれるものであり，土器も礫問に混在して出土している。また，土器は発掘区中央から北側

にかけて，全体的に地形の傾斜に沿って出土しているが，北端では明らかに流れ落ちたと考えられる状況のものもみ

られた。主体を占めるA類・B粗については，A類土器がC－4・D－5グリッドに集中するのに対し，B類土器は主

にD－4グリッド及びE－4グリッドに出土するという傾向がみられる。

（菅付和樹）

石　器

石器は土器に比べ出土量は少なく石鉄11点，磨石3点，石皿片1点，小型のスクレパー様石器1点，不明石器1点

である。これらはC・D－4・5グリッド周辺に集中する。その他黒曜石，チャート等のチップ，剥片もみられる。

石材は黒曜石，砂岩・チャート，安山岩などある○黒曜石は次のA～D類の4にわかれる。

A類－透明度があるが少量の気泡を含む。霧島産のものと思われる。

B類－濃い飴色をなす。気泡は含まれない。

C類一一不透明な黒色を呈す。気泡を多量に含む。

D類－乳灰色をなす。一般に姫島産といわれるものである。
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表1　石　　鈷　　計　　測　　表

番　 号 出土地 型　 式 全　 長
（印）

幅（戒 厚　 さ
（cm）

挟　　　 り・毎）
先端闇 重　 さ

（9）
石　　 材 破 損 状 態 備　　 考

幅 深　 さ

1 C － 5 I － a 2．0 1．6 0．4 1．4 0．3 4 6 0．6 o b － A 完　 形

2 C － 4 I － a 1．8 1．4 0．4 1．1 0．2 4 7 0．5 o b － B 脚端部欠損 第 2 ブロック

3 E － 4 I － b 1．7 1．1 0．4 － － 62 0．4 o b － A 脚 部 欠 損

4 D － 4 I － a － 1．2 0．7 － － 4 8 1．2 o b － A 脚 部 欠 損 第 1 ブロック

5 D － 4 I － a － － － － － － o b － A 脚 部 の み 第 1 ブロック

6 C － 4 Ⅱ－ a 1．3 1．3 0．3 0．8 0．3 68 0．3 o b － B 完　 形 第 2 ブロック

7 C － 3 Ⅱ－ a 1．3 1．3 0．4 0．9 0．3 67 0．45 o b － D 完　 形

8 D － 4 Ⅱ一一a 1．7 0．5 1．1 0．5 － 0．7 o b － C 先 端部欠損 第 1 ブロック

9 D － 4 Ⅱ一 a － － － － － － 0．3 o b － A 脚 部 の み 第 1 ブロック

10 D － 4 Ⅱ－ b 1．2 1．3 0．3 0 ．9 0．1 69 0．3 o b － A 脚端部 欠損 第 1．ブロック

11 C － 4 Ⅱ－ b 1．8 2．1 0．4 1．6 0．2 64 0．7 S n 完　 形 第 1 ブロック
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石　鍍　（第9図1～11）

石錐は形態が二等辺三角形をなすもの（I類），正三角形をなすもの（Ⅱ類）がある。また，それは浅い挟りのあ

るもの（a類）とU字状に深く挟りのはいるもの（b類）に細分できる。I－a類（1・2・4・5），I－b類（3），

Ⅱ－a類（6・7・8・9），Ⅱ－b類（10・11）となる。石材からみるとob～A類は全タイプにあり，Ob－B類は

I－a・Ⅱ－a類，Ob－C類はⅡ－a類（8）のみ，Ob－D類はⅡ，a類（7）のみである。11は安山岩製のもので全

長1．8cm，幅2．1cmと大型であるが厚さは0．4cmと普通である。完形で出土しているものは4点で，先端部欠損のもの

1点，脚部欠損のもの4点である。10は表裏に剥離が残されている。

スクレイパー様石器　（第9図12）

12は剥片を利用したもので，左側辺に表面から約1．2cmにわたってリタッチが施されている。表面右側基部には自然面

が残る。長さ2．1cm，幅1．1cm，厚さ0．2cmを測る。Ob－A類に含まれる。D－5グリッド出土である。

不明石器　（第10図）

不整形の十字形を呈す。左側辺は自然面が残され，基部は表裏からていねいな基部調整がなされる。右側辺は

裏面からの調整だけで，裏面上半には主要剥離面を，表面中央部にも剥離面を残す。硬質砂岩製である。長さ7・5cm，

幅4．1cm，厚さ1．2cmを測る。D－5グリッド出土である。

石　皿　（第11図1）

砂岩製のもので裾まどの残存である。表裏とも凹みがあり擦痕が観察できる。SI8から出土しており集石遺構に

伴なうものかもしれない。あるいは集石遺構に使用された可能性もある。

磨　石　（第11図2～4）

2は円形をなし，表面のみに5．5×5．1cmの幅で磨痕が観察できる○砂岩製のもので長さ7・8cm，幅7・5cm，厚さ4・3

cmを測る。C－4グリッド出土である。3は表面のみに磨痕があり，一部中央が凹んでいる。平面は卵形をなす砂岩

製のものである。長さ9．8cm，幅8．2cm，厚さ5・Ocmo B－5グリッド出土。4は砂岩製の磨石である。表裏に磨痕が

観察できる。裏面にヒビが入る。下部が一部欠損している○長さ10・4cm，幅9・5cm，厚さは一様でなく左が5・1cmで右

にいくにつれて薄くなっている。C－5グリッド出土である。

石器の土出状況（第12図）

石器および石片は発掘区の中央から南寄りにかけて分布する。その中で小さく2つのブロックに分けることができ

る。第1ブロックはSIl・SI2，SI7・SI8に囲まれた広い範囲で分布する。石錬5点，不明石器1点，石皿片

1点，石片15点でなる。石鉢はSIl周辺に集中する。石材はob－A類が4点を占める。不明石器・はSI7・8付近

の散石に混じってまた，石皿片はSI8の中から出土した。第2ブロックはSI2周辺に分布する。石鍍3点，磨石

1息石片9点からなる。石材はob－B類が2点，安山岩製が1点である。SI2に伴なう可能性が大きい。そのほ

かに，第2ブロックとSI4の間に磨石2点，石鋳1点，石片2点がみられる。またSI2の東側にはob－D類の石

錬1点と石片1点が分布している。
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願国

第10図　石器実測図（2）

第11図　石器実測図（3）
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S Cl　（第13図）

（1）遺　構

発掘区の西側約60刑のところから土取り作業中に発見された。そのため東隅の約兢程度が削平されていた。長さ2・5

間，幅1．9椚（推定），深さ約35cmを測る。埋土は粘質をおびた褐色土である。中央やや北寄りの部分から壷1個体分

が出土した。レベルは遺構の中位よりやや下方であった。その他の出土遺物はみられない。発掘後周辺にまで拡げた

が，その他遺構は確認できなかった。

（21遺　物

1は土師器壷である。SClからの出土遺物はこれだけである。口縁はかるく外反し短い。端部は細くなり丸味をお

びると思われる。胴部はやや長胴気味で最大径が胴部中央となる。底部は丸底を呈すと患われる。内外面とも風化が

著しい。胎土はきめ細かいが0．5－4皿の砂粒を含む。焼成は良好。色調は内外面とも浅黄橙（7．5YR％）をなす。

2－9は須恵器の賓片でSCl周辺出土のものである。2は頸部片で外面は格子目叩き，内面は口縁部が横ナデ，頸部

は平行条線叩きである。焼成は良好。外面には自然粕が被る。内面は淡青灰色をなす。3は外面が格子目叩き，内面
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に平行条線叩きが施される。外面は黒褐色をなし自然粕が被る○内面は暗青灰色をなす。2次的焼成を受けた可能

性がある。4は外面が格子目叩きで一部ナデ消される。内面は同心円文叩きである。焼成は良成。外面は青緑色をな

し自然粕が被る。内面は青灰色を呈す。5は外面が格子目叩きで一部ナデ消される。内面は同心円文の叩きが施され

る。焼成は良好。外面には薄く自然粕が被る。内面は青灰色をなす。4，5は同一個体と考えられる。6は外面に格

子目叩き，内面には平行条線の叩きが施される。内面の平行条線の原体は長さ約2．0cm，幅（3十のcmと考えられ

施文法は縦方向のあと斜方向という順に調整が行なわれている○焼成は良好。外面は自然粕が被り暗青緑色，内面が

青灰色を呈す。7は外面が格子目叩き・内面は外面より大きい桝目の格子目叩きでその後ナデ消されている。焼成は

良好。外面が淡青灰色，内面が灰色を呈す。8は賓の底部である○外面は格子目叩きで一部ナデ消される。胴部内面

は平行条線叩き・底部内面は指による調整で部分的に平行条線の叩きが入る。内面の叩きは幅3．4cm，長さ（3＋α）

cmで左回りに下から上へ施されている。焼成は良好。外面は暗青緑色，胴部内面は暗青灰色，底部内面が黄褐色をな

す。9は外面は格子目叩きで一部ナデ消される。内面は平行条線の叩きである。焼成は良好。外面が暗青緑色，内面が

暗青灰色を呈す。3・6・8・9は同一個体と考えられる。

その他の遺物（第14図，第15図）

1は流紋岩系の細石核である。正面観が幅広いU字形，底面が舟底形を呈す。底縁および背面に自然面が残されて

いる。このことから母岩の一隅を剥離後，その剥離面を利用し1度ないし2度の調整によって打面が作られる。側面

の調整は粗く平面形が三角錐状をなす。全長4．7cm，幅3．4cm，厚さ2．1cmを測る。表採資料である。

1～4は弥生壷形土器の底部である。1は平底で厚さ約0．9cmと比較的薄手である。胴部下半は指による押さえと

思われるが風化が著しく明確でない。胎土には1～3mmの小石を多量に含む，焼成は良好。色調は外面が黄褐色，内

面が淡黄褐色をなす。B－6グリッド出土である。2は1に比べ1．8cmと厚手の底部で底径も7．1cmと小さい。やや

上げ底気味である。胴部はパケ調整と思われる。底部付近は指による押さえ。胎土には1－2mm大の石を多量に含む。

焼成は良好。色調は内外面とも淡黄褐色を呈す。B－6グリッド出土である。5は土師器鉢である。口縁部は外反し

端部は丸く収められる。屈曲部は外面は不明瞭であるが内面は明瞭に残る。外面は横ナデ，内面は口縁部が横ナデ，

胴部が斜方向のナデの調整が施される。胎土には1～2m大の石を含む。焼成は良好。色調は外面が赤褐色，内面が

淡黄褐色を呈す。口径24．3cmを測る。6は捨鉢片と思われる。内外面とも横ナデ。内面には条線はみられない。2′～

3皿の石を含む。焼成は良好。色調は外面の口縁部が青灰色，体部が灰黄褐色，内面が暗黄褐色を呈す。B－6グリ

ッド出土である。7は底部が回転糸切りの手法をもつ土師器小皿である。底部はやや上げ底気味で，休部はほぼ直線

的に外上方にのびる。口縁端部は丸く収められる。口径8．3cm，器高2．3cm，底径5．3cmを測る。焼成は良好。色調は

外面が赤褐色，内面が淡赤褐色を呈す。C－5グリッド出土である。

（谷口武範）

第5節　まとめ

田上遺跡は，前述した如くアカホヤ上面まで削平されていたため，それに掘り込まれた遺構とそれ以前に営なまれ

た縄文時代早期あるいは先土器時代のものに限られる結果となった。特に縄文時代早期のものが中心で集石遺構8基，

遺物（土器，石器）約200点を検出した。先土器時代の遺物としては細石核が1点表採資料としてあるだけであった。
（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）

細石核は形態および調整から船野型細石核と考えられる○宮崎学園都市遺跡群内での細石核の出土は前原西遺跡

に次いで2例日となる。前原西遺跡の細石核は黒曜石（本遺跡分類のob－A類）製で第Ⅳ層黒褐色土（小白斑を含

む）から出土している。背面に自然面を残し，正面，両側面が細石刃剥離作業面となり，下部が一部欠失する。このよ

うに同じ遺跡群内でも形態のちがいがみられ，出土層位，調整技術などの詳細な検討が必要である。しいては，県内
（4）

でも畦原型細石核，船野型細石核といった技法が存在しそれとの関連も考えなければならない。
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第14図　その他の遺物実測図（1）
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さて，縄文時代の田上遺跡は，一定範囲の礫群や集石遺構の存在によって，単に早期の包含層としてではなく，人

間の生活の場としての意義が認められる。当遺跡で出土した縄文土器は，少量の口縁部とやや多めの胴部，少量の底

部のみであったが，このうち，A・－1類に胴1類・底1a類が，A－2類に底1b類が，そしてB類に胴3類・底2類

の土器がそれぞれ対応関係にあると考えられる。また，従来の型式内容に相当すると考えられるものに，C・D類，
（5）　　　　　　　　（6）

胴5類が塞之神式土器に，B－2類の48・49，胴3a・b類が桑之丸遺跡2類土器や永野遺跡Ⅹ類土器タイプの前平式
（7）

土器に相当するものと思われる。そして，当遺跡でA類としたものは，A－1類が加栗山遺跡IVA類に，A－2類
（8）

が同ⅧA類に相当するもので，前平式土器であるか吉田式土器であるかその帰属が問題になったものである。この

うちA－1類は，地文の貝殻条痕を殆どナデ消している点及び口縁部直下の文様が横位の腹縁刺実線文のほかに斜位

の腹縁刺突文を施した例がみられる点，加栗山タイプと多少異なる様である。また，A－1b類・胴lb類としたものは

縦位の腹縁刺実線文が短く途切れたように施文されるものであった。これは，腹縁を一定の間隔をおいて縦位に刺突

したものか，あるいは，刺実線文を後に一定間隔にナデ消したものの様であったが，破片が小さいため不明である。

ただ，28の胴部片は1単位の長さがわかるものであるが，器表面に残る腹縁端部は風化を受けていて，ナデ消しか一

回の刺実によるものか微妙なところである。この種のものも加栗山タイプにはみられない様である。

集石遺構を含む疎群と出土遺物との分布上の関係は，土器・石器それぞれの項で述べたとおりである。即ち，主体

をなしたA類・B類土器及び，石器の主体をなした石銀・チップ等の分布状況が，礫群の範囲内に集中しているとい

うこと。そして，土器ではC－4・D－5グリッドにA類が集中し，B類は主にD－4グリッド南半に集中しているという

こと。石器はSIlとSI8との間，主としてD－4グリッド南半とC－4グリッドSI2の周辺に分布の集中がみら

れることなどである。また，礫が集中した状態で出土する集石遺構の分布も，SIl・3・4・5・6が礫群の周辺

で，SI2・7・8が礫群の中に他と判別できる状況で検出されている。この遺物の分布と密接な関係にあった礫群
（9）

については，最近県内各地の遺跡で集石遺構と共に検出されている。特に宮崎郡田野町の芳ケ迫第1遺跡では，焼

石が厚さ10cm前後に層をなして確認され，それらが集石遺構上あるいは近接して検出されるという分布状況から調査

担当者は，焼石が「廃棄礫」である可能性を指摘している。このような分布状況は近くでは，学園都市遺跡群内の赤

坂遺跡や北隣の小山尻東遺跡でも確認され，次第に例を増している。当遺跡の礫群においては，肉眼で識別できる程

顕著な赤変を示す礫は多くはなかったが，殆ど全ての礫が打ち割られた様な角礫状であり，使用後廃棄された礫であ

る可能性が高い。そして，これら礫群中には遺物が集中していたが，礫面上で生活が営まれたとは考え難く，あるい

は，礫群中の3基の集石遺構を含むこの空間は，遺物や使用後の礫等を破棄した空間であった可能性もある。礫群周

辺にみられた5基の集石遺構のうち，SI5は加火されたと思われる少量の疎が弱いまとまりをみせ，その下部には

炭化物や掘り込み等は確認できなかったが，一方，SI4とSI6は礫が下部は平坦で上方へ積み重ねられた状態の

SI4と，炭化物の混入した明確な土拡に少量の礫が確認できたSI6という対象的な集石遺構であった。これらは

集石遺構の機能を考える上でひとつの意義を有すると思われる。SI6におけるearthoven　的機能と，それに使用

し或るいは再び使用するために，近くに積まれたSI4，そして，使用に耐えなくなった廃棄礫としてのSI5とい

うひとつの可能性であるが，他の礫群周辺の明確な掘り込みを持たない集石遺構の性格など今後の課題は多く，さら

に類例の増加を待ち検討してゆきたい。また，これら集石遺構・礫群・遺物相互間の関係を有機的に考えることによ

って，田上遺跡ひいては北隣の小山尻東遺跡との相互の生活圏の問題を解くことができるものと考えられる。
（10）　　　　（111　　　　　　　　（12）

宮崎学園都市遺跡群内の古墳時代遺跡は，非常に少なく前原北遺跡，前原南遺跡，熊野原遺跡C地区の3例

だけである。いずれも古墳時代初頭のもので5世紀から6世紀にかけての遺跡の調査は行なわれていない。県内でも
（13）　　　　（14）　　　（15）

上別府遺跡，浄土江遺跡，藤掛遺跡と少なくどれも集落址で，当遺跡出土類似の土拡は検出されていない。

ただ，谷を隔てた北隣の小山尻東遺跡には同時期と思われる土拡がある。いずれも単独で存在し，壷，賓などの日常
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容器が1～2個体出土している。土拡の性格は不明である。また，時期的には上るが同規模の土拡が熊野原遺跡B地
（16）

区から検出され墓虜も単独で存在している点は，当遺跡，小山尻東遺跡出土の土拡と類似する。もしこれらが墓だとす

るならば，丘陵北東部の低地にある木花古墳群との関連が興味深いものとなる。

以上の如く田上遺跡では，縄文時代早期の遺構・遺物を中心に細石核，弥生土器片，古墳時代の土拡とそれに伴な

う遺物，陶磁器などを確認した。すでに遺跡は小範囲にしか残存しておらず遺跡自体の性格づけをするところまで

至らなかったのは残念である。しかし，県内でもこうして行なわれてきた発掘調査結果も膨大な量に達し集大成する

時期にきていると思われる。それが「歴史」に近づくものでありかつ地域の人たちへの環元となりうるものであろう。

（菅付和樹，谷口武範）
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表2　縄文土器観察表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※楔形貼付文の横押さえは「備考」に記入

図面 番号 グリッド名 器　 形 器　 部
器　　 面　　 調　　 整 文　　　　 様

胎　　　　　 土

色　　　　　 調
焼　 成 備　　　 考

外　 器　 面 内　 器　 面 （底 面 ） 外 器 面 内 器 面 外 器 面 内 器 面

1 C － 4 円　 筒 口綾 部 貝 殻 条 痕 ＼ へ　 ラ ナ チ　 ◆→
－

口唇部 きざみ目
－

果雲母 ・石英 ・長石と0．5mm以 に ぷ い 橙 色 に ぷ い 橙 色 良　 好 穿孔あ り

のあ とナデ ◆→ へ ラケズリ　← 貼付文 下の砂粒を含む （7．5Y R 6／4 ） （7．5Y R 7／4） へ ラ押 さえ

2 E －3 14 ／1 ／／ ナ　　　　 丁 ・→ へ ラ ナ デ　 ◆→ －
口唇部 きざみ目

貼付文
－

黒雲母 ・石英 ・長石と0．5m m以

下の砂粒を含む

にぷい‾黄橙 色

（10 Y R 7／3）

にぷい黄橙 色

（10 Y R 〝4） ／／
クシ状施文具による

押 さえ

3 D － 5 ／J JJ ナ　　　 デ 丁寧 なナデ ← －
口唇部 きざみ目
貝殻腹繰刺突線 －

黒雲母 ・長石 と1 mm以下 の

砂粒を含む

浅　 黄　 色

（2．5Y 7／3）

浅　 黄　 色

（2 ．5Y 7／4） ／1 へ ラ押 さえ

4 D － 5 ／1 ／1 ナ　　　　 デ 丁寧 なナデ ‥ － ／J －
黒雲母 と1 mm以下の砂粒 3m m

大の石を含む

灰　 黄　 色

（2．5Y 7／2）

灰　 黄　 色

（2．5Y 7／2） ／／
へ ラ押 さえ

3と同一個体と思われる

5 C － 5 ／／ 1／ ナ　　　　 丁　く→
へ　 ラ ナ デ ・→

ナ　　　 デ －

口唇部 きざみ目
貝殻腹緑刺突組 －

黒雲母 ・石英 と1 mm以下の

砂粒 を含む

に ぷ い 橙 色

（5Y R 6／4）

に ぷ い 橙 色

（5Y R 6／4） ／J へ ラ押 さえ

6 C － 4 ／／ 胴　 部 ナ　　　　 丁　◆→ ナ　　　　 丁 ・→ －
貝殻腹緑刺突線

－
1 mm以下の砂粒 と黒雲母 ・

石英 ・長石を少量含む

に ぷ い 橙 色

（5 Y R 7／4）

に ぷ い 橙 色

（5Y R 7／4） ／／ へ ラ押 さえ

7 D － 5 ／J ／／ ナ　　　 デ ／‾ へ　 ラ ナ デ　 ＼ － ／／ －
石英 ・黒雲母少量 と0．5mm

以下の砂粒 を含む

に ぷ い 橙 色

（5 Y R 7／4）

に ぷ い 橙 色

（5Y R 7／4） ／／ へ ラ押 さえ

8 C － 4 ／／ JJ
貝 殻 条 痕　 ㌧

のあ とナデ
ナ　　　 デ － J／ －

黒雲母 ・石英 と0．5m m以下

の砂粒 を含む

に ぷ い 橙 色

（5 Y R 74 ）

に ぷ い 橙 色

（5Y R 7／4） ／／ 横押 さえなし

9 D － 5 ／1 ／／ ナ　　　　 デ ナ　　　　 デ －
（右斜めからの刺突）

〝
－

黒雲母 ・石英 と0．5m m以下

の砂粒 を含む

に ぷ い 橙 色

（5 Y R 7／4）

にぷい黄橙色

（7．5Y R 7／4） ／1 人、ラ押 さえ

10 D － 5 ／／ J／ ナ　　　　 デ ナ　　　　 デ －
／／

（途切れる） －
黒雲母 ・長石 と0．5m m以下

の砂粒 を含む

浅　 黄　 色

（2．5Y 7／3）

浅　 黄　 色

（2．5Y 7／3） ／／ へ ラ押 さえ

11 D － 5 ／J ／／ ナ　　　　 デ ナ　　　　 デ －
／／

（途切れる） －
黒雲母 ・長石 と0．5m m以下

の砂粒 を含む

浅　 黄　 色

（2．5Y 7／3 ）

にぷい黄橙色

（10 Y R 7／3） ／／ へ ラ押さえ

12 C － 3 ／1 ／／ ナ　　　　 デ ナ　　　 デ －
／／

（途切れる） －
1m m以下の砂粒 と石英 ・黒雲

母 ・長石 を少量含む

にぷ い黄橙色

（10 Y R 7／3）

にぷい黄橙色

（10 Y R 7／4） ／1 へ ラ押さ∠．

13 C － 4 1／ 1／
貝 殻 条 痕　 ㌧

のあ とナデ
ナ　　　　 デ － 貝殻腹緑刺突線文 －

1m m以下の砂粒 と石英 ・黒雲

母 を含む

にぷ い 橙 色

（5Y R 7／4 ）

に ぷ い 橙 色

（5 Y R 7／4） J／ 炭化物付も（：1話面ノ

14 C － 4 ／／ ／／ ナ　　　　 デ ナ　　　　 チ － ／／ －

1m m以下の砂粒 と石英 ・黒雲

母 を含む

にぷ い 橙 色

（5Y R 7／4 ）

に ぷ い 橙 色

（5 Y R 7／4） ／／

15 C ニー4 ／1 ／／
貝 殻 条 痕　 ㌧

のあ とナチ
ナ　　　　 チ． － ／／ －

1m m以下の砂粒 と石英 ・黒雲

母 を含む

にぷ い 橙 色

（5Y R 7／4）

に ぷ い 橙 色

（5 Y R 7／4） ／／

16 C － 4 ／J ／／
貝 殻 条 痕 ＼

の あとナチ
不　　　 明 － ／／ －

0．5mm以下の砂粒 と石英（微

細 ）・窯雲母を含む

にぷ い 橙 色

（5Y R 6／4）

に ぷ い 橙 色

（5 Y R 6／4） ／／

17 C － 4 1／ ／／
貝 殻 条 痕 ＼

の あとナデ
ナ　　　　 デ － ／／ －

0．5m m以下の砂粒 と石英（微

細 ）・黒雲母を含む

にぷ い 橙 色

（5Y R 6／4）

に ぷ い 橙 色

（5 Y R 7／4） ／／ 炭化物付着 （内器面 ）

18 C － 4 ／／ J／ ナ　　　　 デ ナ　　　　 デ － ／／ －
0．5mm以下の砂粒と石英（微細 ）

細 ）・黒雲母を含む

橙　　　　 色

（Z．5Y R 6／6）

に ぷ い 橙 色

（5 Y R 7／4）
／1

1 9 C － 4 ／1 J／
貝 殻 条 痕 ＼

の あとナデ
ナ　　　　 デ － ／／ －

0．5mm以下の砂粒 と石英 ・

黒雲母 を含 む

にぷ い 橙 色

（5Y R 7／4）

に ぷ い 橙 色

（5 Y R 7／4） ／／

20 C － 4 ／1 ／1 ナ　　　　 デ ナ　　　　 デ － JJ －

0 ．5mm以下の砂粒 と石英（微

細 ）・黒雲母を含む

にぷ い 橙 色

（7．5 Y R 〝4）

に ぷ い 橙 色

（5 Y R 7／4） ／／

21 B － 5 ／／ ／／ ナ　　　　 デ
へラケズ リ　 ‡

のあ とナデ　 ‥ － ／／ －

0 ．5mm以下の砂粒 と石英 ・黒

雲 母少量を含む

にぷ い 橙 色

（5Y R 7／3）

橙　　　　 色

（5 Y R 7／6 ） ／／ 炭化物付着（外器面 ）

図面番号 グリッド名 器　 形 器　 部
器　　 面　　 調　　 整 文　　　　 様

胎　　　　　 土

色　　　　　 調
焼　 成 備　　　 考

外　 器　 面 内　 器　 面 （底 面 ） 外 器 面 内 器 面 外 器 面 内 器 面

22 C － 4 円　 筒 胴　 部 ナ　　　　 デ ナ　　　　 デ －
貝殻腹緑刺突線

文 －
0．5m m以下の砂粒 と石英 ・黒

雲母少量を含む

に ぷ い 橙 色

（5Y R 6／4）

に ぷ い 橙 色

（5Y R 6／4）
良　 好

23 E － 4 ／／ 1／
貝 殻 条 痕　 ㌧

のあとナデ
ナ　　　　 チ － ／／ －

0．5m m以下の砂粒 と石英（微

細）と黒雲母 を含む

に ぷ い 橙 色

（5Y R 7／4）

に ぷ い 橙 色

（5Y R 7／3） 1／

24 C － 4 ／1 ／1
貝 殻 条 痕　 ㌧

のあとナデ
ナ　　　　 デ － ／／ －

0．5m m以下の砂粒 と石英 ・

黒雲母を含む

に ぷ い 橙 色

（5 Y R 7／4）

に ぷ い 橙 色

（5Y R 7／4） ／／ 炭化物付着（内器面）

25 C － 3 J／ 1／
貝 殻 条 痕　 ㌧

ナ　 デ　 ？
ナ　　　　 デ － J／ －

0．5m m以下の砂粒 と石英 ・

長石 ・黒雲母を含む

に ぷ い 橙 色

（5 Y R 6／4 ）

に ぷ い 褐 色

（7．5Y R 6／3） ／／

26 E － 4 ／／ 1／ ナ　　　　 デ　◆→ ナ　　　 チ ‡ － 1／ －

0．5m m以下の砂粒 と石英 ・

黒雲母（微細 ）を含む

に ぷ い 橙 色

（5 Y R 6／4）

橙　　　　 色

（5Y R 6／6）
JJ

2 7 C － 3 ／／ ／J 丁寧をナデ へ ラケズリ　 工 － ／／ －
1m m以下 の砂粒 と石英（0．5－ 2

mm）・黒雲母 （微細）を含む

にぷい赤褐色

（5 Y R 5／4）

に ぷ い 橙 色

（5Y R 6〟）
1／

28 D － 5 ／1 ／／ ナ　　　　 デ ナ　　　　 丁　 ◆→ －
／／

（途切れる） －
1 mm前後の砂粒 と長石 ・黒雲

母 を含む

浅　 黄　 橙　 色

（10 Y R 8〃）

浅　 黄　 橙　 色

（10 Y R 8〃） ／1

2 9 D － 5 ／／ ／J ナ　　　　 デ ナ　　　 デ ‡ －
J／

（途切れる） －
1 mm前後の砂粒 と長石 ・石英

（微細 ）を含む

にぷ い黄橙色

（10 Y R 〝4）

浅　 黄　 色

（2 ．5Y 7／3） ／／

30 D － 5 ／／ ／／ ナ　　　 デ ナ　　　 デ ‡ －
／／

（途切れる） －
0．5m m以下の砂粒 と長石 ・石

英（微細 1を含む

にぷい黄橙色

（10 Y R 7／3）

灰　 黄　 色

（2 ．5Y 7／2） J／ 29 と同一個体か

31 D － 5 ／1 ／／ ナ　　　　 デ 丁寧なナデ ‡ －
／／

（途切れる） －
1 mm前後の砂粒 と長石 ・黒雲

母（微細 ）を含む

にぷい黄橙色

（10 Y R 叫 ）

にぷい黄橙 色

（10 Y R 7〃） JJ

3 2 C － 4 ／／ ／／
貝 殻 条 痕 ＼

ナ　　　 デ ‡ ミガキ
貝殻腹緑刺突線

－
黒雲母 ・長石 ・石英（微細）を に ぷ い 橙 色 に ぷ い 橙 色

／／
底部付近

のあとナデ　 ‘ 文，きざみ 目 含む （7．5Y R 〝4） （5Y R 7／4） 炭化物付着 （内器面）

33 C － 4 ／／ ／J ナ　　　　 デ ナ　　　　 デ －
貝殻腹緑刺突線

文，きざみ 目 － 黒雲母 ・長石 ・石英を含む
に ぷ い 橙 色

（5Y R 6／4）

に ぷ い 橙 色

（5Y R 7／4） ／／
底部付近

炭化物付着（内器面）

34 C － 4 ／／ ／1
貝 殻 条 痕　 ㌧

のあとナデ
丁寧 なナデ －

貝殻腹緑刺突線

文，きざみ 目 －
0．5m m以下の砂粒 と石英 ・黒

雲母を含む

に ぷ い 橙 色

（7．5Y R 桝 ）

に ぷ い 橙 色

（7．5Y R 耕 ）
1／ 底部付近

35 C － 2 ／／ ／1 ナ　　　　 デ ナ　　　 デ －
貝殻腹緑刺突線

文， きざみ目？ －
0．5m m以下の砂粒 と石英 ・黒

雲母 ・長石を含む

橙　　　　 色

（2．5Y R 7／6）

橙　　　　 色

（2 ．5 Y R 6／6） ／J 底部付近か

36 C － 4 ／／ ／／ ナ　　　　 デ　 ／ ナ　　　 デ ‡ － 刺突線文 －

1 mm以下の砂粒 と長石 ・黒雲

母 を少量含む

にぷい黄橙色

（10 Y R 7／3）

にぷい黄橙 色

（10 Y R 7〃）
／／

文か

37 C － 4 ／／ 1／ ナ　　　　 デ ナ　　　 デ ‡ － 刺突線文 －
長石 ・石英 ・黒雲母を含む

にぷい黄橙色

（10 Y R 7／4）

にぷい黄橙 色

（10 Y R 7〟） ／／

38 D － 4 ／／ ／1 ナ　　　　 デ ナ　　　 デ ‡ － 刺突線文 －
0．5m m以下 の砂 粒と石英 ・長

石 ・黒雲母を含む

に ぷ い 橙 色

（7．5Y R 7／3）

浅　 黄　 橙　 色

（10 Y R 8〃） 1／
／J

3 9 C － 2 角　 筒 ／／ 貝 殻 条 痕 ＼ へ ラケズリ † －
斜行腹繰刺突線

文と楔形貼付文 －
0．5m m程の砂粒と1mm大の長右・

石英及び黒雲母（微細 ）を含む

にぷい黄橙色

（10 Y R 〝4）

に ぷ い 橙．色

（5Y R 6〟） JJ
クシ状施文具による

押 さえ

40 C － 2 ／／ 1／ 貝 殻 条痕　 ‥ へ ラケズリ † － 角に刺突文 －
0．5mm程の砂粒と1mm大の長石・

石英及び黒雲母 （微細 ）を含む

に ぷ い 橙 色

（7．5 Y R 〝4）

橙　　　　 色

（5Y R 7／6） 1／
クシ状施文具による

押 さえ

4 1 C － 4 J／ ／／ 貝 殻 条 痕 ＼ へ ラケズリ † －
斜行腹操刺突線

文，角に刺突文 －
0．5mm程の砂粒と1mm大の長石・

石英及び黒雲母 （微細 ）を含む

に ぷ い 橙 色

（7．5Y R 〝4）

橙　　　　 色

（5Y R 6／6） ／J 40 と同一個体か

42 C － 4 1／ ／／
貝 殻 条 痕　 ㌧

のあと一部ナデ
へ ラケズり † －

斜行腹緑刺突線

文 －
1m m以下 の砂粒 と長石 ・石英 ・

黒雲母を含む

に ぷ い 黄 色

（2．5Y 6／3）

橙　　　　 色

（5Y R 6／6）
／1

ー102－



図 面番 号 グ リッド名 器　 形 器　 部
器　　 面　　 調　　 整 文　　　　　 様

胎　　　　　 土

色　　　　　 調

焼　 成 備　　　 考
外　 器　 面 内　 器　 面 （底 面 ） 外 器 面 内 器 面 外 器 面 内 器 面

4 3 C － 3 角　 筒 胴　 部 貝 殻 条 痕　 ノ へラケズ リ　 † －
斜行腹緑刺突線

文と楔形貼付文 －
0．1－3 mm の砂 粒、小石 と長石

石英、窯雲母を含む

灰　 黄　 褐　 色

（10 Y R　 4 ／2 ）

橙　　　　 色

（5 Y R　 6／8 ）
良　 好

クシ林地文具に よる

押 さえ

4 4 D － 4 － 口 綾 部 口唇部へラミカーキ⇔

貝 殻 条 痕　 ㌧
へラ ミガキ － － －

1 mm 前後の砂粒 と石英 、長石

黒雲母（微細）を含 む

に ぷ い 橙 色

（7．5 Y R 7 ／4 ）

浅　 黄　 橙　 色

（7．5 Y R 8／4 ） ／／

4 5 C － 4 － ／／ 貝 殻 条 痕 ・・→ ナ　　　　 7　 －◆＋ － － －
長石を多 く含む、 1 m m前後 の

砂粒 と石英、黒雲母 を含む

黄　 灰　 色

（2．5 Y　 5 ／1 ）

黄　 灰　 色

（2 ．5 Y　 5／1 ） ／／

4 6 D － 4 － ／／
貝 殻 条 痕　 ■→

のあ とナデ
ナ　　　　 丁　 十← － － －

0．1～3 mm の砂粒 、小石 と長石

石英、黒雲母 を含む

浅　 黄　 橙　 色

（10 Y R　 8／3 ） （10 Y R　 8／3 ）
灰　　　　　 色

／／

4 7 D － 4 － ／／ 旨「殻 条 痕　 ＼ ナ　　　　 チ － － －
0．5m m以下の砂粒 と長石、石英

黒雲母を含む

浅　 黄　 橙　 色

（7．5 Y R 7／4 ）

浅　 黄　 橙　 色

（7 ．5 Y R 7／4 ） 11

4 8 B － 5 円　 筒 ／／ 貝 殻 条 痕　 ←・－ ナ　　　 デ ‡ －
口　 綾　 部

き　ざ み　 目 －
0．5m m以下 の砂粒 と石英、黒雲

母 を含む

にぷい黄橙 色

（10 Y R　 7 ／3 ）

にぷ い 橙 色

（7．5 Y R 7／4 ） ／／

4 9 C － 4 ／／ ／／
ナ　　　 デ

貝 殻 条 痕　 ㌧
ナ　　　　 丁　 ■＋ －

口　 唇　 部

き　ざ み　 目 －
石英、長石、黒雲母 を多 く含

む

に ぷ い 橙 色

（7．5 Y R 7 ／3 ）

灰　 黄　 色

（2．5 Y　 7／2 ） ／／

5 0 － － 胴　 部 剥　　　　　 離 ナ　　　　 丁　 ◆ － きざみ 目あり －
0．5m m以下の砂粒 と石英、長石

黒雲母（微細）を含む

浅　 黄　 橙　 色

（7．5 Y R 8 ／4 ）

浅　黄　 橙　 色

（10 Y R　 8／4 ） ／／ ロ 綾 部 近 くか

5 1 C － 3 ，4 円　 筒 ／／
曲貝殻条痕　 ＼

一 部 ナ デ
丁寧なへラナチ ‡ － － －

0．1－3 mm の砂 粒、小石 と石 英

を若干含む

浅　 黄　 橙　 色

（7．5 Y R 8／6 ）

灰　 黄　 褐　 色

（10 Y R　 6／2） ／／ 擬 似 口 縁

5 2 D － 4 ／／ ／／ 貝 殻 条 痕　 ㌧ ナ　　　　 丁　 ⇔ － － －
1 mm 前後の砂粒 と石 英、長石

を含む

浅　 黄　 橙　 色

（10 Y R　 8 ／4 ）

浅　黄　 橙　 色

（7．5 Y R 8 ／4 ） ／／

5 3 D － 4 ／／ ／／ 貝 殻 条 痕　 ㌧ 丁寧なへラナチ ‡ － － －
1 m m 前後の砂粒 ・長石 と石英

を多 く含む

浅　 黄　 橙　 色

（7．5 Y R 8／4 ）

にぶ 、い 褐 色

（7．5 Y R 6／3 ） ／／

5 4 D － 4 ／／ ／／ 貝 殻 条 痕　 ＼ 丁寧なヘラナデ － － －
1 m m 前後の砂粒 と石英、長石

を含む

浅　 黄　 橙　 色

（7 ．5 Y R 8／4 ）

にぷ い 橙 色

（7．5 Y R 7／4 ）
／／

5 5 E － 4 ／／ ！／ 貝 殻 条 痕　 ㌧ 丁寧なヘラナチ ‡ － － －
1 mm 前後の砂粒 と石英、長石

を含む

にぷ い 橙 色

（7．5 Y R 7 ／4 ）

にぷ い橙 色

（7．5 Y R 7／4 ）
／／

5 6 E － 4 ／／ ／／ 貝 殻 条 痕　 ＼ 丁寧なへラナチ‘‡
－ － －

1 mm 前後の砂粒 と石英、長石

黒雲母 を含む
にぷ い 橙 色

（7．5 Y R 7／4 ）

に ぷ い 橙 色

（7．5 Y R 7 ／4 ）
／／

5 7 D － 4 ／／ ／／ 貝 殻 条 痕　 ㌧ 丁寧なへラナチ ‡ － － －
1 mm 前後の砂粒 と石英、長石

黒雲母 を含む

浅　 黄　 橙　 色

（7．5 Y R 8 ／4 ）

浅　 黄　 橙　 色

（7．5 Y R 8 ／4 ） ／／

5 8 D － 5 ／／ ／／ 貝 殻 条 痕　 ＼ 丁寧なへラナチ ＼ － － －
1 mm 前後の砂粒 と石英を含む 浅　 黄　 橙　 色

（7．5 Y R 8 ／4 ）

に ぷ い 橙 色

（7．5 Y R 7 ／4 ） ／／

5 9 C － 4 ！1 ／／ 貝 殻 条 痕　 ㌧ 丁寧なへラナチ ‡ － － －
0．5 mm 以下の砂粒 、石英 と黒雲

母少量 を含む

に ぷ い 橙 色

（7．5 Y R 7 ／4 ）

に ぷ い 橙 色

（7．5 Y R 7 ／4 ） ／／

6 0 C － 3 ／／ ！／ 貝 殻 条 痕　 ＼ 丁寧なへラナチ － － －
1 mm 前後の砂粒 と石英を少量

含む
浅　 黄　 橙　 色

（10 Y R　 8 ／4 ）

にぷい黄橙 色

（10 Y R　 7 ／3 ）
／／

6 1 C － 4 ／／ ／／ 貝 殻 条 痕　 ㌧ ナ　　　　 チ　 ／ － － － 0．5m m 以下 の砂粒、石英を含む
浅　 黄　 橙　 色

（10 Y R　 8 ／4 ）

浅　 黄　 橙　 色

（10 Y R　 8 ／4 ） ／／

6 2 D － 5 ／／ ／／ 貝 殻 条 痕　 ㌧ ナ　　　　 デ － － －
1 mm 前後の砂粒、石英 と長石

を少量含む

浅　 黄　 橙　 色

（10 Y R　 8 ／4 ）

浅　 黄　 橙　 色

（7．5 Y R 8 ／4 ） ／1

6 3 D － 4 1／ ／！ 貝 殻 条 痕　 ㌧ 丁寧なへラナチ ‡ － － －
1 mm 前後の砂粒 と石英を含む にぷい貢橙 色

（10 Y R　 7 ／3 ）

にふい黄橙 色

（10 Y R　 7 ／4 ） ／／

図 面番号 グ リッド名 器　 形 器　 部
器　　 面　　 調　　 整 文　　　　 様

胎　　　　　 土
色　　　　　 調

焼　 成 備　　　 考
外　 器　 面 内　 器　 面 （底 面 ） 外 器 面 内 器 面 外 器 面 内 器 面

6 4 B － 5 円　 筒 胴　 部 貝 殻 条 痕　 ＼ ナ　　　　 チ － － －
1 mm 前後の砂粒 と石英 、長石

を含む

浅　 黄　 橙　 色

（10 Y R　 8／4 ）

浅　 黄　 橙　 色

（10 Y R　 8／3 ）
良　 好

6 5 E － 4 ／／ ／／ 貝 毅 条 痕　 ㌧ 丁寧なヘラナチ － － －
1 mm 前後の砂粒 と石英 を多く

含む

橙　　　　 色

（7．5 Y R 7／6 ）

橙　　　　 色

（5 Y R　 6／6 ） ／／

66 D － 4 ／／ ／／ 貝 殻 条 痕　 ＼ 丁寧なへラナチ ‡ － － －
1 mm 前後の砂粒 と石英 、長石

を含む

にぷ い 橙 色

（7 ．5 Y R 7／4 ）

にぷ い 橙 色

（7．5 Y R 7／4 ） ／／

67 E － 4 ／／ 11 貝 殻 条 痕　 ㌧ 丁寧 なナデ　 ／ － － －
1 mm 前後 の砂粒 と石英 、長石

を含む

浅　 黄　 橙　 色

（10 Y R　 8／4 ）

浅　 黄　 橙　 色

（10 Y R 8 ／3 ）
／／

68 D － 5 ／／ ／／
貝 殻 条 痕　 ＼

一 部 ナ デ
丁寧 なナデ ‡ － － －

1 mm 前後 の砂粒 と長石 、石英

を含む

浅 黄　 橙　 色

（10 Y R　 8 ／4 ）

浅　 黄　 橙　 色

（10 Y R　 8 ／3 ） ／／

6 9 D － 4 ／／ 1／ 貝 殻 条 痕　 ＼ ナ　　　　 チ － － －
0 ．1～ 3m mの砂粒 、小石 と石英

長 石を含 む

にぷ い黄橙色

（1 0 Y R　 8／4 ）

浅　 黄　 橙　 色

（10 Y R　 8 ／3 ） ／／●

7 0 C － 4 ／／ ／／ 貝 殻 条 痕　 ㌧ ナ　　　　 デ　 ／ － － －
0 ．1－ 2m m の砂粒 と石英、長石

を含む

浅　 黄　 橙　 色

（7．5 Y R 8 ／4 ）

浅　 黄　 橙　 色

（10 Y R　 8 ／4 ） ／／

7 1 D － 4 ／1 1／ 貝 殻 条 痕　 ㌧ 丁寧なへラナチ ‡ － － －
1 m m前後の砂粒 と石英、長石

を含む

浅　 黄 ．橙　 色

（7．5 Y R 8 ／4 ）

浅　 黄　 橙　 色

（7．5 Y R 8 ／4 ） ／／

7 2 C － 4 ／／ ／／
貝 殻 条 痕　 ㌧

一 部 ナ デ
丁寧なへラナチ ‡ － － －

1 m m前後の砂粒 と石英を少量

含 む （lU Y R　 8 ／4 ）
に ぷ い 橙 色

（7．5 Y R 7 ／3 ）
／／

7 3 C － 5 ／／ ／／
貝殻条痕 ＼の上

を一部へ ラナデ
丁寧なへラナチ ‡ － － －

1 m m前後の砂粒 と石英を含む 浅　 黄　 橙　 色

（7．5 Y R 8 ／4 ）

浅　 黄　 橙　 色

（10 Y R　 8 ／3 ） ／／

7 4 D － 4 ／1 ／／
貝 殻 条 痕　 ＼

一 部 ナ チ
へ ラミガキ　 ‡ － － －

1 m m前後の砂粒 と石英を少量

含 む

浅　 黄　 橙　 色

（10 Y R　 8 ／4 ）

灰　 黄　 褐　 色

（10 Y R　 4 ／2 ） ／／

7 5 D － 5 ／1 1／
貝 殻 条 痕　 ＼

の あとナチ
丁寧なへラナデ ‡ － － －

1 m m前後の砂粒 と石英を少量

含む

浅　 黄　 橙　 色

（10 Y R　 8 ／4 ）

褐　 灰　 色

（10 Y R　 6 ／1 ） ／／

7 6 D － 5 ／／ ／／ 貝 殻 条 痕　 ㌧ ミ　 ガ　 キ　 ／ － － －
1 mm 前後の砂粒 と石英を少量

含む

にぷい黄橙色

（10 Y R　 7 ／2 ）

褐　 灰　 色

（10 Y R　 5 ／1 ） ／／

7 7 E －　 4

D － 4
／／ ／／

貝 殻 条 痕　 ＼

のあ とナデ
丁寧なへラナチ ‡ － － －

1 mm 前後の砂粒 と石英を少量

含む

浅　 黄　 橙　 色

（10 Y R　 8 ／3 ）

褐　 灰　 色

（10 Y R　 6 ／1 ） ／／ 炭化物付 着（内器面）

7 8 E － 4 ／／ ／／
貝‘殻 条 痕　 ＼

のあ とナデ
丁寧なへラナチ － － －

1 mm 前後の砂粒 と石 英を少量

含む
（10 Y R　 8 ／4 ）

一　 部　 灰　 色

にぷい黄橙 色

（10 Y R　 7 ／3 ） ／／

7 9 D － 4 ／／ ／／
貝 殻 条 痕　 ＼

のあ とナデ
丁寧なヘラナチ ‡ － － －

1 mm 前後の砂粒 と石英、長石

を含む

浅　 黄　 橙　 色

（10 Y R　 8 ／4 ）

に ぷ い 橙 色

（7．5 Y R 7／3 ） ／／

8 0 E － 4 ／／ ／／ 貝 殻 条 痕　 ㌧ へ ラ ナ デ ‡ － － －
1 mm 前後の砂粒 と石 英、長石

を多く含む
に ぷ い 橙 色

（7．5 Y R 7 ／4 ）

に ぷ い 橙 色

（7．5 Y R 7 ／4 ）
／／

8 1 － － ／／
太　 め　 の

貝 殻 条 痕　 ⇔
風 化 の為 不 明 － － －

1 mm 前後の砂粒 と石 英を含む に ぷ い 橙 色

（7．5 Y R 7 ／4 ）

橙　　　　 色

（5 Y R　 6／6 ） ／／

8 2 C － 4 － ／／ 条　　　 痕 ‡ ナ　　　 デ　 ／ － － －
黒雲母を多 く含む、 1 m m前後

の砂粒 と石英を含む

明　 赤　 褐　 色

（5 Y R　 5 ／6 ）

橙　　　　 色

（5 Y R　 6／6 ） ／／ 風 化 して い る

8 3 D － 4 － 口縁 部 貝 殻 条 痕　 ＼ ・く・．事・
へ ラ ナ デ ‡ －

三列 の刺 突

列　 点　 文 －
0．5m m以下の砂粒 と長石、黒雲

母 （微細）を含む

浅　 黄　 橙　 色

（10 Y R　 8 ／3 ）

浅　 黄　 橙　 色

（7．5 Y R 8／4 ） ／／

8 4 D － 5 － 口 綾 部 ナ　　　 デ． ？ ナ　　　　 デ　 ？ －
ロ唇部きざみ目

押　 圧　 文 ？ －
0．5m m以下の砂粒 と長石、石英
黒雲母を含む

に ぷ い橙 色

（7．5 Y R 7 ／3 ）

浅　 黄　 橙　 色

（10 Y R　 8／3 ） ／／
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図面 番号 グリッド名 器　 形 器　 部
器　　 面　　 調　　 整 文　　　　 様

胎　　　　　 土
色　　　　　 調

焼　 成 備　　　 考

外　 器　 面 内　 器　 面 （底 面 ） 外 器 面 内 器 面 外 器 面 内 器 面

8 5 － －
ロ緑 部 風化 の為 不 明

条　　　 痕　 ？
ナ　　　　 丁　 ◆－ － － －

0．1－3 mm の砂粒 、小石 と長石

果雲母（微細）を含む

にぷい黄橙 色

（10 Y R　 7 ／4 ）

にぷ い黄程色

（10 Y R　 7／4 ）
良　 好

8 6 B － 5 － ／1 ナ　 デ　 ？　 →→ ナ　　　　 丁　 ←ト － － －
長石を多 く含む、 0．5m m以下

の砂粒 と黒雲 母を含む

浅　 黄　 橙　 色

（10 Y R　 8 ／4 ）

浅 黄　 橙　 色

（10 Y R　 8／3 ）
J／ 風 化 が 激 しい

8 7 C － 4 － ／／ へ ラナチ 7　 ㌧ ナ　　　　 7　 1→ － － －
0．1－2 mm の砂 粒、小石と長石

黒雲母を含む

に ぷ い 橙 色

（7．5 Y R 7 ／4 ）

に ぷ い 橙 色

（7．5 Y R 7／4 ）
／／ 風 化 が 激 しい

8 8 D － 4 － ／／ ナ　　　　 丁　 →→ ナ　　　 デ　 ＼ － 貝殻肋刺突文？ －
1 mm 前後の砂 粒 と黒雲母 、石

英 （微細）を含む

に ぷ い 橙 色

（7．5 Y R 7 ／4 ）

にぷ い 橙 色

（5 Y R　 7／4 ）
／1

89 C － 5 － ／／ へラ引き条痕 ・・－ ナ　　　　 チ －
微隆 起経 文

状　 文　 様 －
1 mm 前後の砂粒 と黒雲母 、石

英 を多く含む

浅　 黄　 橙　 色

（10 Y R　 8 ／3 ）

淡　 黄　 色

（2．5 Y　 8／3 ） ／／

90 C － 5 － 胴　 部 へラ引き条痕　＋ト ナ　　　　 丁　 ←ト －
微隆 起線 文

状　 文　 様 －

1 mm 前後の砂粒 と石英、黒雲

母 を多く含む

にぷい黄桂色

（10 Y R　 7 ／3 ）

淡　 黄　 色

（2．5 Y　 7 ／3 ） ／1

9 1 C － 5 － ／／ へラ引き条痕　■十 ナ　　　　 丁 ・◆－ －
徴隆 起経 文

状 文 様 ？ －

1 mm 前後の砂粒 と石英、黒雲

母 を多く含む

にぷい黄橙色

（10 Y R　 7 ／3 ）

にぷい黄程 色

（10 Y R　 7 ／3 ） ／／ 風化 が 激 し い

9 2 C － 4 － 頸　 部 ナ　　　　 丁　 ←ト ナ　　　　 デ － 状　文　 様 ？
（きざみ昌あり）

－

1 mm 前後の砂粒 と石英、長石

黒雲母 を含む

に ぷ い 橙 色

（7．5 Y R 7 ／4 ）

に ぷ い 橙 色

（7．5 Y R 7 ／4 ） ／！

9 3 D － 4 － 胴　 部
燃　 糸　 文

ナ　　　 チ
ナ　　　　 丁 ・◆→ －

樅　 糸　 文

洗　　　 練 －
0．5 mm 以下の砂粒 と石英 、長石

黒雲母 を少量含む

浅　 黄　 橙　 色

（10 Y R　 8 ／4 ）

浅　 黄　 橙　 色

（10 Y R　 8 ／4 ）
11

9 4 C － 5 －
頚　 部 ナ　　　　 丁 ・◆十 ナ　　　　 丁 ・◆→ － 沈 線 三 条 －

0．5 mm 以下の砂粒 と長石 、黒雲

母 を含む

に ぷ い 橙 色

（．7．5 Y R 7／4 ）

に ぷ い 橙 色

（7．5 Y R 7 ／4 ）
／／ スス付 着 （外 器面 ）

9 5 C － 4 －
胴　 部 風 化 の 為 不 明

へラナデ 7　 ㌧
ナ　　　　 丁　 ← － － －

0．5 mm 以下の砂粒 と石 英、長石

黒雲母 を含む

に ぷ い 橙 色

（5 Y R　 7／4 ）

に ぷ い 橙 色

（7．5 Y R 7 ／4 ）
／1

9 6 C － 4 － ／／
風 化 の 為 不 明

へ ラナチ ？
ナ　　　　 デ － － －

0．5 mm 以下の砂粒 と石英、長石

黒雲母 （微細 ）を含む

橙　　　　 色

（5 Y R　 7／6 ）

に ぷ い 橙 色

（5 Y R　 7 ／4 ）
／／

9 7 C － 5 － ／J ナ　　　　 チ　 ？ ナ　　　 デ　 ？ － － －
0．5 mm 以下の砂粒を多 く含む、

石英 、果雲母 を少量含む

浅　 黄　 橙　 色

（10 Y R　 8／4 ）

浅 黄　 橙　 色

（10 Y R　 8 ／4 ） ／1

9 8 C － 4 － ／1 ナ　　　　 丁 ・◆－ ナ　　　　 丁 ・◆→ － － －

石英 、長石 、果雲母 を多く含

む

にぷ い 橙 色

（7 ．5 Y R 7／4 ）

にぷ い 橙 色

（7．5 Y R 7 ／4 ） ／／ ススの痕跡（外器面）

9 9 D － 4 － ／／ 押　　　 型 ナ　　　　 チ － 楕 円押 聖文 －
0．1－ 3m m の砂粒 、小石 と長石

石英 （微細 ）、黒雲母 を含む

橙　　　　 色

（5 Y R　 6／6 ）

にぷ い 橙 色

（7．5 Y R 7 ／4 ） ／／

10 0 D － 5 － ／／ 押　　　 型 ナ　　　　 デ　 ／ － 山形押 型文 －
1 m m 前後 の白っぽい砂粒 と石

英を多 く含む

橙　　　　 色

（7 ．5 Y R 6／6 ）

にぷ い 褐 色

（7．5 Y R 5／4 ）
／／

10 1 E － 4 円　 筒 底　 部 ナ　　　　 チ ナ　　　　 デ へ　ラ ナ デ
貝殻腹緑刺突文

（多条）きざみ目 －
0 ．5mm 以下の砂粒 と黒雲母、石

英、長石 を含 む

に ぷ い 橙 色

（5 Y R　 6／4 ）

明　 赤　 褐　 色

（2．5 Y R 5／6 ）
1／

10 2 C － 2 角 筒 ？ ／／ ナ　　　　 チ． ナ　　　　 デ へラケズ り き　 ざ み　目 －
0 ．5mm 以下の砂粒 と黒雲母、石

英、長石 を含 む

にぷい黄程 色

（10 Y R　 7／4 ）

にぷ い 橙 色

（7．5 Y R 7 ／4 ） ／／

10 3 D － 5 円　 筒 ／／ 粂　　　 痕　 ＼ ナ　　　　 丁 ・◆→ 網　 代　 底 － －

0 ．5mm 以下の砂粒 と黒雲母、石

英、長石を多 く含む

浅　 黄　 橙　 色

（7．5 Y R 8 ／4 ）

浅　 黄　 橙　 色

（10 Y R　 8 ／4 ） ！／

10 4 C － 4 － 1／ 丁寧なへラナチ 丁寧なナデ へラ ミかキ － －
0．5mm 以下の砂粒 と果雲母、石

英、長石 を多 く含む
（10 Y R　 6 ／4 ）
底　 部 J天　 色

にぷ い黄程色

（10 Y R　 8／3 ） ／／

1 0 5 C － 4 － ／／ 丁寧なへラナチ ナ　　　　 チ
丁　 寧　 な

へ ラ ナ デ
－ －

0 ．5m m以下の砂粒 と果雲母、石

英、長石を含む

にぷい黄程 色

（10 Y R　 7 ／3 ）

浅　黄　 橙　 色

（10 Y R　 8／3 ）
／／

図面番号 グリッド名 器　 形 器　 部
器　　 面　　 調　　 整 文　　　　 様

胎　　　　　 土
色　　　　　 調

焼　 成 備　　　 考
外　 器　 面 内　 器　 面 （底 面 ） 外 器 面 内 器 面 外 器 面 内 器 面

10 6 C － 5 － 底　 部 へ　ラナデ　 →→ ナ　　　　 丁　 ←ト
へラケズリ

一 部ナ デ
－ －

0．5mm以下の砂粒と黒雲母、石
英、長石を含む

程　　　　 色

（5 Y R　 6／6）

橙　　　　 色

（5 Y R　 6／6）
良　 好

107 C － 5 － 1／ － ナ　　　　 デ　 ？ ナ　　　　 デ － －
1 mm以下の砂粒と黒雲母、石

英、長石を多く含む

橙　　　　 色

（5 Y R　 7／6）

橙　　　　 色
（5 Y R　 6／6） ／／ ススの痕跡（底面）

108 C － 4 － ／／ ナ　　　 デ　 ？ ナ　　　　 デ ナ　　　　 チ － －
石英、長石、黒雲母を多く含

む

明　黄　褐　 色
（10Y R　 6／6）

橙　　　　 色
（7 ．5Y R 6／6）

やや不良 炭化物付着（内器面）

109 C － 4 － ／／ ナ　　　　 デ ナ　　　　 チ　 ？ へラナデ？ － －
石英、長石、黒雲母を多く含

む

にぷい橙 色
（5 Y R　 6／4）

ススのため不明 良　 好 厚く炭化物付着（内器面）

110 D － 4 － ／1 へラナデ ？ ‡ ナ　　　　 丁　 ←ト － － －
石英、長石、黒雲母を多く含
む

淡　 黄　 色
（2．5Y　 8／3）

淡　 黄　 色
（2．5Y　 8／3）

／／ 炭化物付着（内器面）

111 C － 3 － ／／ － ナ　　　　 デ ナ　　　 チ － －
0．1－3mmの砂粒、小石と石英
長石、黒雲母を多く含む

明　赤　褐　 色
（2．5Y R 5／6）

にぷい橙色

（7．5Y R 6／4）
／／
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第Ⅴ章　赤坂遺跡の調　査

第1節　遺跡の立地

赤坂遺跡は，宮崎郡清武町大字木原字赤坂に所在する。

清武川と加江田川に挟まれたところには，丘陵及び台地が西から東へ延びている。その丘陵及び台地問には，清武

川の支流である田上川，熊野川が東流している。田上川と清武川に挟まれた丘陵は，標高70〝7ほどで独立丘陵状を呈

している。この丘陵上には，小面積ながら舌状の台地がある。清武川を望む丘陵の北裾一帯には河岸段丘が発達し，

一方，田上川を望む南裾にも小規模ながら河岸段丘が形成されている。赤坂遺跡は，丘陵の南西裾に形成された河岸

段丘上に立地している。

赤坂遺跡周辺の遺跡は，丘陵東端の舌状台地上に縄文早期の田上遺跡，縄文早期及び平安期の小山尻遺跡，丘陵上

には小山尻石塔群，赤坂遺跡の北150〝1には縄文早期，前期及び平安期の下田畑遺跡がある。また，東流する田上川

沿いには，‾上流に山内石塔群，下流には縄文早期，前期及び平安期の入料遺跡，旧石器～平安期の浦田遺跡，縄文～

平安期の西ノ原遺跡が点在している。赤坂遺跡周辺には，縄文早期，平安期の遺跡が多く存在している。学園都市遺

跡群内においても同時期の遺跡が多く存在し，同遺跡群の一つの特徴と言える。特に平安期の遺跡が多く存在するこ

とは，赤坂遺跡の東の熊野地区が「延喜式」に記された「救麻（クマ）」駅の推定地であり，注目される。

赤坂遺跡は河岸段丘上に立地するが，当遺跡の基本層序は，第一層表土（耕土），第Ⅱ層黒色土，第Ⅲ層砂質褐色

土，第Ⅳ層アカホヤ，第Ⅴ層灰褐色土‥・となっている。第Ⅲ層は2次アカホヤで，赤坂遺跡では第Ⅲ層から縄文後期

～平安期の遺物が，第Ⅴ層で縄文早期の遺物が出土している。

第2節　調査の経過及び概要

赤坂遺跡は，昭和54年の分布調査の際，土師器散布地として確認された・土師器の散布は河岸段丘上の畑の西半に

密な傾向は示すが，ほぼ全域にみられた○調査は，畑全域を対象とし，昭和56年11月19日から昭和57年3月20日まで

実施した。

耕土は重機で除去する。耕土下の黒色土の残りは悪く，調査区北半では，耕土下が砂質褐色土で，河岸段丘の縁辺

にあたる南半に黒色土は残る。遺物は，第Ⅲ層砂質褐色土層で平安時代のへラ切りの土師器坑須恵器を中心に縄文

時代後期及び古墳時代の遺物等が若干出土している0平安時代の遺物は調査区西半に集中し・その部分で古墳時代遺物

が出土している。また，縄文時代後期の遺物は，調査区中央部で出土している。また・第Ⅴ層灰褐色土においては・縄

文早期の遺物が調査区南半で出土している。

遺構は，平安期の掘立柱建物跡2棟，竪穴住居跡1基・縄文早期の集石遺構4基が検出されている。その他・時期

不詳の溝状遺構，土壌，焼土等も検出されている。

第3節　調査の記録

1．縄文時代の遺構と遺物

遺構（第2・3図）

調査区南の第Ⅴ層において，挙大の焼けた角礫が長軸18〝7，短軸9”官の範囲内に厚さ10cmほどの層をなしていた。

礫群の中で特に礫が集中する部分があり，その下部から集石遺構4基が検出されている。集示遺構は・径1〝哺後の

土塊を伴う。土境内には焼けた角礫がつまり，埋土の中には木炭が含まれ・色調は黒褐色を呈している0集石遺構S

I2は，径1．1m，深さ20C7nほどの円形の土塊を伴い，上層に挙大の角礫がつまり・下部に長軸35cm・短軸12cmを最

大とする河原石があり，配石されたものと考えられる。
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遺物（第5・6図）

集石遺構が検出された第Ⅴ層灰褐色土で遺

物が出土している。礫群内では，底部，石銀

等が，その周囲では，撚糸文をもつ寒ノ神式，

押型文土器などが出土している。また，集石

遺構の東13”7では，貝殻文土器がまとまりを

もって出土した。縄文後期の遺物は礫群の北

において出土している。

早期の土器は，第5図1～8，11～13であ

る。1・2は，集石遺構の北西13〝zで出土した

もので，口縁部にへラ様施文具でミミズバレ

状の微隆起線文が施され，その下部に貝殻条

痕文がみられる。3～5は貝殻条痕文土器で3

はヨコナデにより先細りとなっている。12は，

礫群内において出土したものであげ底となっ

ている。

15はキャリバー状の器形で波状口縁をなす。

赤橙色を呈し焼成良好な土器である。文様は

口縁内傾部，波状口縁の項部下位及び胴部中

央部にへラを施文具として，沈線文，刺突

文，連続Ⅴ字文，鋸歯文が施文されている，

16も同様な口縁をなし，文様も類似している

ので同時期のものと推定される。14は15の底

部と思われる。14～16は集石遺構の北で第3

層砂質黄褐色土層で出土したもので県内では

0

』コココ＝土二二二二二二二才

第3図　SI2実測図

縄文時代遺物分布状況図
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類例のない土器である。

17は，沈線文間に刺突文が施文され，後期のものである018・19は晩期と思われるもので19は口縁部に刻目実帯を

もっている。

石器は，石鍍（第6図1～4），磨石（同図5），打製石斧（同図6），磨製石斧（同図8）が出土し，1～6が早期

8は後期のものである。

2．古墳時代の遺物（第6・7図）

古墳時代の遺物が，平安時代の遺物分布内で出土しているが，その量は少なく，また，遺構等は検出されていない。

第7図1～5は，SAl・2問の西端部，平安時代遺物と同レベルの第Ⅲ層砂質褐色土で出土している。1は，口縁

部が外上方にわずかに開き，最大径を胴中上位付近にもつ整形土器である。2・3は高塀で，3は琢下半部がほぼ水

平で口縁部が開く。7は，SEIで出土したもので，刻目突帯をもつ饗の口縁部である。

第6図9の両面に凹みのある軽石製品，10の砥石はこの時期のものと思われる。

3．平安時代の遺構と遺物

遺構（第2・9・10図）

検出された遺構は，竪穴住居跡1基（SAl），掘立柱建物跡2棟（SBl・2），である。掘立柱建物跡の北西2

一念ニー麻2準t∴鳳
くこ⊃

⊂

0　　　　　　　　　　　　　5cm
Ll　－　rli I

く二二二二＞

⊂二二）
第6図　石器実測図（1／3）
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第7図　古墳時代遺物実測図（
「二Il！

0　　　　　　　　　　　　10cm

LL　一　一　一；‾　　　　　　I

間では，西半のプランは確認されていないが，焼土を伴い，土師器杯，聾などを出土する1辺4〃7ほどの竪穴状遺構

も検出されている。

SAl（第9図）

平面形は方形で，長軸3．68間，短軸3．431刀，床面積10．02〝苦，壁高約21cmである。東壁中央部にカマドをもつ。

カマドの本体は住居内にあり，馬締形に白色粘土で築かれている。火床幅は50C7花ほどで床面は5cmほど窪み，多量の

焼土が堆積していた。煙道は住居外にあり，長さ1．5”7，幅0．45叫こ掘られた土境内に白色の粘土で造られている。

煙道の床は東へ向って低くなり，その東端にはスス溜めと考えられる掘り込みをもっ。柱穴は確認されていない。

遺物は，カマド周辺，カマド内及びスス溜め部で出土している。カマドの南70cmのところでは，内底に「大」の字

がへラ書きされた土師器杯が出土している。

SBl（第10図）

調査区西の北縁で検出された。3間×2問の掘立柱建物で，規模は，5．18〝7×3．63mを有し，棟方向はNl15．5。

Eである。柱穴の径は50cm～85C恥深さ40～85cmの間である。柱穴は第Ⅲ層砂質褐色土層面で確認され，柱穴の哩土

は，上部が硬質の暗褐色土，下部で黄褐色土となっている。東梁問中央のP9から40cmほど離れたところに，長径約80

cm，短径65cmの楕円状を呈する焼土がみられた。焼土は，硬質の黄褐色土を床面とする土塊内に3層にわたって推積

している。

遺物は・P6から須恵器片（第15図102）が出土しているが，この須恵器片は，南14”舵位置するSAl出土の

ものと接合している。また，P5・P7からは土盛が出土し，焼土内からは土師器片が出土している。

SB2（第10図）

SBlの南約2・8”ウの位置で検出された。3問×2間の掘立柱建物で，規模は5．37”7×3．52”7を有し，棟方向は

Nl160Eである。柱穴の径は50cm～75cm，深さは45cm～85cmの間である。

遺物（第11～15図）

出土した遺物は，土師器，須恵器，緑粕陶器，土錘などが出土している。

整形土器は，口縁部が内攣ぎみに立ち上がる第11図2・3以外は，口縁部が「く」の字形に大きく外反している。
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「く」の字形に外反する賓は，口径より20cmを境に2つに大別され，また，休部より，口縁部に最大径をもつもの

（9，10，12，27，28，等）口縁部径と休部最大径が同じもの（1，11・22等），最大径を休部にもつもの（5，15，23，

31等）の3つに分類される。杯は，いづれも底部へラ切りで，高台のつくものが数点ある。杯の法量は，大部分が口径

13C恥器高4cm前後におさまる。皿は，口径14cm前後のものと13C前後のものがあり，68は高台付皿である。70～75

は内黒土師器である。体部は内攣して立ち上がり，調整はへラミガキである。76～83は布痕土器で口縁端部は外傾し，

口径は15cm前後である。84は緑粕陶器で休部径9cmを測る0

85～112は須恵器である。器種は，杯，聾，壷などがあるが，その量は少ない。87～89は杯で口縁部がわずかに外

反する。96は大聾の口縁部でへラ措による波状文がみられる。

4．そ　の　他

時期不詳ではあるが，調査区東西で溝状遺構3条（SEl～3）及び士魂などが検出されている。SElは，調査

区の西縁を南北方向にほぼ直線をなして走る溝で，断面逆台形状をなし，上幅1・3〝2～1・5”7，底幅30cmほどを測る0

溝の掘られた第Ⅲ層は砂質の軟弱な土質であり，溝の断面形から，本来は上幅50cmほどの断面「U」字形の断面をも

っ溝でなかったかと推測される。溝の埋土は，黄灰色の砂層などがレンズ状堆積しており，自然埋土であることを示

している。遺物は，古墳時代の刻目突帯をもつ賓の口縁部，土師器杯などが出土している。

sE2は，調査区の東をほぼ南北に走る溝で，断面「U」字形をなし，上幅80cm，底幅30cmほどを測る。溝の底面

のレベルは南へ急な傾斜となっている。溝の南端付近の埋土は，下部に鉄分の薄い層を数層含む砂層があり，この砂

層から磨滅の著しい須恵器片が出土しているo SElでみられた黄灰色の砂層は，溝北部においてレンズ状に堆積し

ている。

土壌は，調査区の西で5基検出している○径11乃～1・5鴫測る。土塊内から土器等は出土していない，竪穴住居

跡の西6”官で検出された土壌は径1・1〝昔，深さ約15cmである。土境内からは多量の木炭が出土している。



a：粘土

a′：わずかに粘土を含む褐色土

a〝：粘土（aよりわずかに粘土分が少ない）

b：ススを含む赤褐色焼土

b′：淡褐色焼土

b〝：赤褐色焼土

b〝′：明褐色土塊を含む赤褐色焼土

C：黒褐色スス

d：赤褐色土（スス，灰？）

LeveJ25，500m

I：アカホヤを含む軟質褐色土

Ⅱ：暗褐色土（やや硬い）

Ⅲ：やや硬質の褐色土

Ⅳ：軟質暗褐色土

Ⅴ：硬質灰褐色土

Ⅵ：硬質褐色土

第9図　SAl　実測図
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I：赤褐色土

Ⅱ：暗褐色土

Ⅲ：淡赤褐色土
Ⅳ：硬質黄褐色土

Ⅴ：硬質黄褐色土

第10図　SBl．2　実測図
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第11図　平安時代遺物実測図
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第14図　平安時代遺物実測図（1／3）
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第4節　まとめ

赤坂遺跡の調査により検

出された遺構は，縄文早期

の集石遺構及び礫群，平安

時代の掘立柱建物跡，竪穴

住居跡である。遺物は，こ

の遺構に伴うものの他，縄

文後期及び古墳初頭の遺物

等が出土している。

集石遺構に伴う遺物は，

山形押型文，撚糸文をもっ

塞ノ神式が出土しているの

i l　題　1l i l

第16図　SEl　土層実測図

I：砂混灰黒色土

Ⅱ：黄灰色砂層

Ⅶ：やや褐色昧おびる黒色土

Ⅳ：褐色土を含む暗黒褐色土

Ⅴ：褐色土

Ⅵ：黒褐色土（黒色土混，半々）

Ⅶ：砂質褐色土（自然層）

Ⅷ：灰褐色土（自然層）

で，集石遺構は縄文早期後半のものと推定される。この他集石遺構が検出された第Ⅴ層の灰褐色土層で集石遺構の

南東13〝月まどの位置で口唇部に刻みをもち，口縁部にミミズバレ状の微隆起線文，その下部に貝殻条痕文をもつ土器
（1）

が出土している。県内でこれに類似する資料は，清武町若宮田遺跡で押型文，吉田式，貝殻条痕文の塞ノ神式ととも

に出土している。若宮田出土の土器は，内面の調整に貝殻を使閂し，ミミズバレ状微隆起線文は貼り付けであるなど手

法は異なるが，口唇部や胴部の文様及び文様帯は類似している。赤坂遺跡出土の土器は，当遺跡の第Ⅴ層灰褐色土層

で早期のその他の時期の土器が出土していないので，縄文早期後半のものと考えられる。

集石遺構は，長径18叫まどの楕円状に分布する礫群の下部から検出され　その周囲からは検出されていない。礫群
（2）　　　　　　　　　　（3）

下において集石遺構の検出例は　新富町藤掛遺跡　田野町芳ケ迫第1遺跡などである。集石遺構は，礫群を伴わない

ものも県内各地で発見されているが，面的に調査された例をみると　これらはいくつかにグルーピングができる。芳

ケ迫第1遺跡では　礫群が4群検出され，そのうちの1群からは集石遺構が検出され，また，礫群の周囲からも集石

遺構が検出されている。その中で集石遺構の分布が粗になる地区においては土器やチップが多数出土しており　赤坂

遺跡で見られる集石遺構とその東13〝Zほどでの土器の出土状態に似ている。こうした例は　まだ少ないが，集石遺構

の使用空間と日常の生活空間とは区分されていたとも考えられる。

平安時代の遺構に伴う遺物は，須恵器，土師器，緑粕陶器が出土している。須恵器は聾，壷，杯などが出土し，壷

は肩の張らないタイプで，底部は端部が広がる高台付ものか出土している。土師器には，聾，杯，皿などあり，杯は
（4）

全て底部切り離し手法がへラ切りで，皿は太宰府出土の9～10世紀の高台付皿に類似している。賓は，口縁部が内攣ぎ

みに立ち上がるものや「く」の字形に外反あるい屈曲するものがある。口径より小型と中型に分類され，また休部の張

りによっても細分ができる。聾にみられる形態差は，単に賓のバリエーションなか時期差を示すものなのかは即断でき

ないが，赤坂遺跡出土の平安期の遺物は，平安中ごろとみて大過ないだろうと思われる。

掘立柱建物は3間×2間のものが2棟検出されている。この2棟の規模は，5．2〝zX3．6刑で棟方向も同じ方向である

ことから、併存していたものと思われる。SBlの東半には，中央が窪む焼土がみられたが，このような例は，赤坂

遺跡の北150〝官に位置する下田畑遺跡でもみられ，焼土はSBlに伴うものと考えられる。

調査区の東西で検出された溝状遺構からは　古墳時代の刻目突苗をもつ頸部や，土師器，須恵器が出土している。

溝の埋土の上層にのる黄灰色の砂層は，15世紀後半，文明期の火山灰と言われる。この砂層は，堂地東遺跡でも溝状

遺構の埋土でみられ，砂層の上の層からは，備前第Ⅴ期の摺鉢が出土している。溝状遺構の時期については，砂層の

存在から，平安期まで上げることは困難である。
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表1　土器観察表

図 面 番 号 遺 物 番 号 器 形 器　 部

器　　　 面　　　 調　　　 整 文　　　　　 様

胎　　　　　　 土

色　　　　　 調

焼 成 備　　　　　 考

外　 器　 面 内　 器　 面 （底　 面 ） 外　 器　 面 内 器 面 外 器 面 内 器 面

第 5 凶 1 深 鉢
口 緑 ～

貝 殻 条 痕 文 ナ　　 デ
口 唇 部 ， 刻 み 1 ～ 2 m m の 石 英 と ， 1 ～ 3 橙 に ぷ い 褐 色

良 好
外 ， ス ス 付 着

胴　 部 胴 部 ， ミ ミ ズ ば れ 突 帯 m の 雲 母 ・ 砂 粒 を 含 む （ 7 ．5 Y R ％ ） （ 7 ．5 Y R ％ ） 径 ， 復 元

／／ 2 ・ケ 〃 貝 殻 条 痕 文 板 状 ナ デ
口 唇 部 ， 刻 み

胴 部 ，ミ ミ ズ ば れ 突 帯

1 ～ 2 m の 石 英 と ， 1 へ一 3

m の 雲 母 ・ 砂 粒 を 含 む

橙

（ 7 ．5 Y R ％ ）

に ぷ い 褐 色

（ 7 ．5 Y R タ首） ケ 径 ， 復 元

／／ 3 ・ケ 口 緑 部 貝 殻 条 痕 横 方 向 へ ラ ナ デ
1 ～ 2 m m の 雲 母 （金 ） ・石 英

・ 長 石 を 含 む

に ぷ い 褐 色

（ 7 ．5 Y R ％ ）

に ぷ い 黄 橙

（1 0 Y R ％ ） ク

／／ 4 ク 胴　 部 貝 殻 条 痕 ナ　　 デ 1 ～ 2 m m の 砂 粒 を 含 む
橙

（ 7 ．5 Y R ％ ）

に ぷ い 黄 橙

（1 0 Y R ％ ）
ク

／／ 5 ク 口 縁 部 ヨ コ ナ デ
口 唇 部 ， ヘ ラ 刻 み

口稼 部 ，斜 方 向 に 沈 毅

1 m 前 後 の 石 英 ・雲 母 片

（黒 ） を 含 む

明　 赤 褐　 色

（5 Y R ％ ）

明　 褐　 色

（ 7 ．5 Y R ％ ）
〃

／／ 6 ク ク ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ
1 ～ 3 m m の 長 石 と 砂 粒 を 含

む

に ぷ い 赤 褐 色

（5 Y R ％ ）

に ぷ い 赤 褐 色

（5 Y R ％ ）
ク

／／ 7 〃 ・ケ ナ　　 デ ナ　　 デ 山 型 押 型 文
1 ～ 2 m 程 度 の 石 英 ・雲 母

（黒 ） を 含 む

に ぷ い 黄 橙

（1 0 Y R ％ ）

に ぷ い 黄 橙

（1 0 Y R ％ ）
〃

／／

°

8 〃 胴　 部
ヨ コ ナ デ

斜 方 向 に 板 状 ケ ズ リ
山 型 押 型 文

1 ～ 2 m m の 石 英 ・雲 母 片 （黒 ）

1 ～ 6 m m の 長 石 を 多 く 含 む

に ぶ ・い 責 橙
（1 0 Y R ガ ）

拇
（ 7．5 Y R ％ ）

に ぷ い 黄 橙

（1 0 Y R ％ ） ・ケ

／／ 9 ケ ク 貝 殻 条 痕 風 化 の 為 不 明
1 m m 前 後 の 石 英 と ， 2 ～ 7

m 前 後 の 砂 粒 を 含 む

に　 ぷ　 い　 橙

（ 7 ．5 Y R ガ ）

に　 ぷ　 い　 橙

（ 7 ．5 Y R ％ ） ク

／／ 1 0 〃 ク ヨ コ ナ デ 浅 い 細 洗 練 1 ～ 2 m m の 砂 粒 を 含 む
黄　　　　 橙

（ 7 ．5 Y R ％ ）

黄　　　　 橙

（ 7 ．5 Y R ％ ）
ケ

／／ 1 1 ・ケ 〃

横 に 細 洗 練

斜 方 向 に 浅 洗 練
風 化 の 為 不 明

横 に 細 法 線

斜 方 向 に 浅 洗 練
1 ～ 2 m m の 石 英 を 多 く 含 む

に ぷ い 黄 橙

（1 0 Y R ％ ）

に ぷ い 黄 橙

（1 0 Y R ％ ）
ク

／／ 1 2 ク 底　 部 横 方 向 の ケ ズ リ 横 方 向 の ケ ズ リ 横 方 向 の ケ ズ リ
1 ～ 2 m の 雲 母 （金 ） ・石 英

多 く 含 む

に　 ぷ　 い　 橙

（ 7 ．5 Y R タ1 ）

に　 ぷ　 い　 橙

（ 7 ．5 Y R タ1 ）
4′

／／ 1 3 4′ 〃 ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ 風 化 の 為 不 明 1 ～ 2 m の 石 英 多 く 含 む
橙

（5 Y R ％ ）

橙

（5 Y R タ首）
ク 径 ， 復 元

／／ 1 4 ク ・ケ 風 化 の 為 不 明 ナ　　 デ ナ　　 デ

を少 し含 む

明　 赤　 褐　 色

（5 Y R ％ ）

明　 赤　 褐　 色

（5 Y R ％ ）
〃

／1 1 5 ク

口 緑 ～

胴　 部
板 状 ナ デ 板 状 ナ デ 洗 練 ， 刺 突 文

に ぷ い 赤 褐 色

（ 2 ．5 Y R ％ ）

に ぷ い 赤 褐 色

（ 2 ．5 Y R ％ ）
ケ

／1 1 6 ′シ
口 縁 部 ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ

口 縁 上 位 に 沈 線 と 山

型 沈 線

1 m m前 後 の 石 英 ・雲 母 （黒 ） ，

砂 粒 を含 む

に ぷ い 褐 色

（ 7 ．5 Y R ％ ）

に ぷ い 赤 褐 色

（ 5 Y R ％ ）
〃

／／ 1 7 〃 ク ヨ コ ナ デ 沈 線 と 刺 突 文
1 m m 前 後 の 石 英 を 多 く と ，

雲 母 （黒 ）を 少 し 含 む

に ぷ い 黄 橙

（1 0 Y R ％ ）

に ぷ い 黄 橙

（1 0 Y R ％ ）
一ケ 外 ， 一 部 分 ス ス 付 着

／1 1 8 ・ケ

口 緑 ～

胴　 部
ナ　　 デ

胴 部 ヨ コ ナ デ

0 ．5 ～ h Im 前 後 の 砂 粒 を 含 む 明　 褐　 色

（ 7 ．5 Y R ％ ）

明　 褐　 色

（ 7 ．5 Y R ％ ） ク 外 ， ス ス 付 着

／／ 1 9 イ′ 口 緑 部
口 唇 部 ナ デ

口 緑 部 へ ラ ナ デ

ヘ ラ ナ デ （ケ ズ リ 風 ） 突　　 帯
1 m 前 後 の 石 英 を 多 く ， 雲

母 （黒 ）を 少 し 含 む

浅　 黄　 橙

（1 0 Y R タ1 ）

褐　　　　 灰

（1 0 Y R タで） ク

図 面 番 号 遺 構 名 遺 物 番 号 器　 種
調　　　　　　　　　　　　　　　　　 整

焼　 成
色　　　　　　　 調

胎　　　　 主 ．備　　　　 考
外　　　　　　　　　 面 内　　　　　　　　　 面 外　　　 面 内　　　 面

第 7 図 1 聾 風 化 が著 し く調 整 不明 風 化 が著 し く調 整 不 明 良　 好
口維 郵
貯 振 ・S Y R ％－

椎 （5 Y R ％）

橙

（5 Y R ％ ） 2 ～ 3 mm の砂 粒 多含 外 面胴 部ス ス付 着

／J 2 高　 林 一 部 ミガ キ （風 化 ） ナ デ （風 化） ／／
に ぷ い 貴橙
（1 0 Y R ％ ）

にぷ い黄 橙

（10 Y R ％ ）

0 ．h m 前後 の砂粒 を含 む

石英 ．黒 雲母 を含 む

／／ 3 ／／ 風 化 が著 し く調 整 不 明 風 化 著 し く調整 不 明

埠 底 部 に ミガ キ痕 ／／
に ぷ い橙

（7 ．5 Y R ％）

にぷ い黄 橙

（7 ．5 Y R ％ ） 1 ～ 6 mm の砂 粒 を含む

／／ 4 ミニチュア
土　 器 ナ デ ナ デ J／

橙

（7 ．5 Y R ％ ）

橙

（7 ．5 Y R ％ ） 2 mm の砂 粒 を含む

J／ 5 lJ
ナ デ

底部 指 押 え
風 化著 しく調 整 不明 や や 良

黄　 橙

（7 ．5 Y R ％）

音　 程

（7 ．5Y R ％ ） 1 ～ 3 mm 大の砂 粒 を含 む

／／ 6 高　 埠 ナデ ナ デ 良　 好
橙

（5 Y R ％）

橙

（5 Y R ％）

0．h 皿の砂 粒 含む

黒雲母 ，石 英 を含 む

／／ 7 聾 ナ デ ナ デ
J／

にぷ い橙

（7 ．5 Y R ％ ）

浅 黄 橙

（1 0 Y R ％ ）

1 － 2 m m の砂粒 を含 む

黒 雲母 ．石 英 を含む
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図面番号 遺 構 名 遺物番 号 器　 種
調　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 整

焼　 成
色　　　　　　　 調

胎　　　　　 土 備　　　　 考

外　　　　　　　　　 面 内　　　　　　　　　 面 外　　　 面 内　　　 面

第 1 1 凶 1 鉢 良　 好
橙（2．5 Y R ％） 橙

2～ 1仇皿の砂粒を含む頓　 部…ヨコナデ 灰裾（7．5Y R ％） （2．5 Y R ％）

／／ 2 褒 ／／
橙 橙

1 ～1伽皿の砂粒多含 径 ・復元（7 ．5 Y R ％） （7．5 Y R ％）

／／ 3 ／／

口綾部 口綾部　 ヨコナデ
不　 良

にぷい橙 にぷい橙

3 ～ 5 m mの砂粒多含

4 と同一個体
l　 ‥・ヨコナテ′

胴　 部
l （5 Y R タ1 ） （5 Y R タイ） 外面胴部スス付着

／／ 4 ／J

胴　 部 胴　 部… ヨコナデ
やや不良

橙 橙

3 － 6 m 血の砂粒多含

3 と同一個体
l ・‥ヨコナテ’

底　 部 底　 部…指頭庄 （7 ．5 Y R ％） （7．5 Y R ％） 内面底部 スス付着

／1 5 Jl ヨコナデ
口綾部～頚 部…ヨコナデ

胴　 部…ナデ
良　 好

にぷい黄橙

（10 Y R ％）

にぷい橙

（5 Y R タイ） 1 ～ 4 m mの砂粒を含む 径 ・復元

／／ 6 ／J ナデ ナデ やや不良
にぷい橙

（5 Y R ％）

にぷい橙

（5 Y R ％） 2 ～ 6 m mの砂粒多含 径 ・復元

／／ 7 11 ナデ
口 縁 部… ヨコナデ

頸部以下…ヘラ削 り （＼）
良　 好

黄　 橙

（10 Y R ％）

黄　 橙

（1 0 Y R タ石） 0．5～ 3 m mの砂粒を含む 径 ・復元

／／ S A l 8 ／1 ヨコナデ
口綾部… ヨコナデ

頸部以下…ヘラ削 り l／
にぷ い橙

（7．5 Y R ％）

橙

（5 Y R ％）

1－ 4 m m の砂粒を含む

黒雲母 ・石英含む 径 ・復元

／／ 9 JJ ヨコナデ
口縁部‥＿・ヨコナデ

頚部～胴部…パケ目，一部 ヨコナデ ／／
にぷ い橙

（7．5 Y R ％）

にぷい橙

（7 ．5Y R ％） 0．5～ 3．5 m皿の砂粒を含む 径 ・復元

／／ 10 ／／
口縁 部…ヨコナデ 口綾部～頚部… ヨコナデ

／／
明　 褐 にぷ い黄橙

0．5～ 5 m mの砂粒を含む

外面一部 スス付着

胴　 部・‥貝殻 条痕 胴　 部…ヘ ラ削 り （†） （10 Y R ％） （10 Y R タ1） 径 ・復元

1／ S A l 1 1 ／／
口 綾 部… ナデ 口 緑 部… クシ目

J／
淡　 黄 淡　 黄 1～ 2 mm の砂粒を含む

径 ・復元頚 部以下… クシ目 頸部以下 ‥ヘ ラ削 り （＼） （2．5 Y R タ1 ） （2．5 Y R ％） 長石含む

／J 1 2 ／／ ヨコナデ ナデ J／
にぷい褐
（7．5 Y R タ4 ）

にぷ い禍

（7．5 Y R ％） 2－ 3 mm の砂粒 を含む 径 ・復元

／／ 1 3 Jl ナデ ナデ JJ
にぷい黄橙

（10 Y R ％）

にぷ い貴橙

（10 Y R ％） 1～ 3 m皿の砂粒 多含 径 ・復 元

／J 14 JJ ナデ ナデ ／J
・橙

（5 Y R ％）

橙

（5 Y R ％） 1 mm 前後の砂粒 を含む 径 ・復元

／1 1 5 ／J ヨコナデ ヨコナデ J／
赤　 橙

（10 R タ‘）

橙

（7．5 Y R ％） 1～ 4 mm の砂粒 を含む 径 ・復元

／／ 1 6 ／1 ヨコナデ
口 縁 部…パ ケ目の ちナデ

頸 部以下…ヘ ラ削 り （†） J／
にぷい貴橙

（1 0 Y R ％）

にぷ い黄橙

（10 Y R ％） 0．5～ 3 m 皿の砂粒を含む

内面頚部 スス付 着

径 ・復元

第 1 2 凶 S A l 2 2 ／／ ヨコナデ
口縁部～頚部… ヨコナデ

胴　 部… ヘラ削 り （†） J／
橙

（5 Y R ％）

橙

（5 Y R ％） 0．5～ 5 m 皿の砂粒多含

J／ 2 3 ／／
口 綾 部… ヨコナデ

頸部以下…パケ目 ・貝殻 条痕
ヨコナデ ／1 l l

0 ．5 ～ 7 m 皿の砂粒を含む 径 ・復元

／／ S A l 2 4 ／／
口 緑 部… ヨコナデ

頚部以下…パケ目
ヨコナデ ／J

橙

（7．5 Y R ％）

橙
（7．5 Y R ％） 0．5－ 6 m m の砂粒多含 径 ・復元

／／ 2 5 ／／ ヨコナデ ヨコナデ やや不良
黄　 橙

（1 0 Y R ％）

音　 程
（10 Y R ％） 0．5～ 3 m m の砂粒多含 径 ・復元

／／ 2 6 1／ ヨコナデ
口 緑 部… ヨコナデ

頸 部以下… ヘラ削 り （†）
良　 好

にぷい橙

（5 Y R ％）

にぷ い橙

（5 Y R ％） 0．5－ 3 m m の砂粒を含む 径 ・復元

図面番 号 遺 構 名 遺物番号 器　 種

調　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 整
焼　 成

色　　　　　　　 調
胎　　　　　 土 備　　　　 考

外　　　　　　　　　 面 内　　　　　　　　　 面 外　　　 面 内　　　 面

第 1 2 図 2 7 聾 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好
橙

（5 Y R ％）

橙

（5 Y R ％） 1～ 5 mm の砂粒 多含 径 ・復元

／／ 2 8 Jl ナデ パケ目 やや不良
浅 黄橙

（7．5 Y R タイ）

浅黄橙

（7．5 Y R ％） 0．5～ 5 m 皿の砂粒多含 径 ・復元

／／ 2 9 ／J ナデ
口 縁 部… ヨコナデ

頸 部以下… ナデ ・指頭庄 ／／
橙

（5 Y R ％）

橙

（5 Y R ％） 1～ 3皿の砂粒多含 径 ・復元

／／ 3 0 ／1 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好 l l 1 － 4 mm の砂粒多含

スス付着

径 ・復元

／／ 3 1 J／ ナデ
口 縁 部… ナデ

頚 部以下… ヘラ削 り （＼）
やや不良

橙

（2 ．5 Y R ％）

灰　 白
（10 Y 昇） 3 － 6 mm の砂粒を含む 径 ・復元

／／ 32 J／ ヨコナデ
口 縁 部… パケ目のちナデ

頸 部以下… ナデ ／／
浅黄橙

（7 ．5 Y R タイ）

浅 黄橙

（7．5 Y R タイ） 1 － 3 m mの砂粒多含 径 ・復元

／／ 3 3 JJ
口 緑 部… クシ目 良　 好

にぷ い黄橙 にぷ い黄橙

1 mm 前後の砂粒含む 径 ・復元頓　 部… ナ丁
肩　 部・‥パ ケ目

頸 部以下 …ヨコナデ （10 Y R ％） （10 Y R ％）

／1 3 4 J／ ヨコナデ クシ甲 ／／
浅黄橙

（7 ．5 Y R ％）

にぷい橙

（7．5 Y R ％） 3 ～ 5 m皿の砂粒を含む 径 ・復元

／／ 3 5 1／ ヨコナデ ヨコナデ やや良
橙

（7 ．5 Y R ％）

橙

（7．5 Y R ％） 1 ～ 2 mm の砂粒多含 径 ・復元

／1 36 11 ヨコナデ ヨコナデ 良　 好
淡　 黄

（2．5 Y　 ％）

淡　 黄

（2．5 Y タ1） 2 ～ 3 mm の砂粒多含

外面口稼部スス付着

径 ・復元

／／ 37 ／J ヨコナデ ナデ やや良
浅黄橙

（7．5Y R タイ）

浅 黄橙

（7．5 Y R ％） 0．5～ 3 m血の砂粒多含 径 ・復元

第 1 3 図 76 布痕土器 布 目 指押 え 良　 好
橙

（5 Y R ％）

橙

（5 Y R ％） 7 ～ 8 m mの砂粒を含む 径 ・復元 ．

／／ 77 ／1 布 目 （風化） 指押 え （一部分剥離） JJ
橙

（5 Y R ％）

橙

（5 Y R ％） 0．も皿の細砂粒を含む 径 ・復元

／1 78 ／／ 布目 指押 え J／
橙

（5 Y R ％）

橙

（5 Y R ％） 3 － 6Ⅲnの砂粒少含 径 ・復元

J／ 79 ／J 布目 指押 え （風化） JJ
橙

（5 Y R ％）

橙

（5 Y R ％）

黒雲母．長石，石英 を含む

1～ 5ロ皿の砂粒を含む

／／ 80 1／

J
布目 指押 え ／／

橙

（5 Y R ％）

橙

（5 Y R ％） 0．5～ 6 mm の砂粒を含む

／／ 8 1 ／／ 布目 指押 え J／
橙

（5 Y R ％）

橙

（5 Y R ％） 1～ 4 mm の砂粒 を含む

／1 8 2 ／／ 布目 指押 え ／／
橙

（7．5 Y R ％）

にぷ い橙

（5 Y R ％）

1－ 3 mm の砂粒 を含む

黒雲母 を含む

／／ 8 3 ／／ 布目 （風化） 指押 え （風化） J／
橙

（7．5 Y R ％）

橙

（5 Y R ％） 1～ 5 mm の砂粒を含む

第 1 4 図 9 2 てaf宝E
口緑部・‥ヨコナデ

頸　 部… タタキ
口縁部・‥ヨコナデ JJ

灰　 責
（2．5 Y タイ）

灰　 黄
（2．5 Y ％）

／／ 9 3 ／1 口綾部… ヨコナデ部分的に平行 夕タキ 口綾部… ヨコナデ やや不良
黄　 灰

（2．5 Y R ％）

浅黄（5 Y R ％）

灰（5 Y R タで）
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図面番号 遺 構 名 遺物番号 器　 種
調　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 整

焼　 成
色　　　　　　　 調

胎　　　　　 土 備　　　　 考
外　　　　　　　　　 面 内　　　　　　　　　 面 外　　　 面 内　　　 面

第 14 図 94 ・出．電 口縁部… ヨコナデ 口緑部… ヨコナデ やや不良 口緑部は
浅　 黄

（2．5 Y R ％）

／／ 9 5 ！／
口縁部… ヨコナデ 口縁部… ヨコナデ

良　 好
灰　 色 灰　 黄

頚　 部… 平行 タタキ 頸　 部…同心円 タタキ部分的ナデ消 （N タ石） （2．5 Y ㌫）

／／ 9 6 1／ 口綾部‥・ヨコナデ 口縁部‥・ヨコナデ ／J
灰　 黄

（2．5 Y ％）

灰　 黄

（2．5 Y ％）

一条！突帯
一条の披ズ犬文
自然】紬

／／ 9 7 Jl
頸　 部… ヨコナデ 頸　 部… ヨコナデ 不　 良 橙 l 橙
胴　 部…斜方向の平行 夕タキ 胴　 部… ヨコナデ部分的 に斜方向のナデ （7．5Y R ％） （7．5 Y R ％）

1／ 9 8 褒 頚　 部… ヨコナデ 頚　 部… ヨコナデ
良　 好 灰　 竜 灰　 黄

胴　 部…格子 目タタキ 胴　 部…同心円 タタキ （2．5 Y ％） （2．5 Y ％）

1／ 9 9 1こtr
頸　 部… ヨコナデ 頸　 部… ヨコナデ

／1
黄　 灰 黄　 灰

璽 胴　 部…細かい格子目 タタキ 胴　 部…同心円 夕タキ （2．5 Y 舛） （2．5 Y 舛）

／1 10 0 聾 胴　 部…細かい格子 目 タタキ 胴　 部…同心円 タタキ ／／
灰　 黄

（2．5 Y ％）

黄　 灰

（2 ．5 Y 舛）

第 1 5 図 東溝砂 層 10 1 ／／ 胴　 部…細かい格子 目 タタキ 胴　 部…平行 タタキの後部分的にナデ JJ
黄　 灰

（2．5 Y R ％）

黄　 灰

（2 ．5 Y R 昇）

／／ 10 2 ／／ 胴　 部…細かい格子目 タタキ 胴　 部…平行 タタキの後部分的 にナデ J／
灰黄褐

（10 Y R ％）

黄　 灰

（2 ．5 Y タ1 ）

／／ 10 3 ／／ 胴　 部…細 かい格子 目タタキの後部分的

にナデ
胴　 部… 同心円タタキ ／J

にぷ い黄橙
（10 Y R ％）

にぷい黄橙
（1 0 Y R ％）

／／ 10 4 J／ 胴　 部…平行 タタキの後 ナデ 胴　 部・‥同心円 タタキの後部分的にナデ ／／
黄　 灰

（2．5 Y 昇）

黄　 灰

（2．5 Y ライ）

／／ 東溝砂 層 10 5 ／！ 胴　 部…細かい格子 目タタキ 胴　 部… 同心円タタキの後ナデ やや不良
黄　 灰

（2．5 Y R タイ）

黄　 灰

（2．5 Y R タイ）

／／ ／J 10 6 ／／ 胴　 部…細かい格子目 タタ‘キ 胴　 部…平行 タタキ ／／ l
明青梅（10Y R ，幻

l

／／ 10 7 ／／ 胴　 部・‥平行 タタキ 胴　 部‥・平行 タタキ 良　 好
貴　店（2．5Y 狛

l
黄　 灰

（2．5 Y 昇）

／／ 108 ＝白．
胴　 部… ヨコナデ 胴　 部… ヨコナデ

／／ 「＋」印のヘラ記号’蛋E 底　 部… ナデ 底　 部… ヨコナデの後 ナデ仕上げ

／／ S A l 10 9 ／J
胴　 部… ヨコナデ

底　 部…剥離 ・ナデか
ヨコナデ 不　 良

淡　 黄

（2．5Y ％）

淡　 黄

（2．5 Y ％）

／／ 11 0 聾 底　 部…平行タタキ 底　 部…同心円 夕タキの後部分的 にナデ ／／
橙

（5 Y R ％）
橙

（5 Y R ％）

／／ 11 1 ・こjこr′互E
胴　 部… ヨコナデ

底　 部…ナデ
ヨコナデ 良　 好 オリーブ灰

（2．5 G Y ％）
灰　 黄

（2．5 Y ％）

呈然警

ひず．み著 しい

／／ 11 2 ／／
口綾部… ヨコナデ 口縁部… ヨコナデ

やや不良
音　 程

胴　 部… ヨコナデ 胴　 部‥・ヨコナデ （1 0 Y R ％）

図面番号 N o 遺　　 構 器　　 種
法　　　　　 量 色　　　　　 調

胎　　　　　　 土 焼　 成
調　　　　　 整

備　　　　　　　　　　　　　 考
口　 径 底　 径 器　 高 内　　 面 外　　 面 内　 面 外　 面

第 14 図 8 9
高 台 付

須 恵 器
0m

14 ．5
0m

7 ．6
qm

4 ．7
灰　　　　 黄

（2．5 Y ％）

灰　　　　 黄

（ 2．5 Y タ首）
精　　 良 良　 好 ヨ　コ　ナ デ ヨ　コ　ナ デ 径，復元

／／ 9 0 須恵器士不 14 ．5
に ぷ い黄 橙
（1 0 Y R ％ ）

暗　　 赤　　 褐
（5 Y R タi）

1 2 ．5 Y 井戸 〃 ケ 〃 ケ ク

／／ 91
高 台 付

須 恵 器
9．2

黒

（2．5 Y タr）

に ぷ い黄 橙

（1 0 Y R ％） ク ク ヘ ラミガキ ク ク

－123－



図 面 番 号 N o 遺　　 構 器　　 種

法　　　　　 皇 色　　　　　 調

胎　　　　　　　 土 焼　 成

調　　　　　 整

備　　　　　　　　　　　　　 考

口　 径 底　 径 器　 高 内　　 面 外　　 面 内　 面 外　 面

第 12 図 38 土不 qm

1 3 ．4

q m

6 ．6

q m

4

に　 ぷ　 い　 橙

（5 Y R ％ ）

に　 ぷ　 い　 橙

（5 Y R ％ ）
0 ．5 m m 以 下 の 石 英 多 含 良　 好 ヨ　 コ　 ナ デ ヨ　 コ　 ナ デ ヘ ラ 切 り

／／ 3 9 ・ケ 1 2 ．8 6 ．8 4 ．15

橙

（5 Y R タ首）

橙

（5 Y R タ首）

0 ．5m m 以 下 の 石 英 ・雲 母

（黒 ） ’多 含 ク ク 風　　　 化 底 部 内 面 に 「大 」の ヘ ラ ガ キ　　　　　 ク

／1 4 0 一ケ 13 ．5 7 ．8 4 ．4
に　 ぷ　 い　 橙

（5 Y R タ1）

に　 ぷ　 い　 橙

（ 5 Y R タイ）

0 ．5 ～ 1 m m以 下 の 石 英 多 含

1 ～ 2 m の 砂 粒 少 含
ケ ・ケ ヨ　 コ　 ナ デ 径 ， 復 元　　　　　　　　　　　　　　 ヶ

第 1 3 図 4 1 ク 7 ．2
淡　 赤　 橙 淡　 赤　 橙 0 ．5m m 以 下 の 石 英 ・雲 母

一ケ ナ　　　　 丁 ナ　　　　 デ
径 ， 復 元

（ 2 ．5 Y R ％ ） （ 2 ．5 Y R ％ ） （黒 ） を 含 む 内 ・外 黒 変　　　　　　　　　　 〃

／／ 4 2 ・ケ 7 ．05
に　 ぷ　 い　 橙

（ 7 ．5 Y R ％ ）

に　 ぷ　 い　 橙

（ 7 ．5 Y R ％ ）
紳 砂 粒 を 含 む 一ケ ヨ　 コ　 ナ デ ヨ　 コ　 ナ デ 径 ， 復 元

／／ 4 3 ・ケ 9 ．0
に　 ぷ　 い　 橙

（ 7 ．5 Y R ％ ）

に　 ぷ　 い　 橙

（ 7 ．5 Y R ％ ）
0 ．5 ～ 1 m m の 砂 粒 を 含 む ク ク ク 径 ， 復 元　　　　　　　　　　　　 へ ラ 切 り

／／ 4 4 ク 7 ．4
浅　　　　 黄

（ 2 ．5 Y ％ ）

浅　　　　 黄

（ 2 ．5 Y ％ ）
紳 砂 粒 を 含 む ク ク 〃 径 ， 復 元　　　　　　　　　　　　　　　 ヶ

／／ 4 5 ク 6 ．8
灰　　　　 黄

（ 2 ．5 Y R ％ ）

灰　　　　 黄

（ 2 ．5 Y R ％ ）

0 ．5m m 以 下 の 石 英 と 細 砂 粒

を 含 む
一ケ 一ケ ク 径 ， 復 元　　　　　　　　　　　　　　　 〃

／／ 4 6 ケ 8 ．3
黄　　　　 橙

（ 7 ．5 Y R ％ ）

黄　　　　 橙

（ 7 ．5 Y R ％ ）
1 m m 以 下 の 細 砂 粒 を 含 む ク 〃 ク 径 ， 復 元　　　　　　　　　　　　　　 〃

／／ 4 7 ケ 8 ．7
橙

（5 Y R タ‘）

橙

（ 7 ．5 Y R タ首）

0 ．5 ～ 1 m m の 石 英 ・砂 粒 を

多 く 含 む
〃 風　　　 化 風　　　 化 径 ， 復 元　　　　　　　　　　　　　　 〃　 （？ ）

／／ 4 8 ク 8 ．2

に ぷ い 褐 色

（ 7 ．5 Y R ％ ）

に ぷ い 褐 色

（ 7 ．5 Y R ％ ）

1 m m 前 後 の 雲 母 （黒 ） ・ 石 英

を 含 む
ク 一シ ク 径 ， 復 元　　　　　　　　　　　　　　 ヶ　 （？ ）

／／ 4 9 〃 7 ．4

浅　　　　 黄

（ 2 ．5 Y ガ ）

浅　　　　 黄

（ 2 ．5 Y ％ ）

1 m m 以 下 の 石 英 ・雲 母 （黒 ）

を 含 む 〃 〃 〃 径 ， 復 元　　　　　　　　　　　　　　 〃

／／ 5 0 皿 7 ．2

橙

（ll5 Y R ％ ）

橙

（5 Y R ％ ）

1 m m 以 下 の 石 英 ・雲 母 （黒 ）

と 1 ～ 3 m m の 砂 粒 を 含 む
ク ・ケ ク 径 ， 復 元　　　　　　　　　　　　　 風　　 化

／／ 5 1 ・ケ 8 ．6

淡　　　　 黄

（ 2 ．5 Y タイ）

に ぷ い 黄 橙

（1 0 Y R ％ ）
0 ．5 ～ 2 m m の 砂 粒 多 く 含 む ク ヨ　 コ　 ナ デ ヨ　 コ　 ナ デ 径 ， 復 元　　　　　　　　　　　　 へ ラ 切 り （？ ）

／／ 5 2 ケ 7 ．25
橙

（5 Y R タ首）

橙

（5 Y R タ首） 多 く 含 む
〃 風　　　 化 風　　　 化

霊 誓β完 禁　　　　　 へ ラ の

／／ 5 3 坪 12 ．9 7 ．5 4 ．0
黄　　　　 橙

（10 Y R ％ ）

黄　　　　 橙

（1 0 Y R ％ ）
1 m m 以 下 の 石 英 を 含 む ・ケ ヨ　 コ　 ナ　 デ

ヨ　 コ　 ナ　 テ一

体 部 下 半

へ ラ ケ ズ リ

ヘ ラ 切 り

／／ 5 4 ・ケ 13 ．7 7 ．2 4 ．1
浅　　　　 黄

（ 2 ．5 Y ％ ）

浅　　　　 黄

（ 2 ．5 Y ％ ）
1 ～ 2 m m の 砂 粒 を 含 む ケ ヨ　 コ　 ナ デ ヨ　 コ　 ナ　 デ 径 ， 復 元　　　　　　　　　　　　 風　　 化

／1 5 5 ケ 13 ．5 7 ．75 3 ．25

淡　 赤　 橙

（ 2 ．5 Y R ％ ）

橙

（5 Y R ％ ）
0 ．5m m以 下 の 石 英 を 含 む ケ ヨ　 コ　 ナ　 デ ヨ　 コ　 ナ　 デ 径 ， 復 元　　　　　　　　　　　　 へ ラ 切 り

／J 5 6 ク 7 ．5

橙

（ 7 ．5 Y R ％ ）

橙

（ 7 ．5 Y R タ‘）

0 ．h m 以 下 の 石 英 と ， 1 ～ 2

m m の 砂 粒 を 含 む
〃 風　　　 化 風　　　 化 ヘ ラ 切 り

／／ 5 7 ク 6 ．4

に ぷ い 黄 橙

（1 0 Y R ％ ）

に ぷ い 黄 橙

（10 Y R ％ ）
0 ．5m m 以 下 の 石 英 多 含

ク ク ク ・ケ

JJ 5 8 ケ 7 ．0

橙

（ 7 ．5 Y R ％ ）

橙

（ 7 ．5 Y R ％ ）
0 ．5m m 以 下 の 石 英 を 含 む

ク ヨ　 コ　 ナ デ ヨ　 コ　 ナ　 デ 径 ， 復 元　　　　　　　　　　　　　　 ク

図 面 番 号 N o 遺　　 構 器　　 種

法　　　　　 量 色　　　　　 調

胎　　　　　　 土 焼　 成

調　　　　　 整

備　　　　　　　　　　　　　 考

口　 径 底　 径 器　 高 内　　 面 外　　 面 内　 面 外　 面

第 13 図 6 0 音　　　　　 ム
r司　　　　　 ロ

qm q u

7 ．5

C汀l
浅　 黄　 橙

（ 7 ．5 Y R ％ ）

浅　 黄　 橙

（ 7 ．5 Y R ％ ）

0 ．5 m m 以 下 の 石 英

1 ～ 2 m m の 砂 粒 を 含 む
良　 好 風　　　 化 ヨ　 コ　 ナ デ 径 ， 復 元

J／ 6 1 ク 11 ．2
に ぷ い 黄 橙 に ぷ い 黄 橙 0 ．5 ～ 1 m m の 石 英 ・雲 母

・ケ ヨ　 コ　 ナ デ ケ

外 ， ス ス 付 着

（10 Y R ％ ） （1 0 Y R ％ ） （黒 ）多 含 径 ， 復 元

／／ 6 2 ク 8 ．0
浅　 黄　 橙

（ 7 ．5 Y R ％ ）

浅　 黄　 橙

（ 7 ．15 Y R ％ ）

1 m m 前 後 の 石 英 と ， 1 ～ 3

m の 砂 粒 を 含 む
ク ナ　　　　 デ ナ　　　　 デ 径 ， 復 元

／／ 6 3 ク

に　 ぷ　 い　 橙

（ 7 ．5 Y R ガ ）

に　 ぷ　 い　 橙

（ 7 ．5 Y R ％ ）

0 ．5～ 1 m m の 石 英 ・雲 母

（黒 ）を 含 む 〃 風　　　 化 ヨ　 コ　 ナ　 デ

／／ 64 皿 13 ．0 6 ．6 1 ．4 5
黄　　　　 橙

（ 7 ．5 Y R ％ ）

黄　　　　 橙

（ 7 ．5 Y R ％ ）

1 m m 前 後 の 長 石 ・石 英

1 ～ 2 m m の 砂 粒 多 含
・ケ ク 風　　　 化 径 ， 復 元　　　　　　　　　　　　 へ ラ 切 り

／J 65 イ′ 14 ．1 8 ．5 2 ．0
浅　 黄　 橙

（ 7 ．5 Y R タ1）

橙

（5 Y R ％ ）
0 ．5m m 前 後 の 砂 粒 含 む ケ ヨ　 コ　 ナ デ 〃 〃

／／ 66 〃 13 ．1 7 ．2 2 ．0

黄　　　　 橙

（ 7 ．5 Y R ％ ）

橙

（5 Y R ％ ）

0 ．5～ 2 m m 前 後 の 砂 粒 多 含

0 ．5m m 以 下 の 石 英 少 量 含 む
ク 風　　　 化 ヨ　 コ　 ナ デ 径 ， 復 元　　　　　　　　　　　　　　 ヶ

／／ 67 〃 11 ．6 5 ．5 1 ．9 5

黄　　　　 橙

（ 7 ．5 Y R ％ ）

黄　　　　 橙

（ 7 ．5 Y R ％ ）

1 m m 前 後 の 石 英 ， 1 ～ 2 m

前 後 の 砂 粒 多 含
〃 一ケ 風　　　 化

ク

／／ 68 高 台 付 皿 1 2 ．6 6 ．2 2 ．85
明　 赤　 禍

（ 2 ．5 Y R ％ ）

淡　　　　 黄

（ 2 ．5 Y R ％ ）

1 m 以 下 の 雲 母 （黒 ） ・石 英

多 含 〃 丹 塗 り ？ ヨ　 コ　 ナ デ

／／ 69 甘　　　　 ム 7 ．4
に ぷ い 褐 色 に ぷ い 褐 色 0 ．5 m 以 下 の 雲 母 （黒 ） ・石

ク ヘ ラ ミ ガ キ ヨ　 コ　 ナ デ
内 ， 黒 変

同　　　　　 日 （ 7 ．5 Y R ％ ） （ 7 ．5 Y R ％ ） 英 多 含 径 ， 復 元

／／ 70 黒 色 土 器 14 ．4 7 ．0 3 ．95
黒

（ 2 ．5 Y R ％ ）

淡　　　　 黄

（ 2 ．5 Y R ％ ）
1 m 以 下 の 石 英 多 含

ク 一ケ ヘ ラ ミ ガ キ 径 ， 復 元

／／ 7 1 ク 1 2 ．8 5 ．2 5 ．0
黒

（ 2 ．5 Y ％ ）

浅　 黄　 橙

（1 0 Y R タ首）
精　　 良

ク 〃 ケ ク

／／ 7 2 ケ 1 5 ．0
黒

（ 2 ．5 Y ％ ）

に ぷ い 黄 橙

（1 0 Y R ％ ） ク ケ ク ク ク

第 1 4 図 7 3 ク 13 ．3 7 ．45 4 ．85
黒

（ 2 ．5 Y タr）

に ぷ い 黄 橙

（1 0 Y R ％ ） ク 〃 ク 一ケ 〃

／／ 7 4 〃 13 ．5
黒

（ 2 ．5 Y タr）

に ぷ い 黄 橙

（1 0 Y R ％ ） 〃 一ケ ク ク ク

／／ 7 5 〃 11 ．5

唇：：：写 ： 讃 橙

（ 5 Y R ％ ） 〃 ク 〃 ク ケ

／／ 8 4 緑 軸 皿 2 ．1 ク イ′ ヨ　 コ　 ナ デ ヨ　 コ　 ナ デ ケ

／／ 8 5 須 恵 器 土不 16 ．1
に　 ぷ　 い　 橙

（ 7 ．5 Y R ％ ）

に　 ぷ　 い　 橙

（ 7 ．5 Y R ％ ）
〃 ノシ ケ 一ケ ク

／／ 8 6 〃 18 ．5
に ぷ い 黄 橙

（1 0 Y R ％ ）

黄　　　　 灰

（ 2 ．5 Y ％ ）
ク 〃 ク ・ケ ク

／J 8 7 〃 1 1 ．6 4 ．4 3 ．55
浅　　　　 黄

（5 ＿Y ％ ）

灰　　　　 白

（5 Y ％ ）
ク ク ク ク 〃

J／ 8 8 ・て′ 14 ．3 6 ．8 3 ．9
灰　　　　 白

（5 Y ％ ）

灰　　　　 白

（5 Y ％ ） 〃 〃 ク ク ケ
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第Ⅵ章　小山尻西遺跡の調査

第1節　遺跡の立地と環境

小山尻西遺跡は，清武川と加江田川に挟まれた南北丘陵の北側丘陵中にある。北丘陵を形成する三つの頂部のうち，

もっとも低い凛高約42〃了の項部に位置し，東方向眼下に小山尻東遺跡，田上遺跡を眺め，はるか西南西の方向には山

内石塔群が遠望できる。

大乗妙典供養塚は，この標高約42〝7の頂部が東側の次の小高い頂部へと続く橋梁状の地形の東端部にあり，塚の北

側，南側は深い谷となっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

第2節　調査の方法

板碑の造立されている河原石で葺かれた盛土部は，東西1．2”7×90cm，1．5椚×50cm，南北3．47乃×80cmの3ヶ所

にトレンチを入れ，板碑が挿入されている基部を中心に河原石を取り去った。盛土部分より北東35〝了の平坦部にNI

トレンチを東西12椚×3．4〃7，13椚×4〝7，南北8m×2例の3ヶ所に入れた。切株が多く不定形のトレンチとなっ

た。盛土部分より南西40〝2の平坦部に十字型にS2トレンチを入れた。東西10〝7×1．5〝7，南北28椚×1．5間である。

第3節　遺構と遺物

本遺跡では，遺構として大乗妙典供養塚をあげることができる。板碑の立っている小丘は地山を約40cm盛り上げた

層（Ⅲ層）とその上層の丸礫を含んだ約30cmの層よりなっている。（第1図参照）丸礫は径3～5cm内外の比較的

形のそろった扁平な河原石で盛土最頂部で最高の堆積幅平均30cmをもちながら，周辺にゆくにしたがって，徐々にそ
（1）

の堆積幅を狭めてゆき，末端部に至ってはほとんど表層面に散乱する。分布の範囲は，盛土最頂部，大乗妙典供養板

碑付近を中心として南北およそ6．5〝2，東西4．5”7の惰円形に広がる。板碑を造立する際，この30cmに．も及ぶ河原石

の層は，碑の安定に充分な効果をもたらしたと思われ，実際土壌と混じりあった河原石は基部をきつく圧迫して，掘

り出すのにかなりの時間を要した。厚く盛土を被ったその景観は，古墳における葺石をみるようであり，同じような

効果をねらったことを思わせる。又，河原石の多くが扁平な丸礫であるため，一字一石経の埋納が考えられたが，墨

書石の埋納，散乱をみることはできなかった。

遺　物

大乗妙典供養塚上より4基の板碑と塚を覆う河原石の表面上から一点の鐸，素焼き土器と思われる数点の小破片が

出土している。まず板碑について第4図にそって解説したい。

I板碑（第4図I．第5図）

Iは盛土のほぼ中心に位置し，北に傾いている。全高160．5C7n（うち地中に36．0cm），幅32．7cm（塔身部中央），

33．2cm（塔身部下部），38．4cm（基部），厚さ21．8cmを測る。これは小山尻西遺跡板碑のなかで，最も大型で完全な状

態で観察できる唯一のものである。形状は全体に最も一般的なもので，頭部は正面観が底辺（羽込部上段）の二角で

それぞれ55度を測る三角形を呈し　平面観では，四方から稜線が直線的に一点に集まる四角錐形を呈する。ただし，

四方から集まる稜線の中心は碑の中心軸よりやや前方にある。
（2）

板碑の形状の最も特徴的部分である羽込部は，一般的な形状であるところの二条の切り込みを斜方向に彫り出す方

式からは，大きく逸脱しないものの独特の形状をもっている。それは切り込みが単に段をつけただけでなく，さらに

深く沈線を刻することによって，各段をより明瞭に表現していることである。一段目の羽込みは3．5C恥二段目は3．0
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Level　40．96m，

Level　40．967几

盛土部・北壁～東壁土層断面図④

盛土部土層

I層　表土（褐色腐葉土）

Ⅱ層　薄褐色土

Ⅲ層　明黄土色土

Ⅳ層　ⅢとⅣの中間色的な褐色土

宍ヱ；河原石を含む範囲

NIトレンチ土層断面図（南壁面）①

Leve141．28m

S2トレンチ土層断面図（西壁面）④

第1図　土層断面図
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Ⅳ　オレンジ土

Ⅴ　暗オレンジ土（粘質）
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第2図　大乗妙典供養碑塚周辺地形図
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C恥沈線は0．2cmを測る。羽込部から額部は14．8cmを測り，

額部のはりだLはなく，単に深さ0．6cmの明瞭な沈線を正

面，両側面にわたって刻している。塔身部は正面，両側面，

背面すべてにわたって平滑に成形され，銘文を刻するのに

供される。基部は下端より上部へ36．0cmを測り，平滑に成

形されることなく荒削りのままで，塔身の横幅より5．7cm

ほど幅広く成形されている。これは造立時の安定を考慮し

たものと思われる。

碑四面にはそれぞれ陰刻で次のような銘文がある。碑正

面，額部には薫（バク＝釈迦），司（マン＝文珠），克（ア

ン＝普賢）の三尊種子を陰刻する。碑中央に，「奉語調大

乗妙典一千部」とあり，その両側に「現世安穏　後生善敗l

の二行，すなわち，法華経草草喩品第五十九一十九一中の

下二句を刻する。以下に「施主敬白」とある。裏面中央に

「千時大永六年丙戊八月廿八日」，「願以此功徳」，「普及

於一切」，「我等与衆生」，「皆共成仏道」と法華経を刻す

る。右側面には，額部に息（ウン＝普賢菩薩），以下キャ

．ヵ．ラ・バ・アと大日如来真言を刻し，その右に「大願

主海老原四郎兵衛尉妙為」，左に「本願権小僧都覚淳大法

印勢舜」とある。左側面には，額部に鬼（キリーク＝阿弥

陀），以下ケン・カン・ラン・バン・アンと大日法身真言

を刻し，その左右に「若人求仏慧通達菩提心」，「父母所

生身速謹大覚位」と菩提心論を刻している。

ン
第3図　羽込部形状模式図

Ⅱ板碑（第4図Ⅱ，第6図Ⅱ）

Ⅱは小丘より北西に折れ落ちて，頭部を南西に向けてい

る。現高89．0cm，横幅22．2C7n（上部），23．0cm（下部），厚さ14・Ocm～15・5C7nを測る。頭部は正面観で底辺（羽込

部上段）の二角がそれぞれ65。を呈する三角形で，碑の平面がそのまま頭部まで延長する。

側面観は各四点が一点に集まらないために台形状を呈する。羽込部は二条の沈線を側面までめぐらし斜方向の切れ

込みはない。二条の沈線問は2．0cmを測る。額部も同じく沈線で側面にまでおよび，突出はない。羽込部との間に7・5

αを測る。脚面に墨書で一字書かれてあるが，消えかけている。おそらく「喝j3）と書かれていたと思われる。

塔身は正面，側面，背面すべてを平滑に成形して銘文面を形成しているが，陰刻はなく，墨書跡がかろうじて観察

できる。碑表面の墨書はほとんど消滅しており，下記の数文字を確認できたにすぎない。正面に「空風火水地」，「□

□者為」，「九日」，「千時」，背面に「諸行無常是」，「生滅□□園□滅」と読める。

Ⅲ板碑（第4図Ⅲ．第6図Ⅲ）

Ⅲは小丘の北西端に折れ落ち，頂部を北東に向けた位置に倒れている0現高95・6cm，横幅26・Ocm，厚さ17・2cmを

測る。頭部は正面観で底辺（羽込部上段）の二角がそれぞれ55度を呈する三角形で，これもⅡと同じく碑の平面がそ
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第4図　大乗妙典供養塚図
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のまま頭部まで延長する。側面観は背面の二辺がゆるやかに

カーブを措きながら頭頂部まで伸びる形状である。

羽込部は上部の一段部と下部の二段部が直接つながらず，

間に0．7cmはどの間隔を設けながら側面までめぐる。羽込は

鋭く切りこまれる。額部は羽込部7．6cmを測り，突出なく沈

線によって側面までまわりこむ。碑面は浸食が激しく，正面，

背面ともに著しく荒れている。よって陰刻，墨書ともに判然

としない。

Ⅳ板碑（第4図Ⅳ，第6図Ⅳ）

Ⅳは小丘の中央西側に位置し，頭部を南西に向けて倒れて

いる。塔身上部は現高46．5C恥横幅30．Oc恥厚さ12．0cmを

測る。頭部は正面観で底辺（羽込部上段）二角がそれぞれ40

度を呈する三角形で，これも碑の平面がそのまま頭部まで延

長する。

側面観は台形を呈する。従って頭項は一点とはならず一線

となる。羽込部は二段で1．7cmを測り，背面にまで及ぶが，

背面は一段となる。額部は羽込部下段より下6cmを測り，背

面にまで及ぶ沈線によって区画される。ただし，沈線は羽込

部と同じように斜方向に彫りが入れられている。

Ⅴ・Ⅵ・Ⅶ基部（第4図Ⅴ．Ⅶ，Ⅶ）

Ⅴ・Ⅵ・Ⅶは折れ残った基部である。I板碑と若干のずれ

はあるものの東西に並列している。Ⅴは現高19C恥横幅30・5

α，厚さ12．0cmを測る。Ⅵは現高38．Oc恥横幅24．0cm厚さ

17．2cmを測る。Ⅶは現高39．0cm横幅28．Oc恥厚さ20．0cmを

測る。それぞれⅤで深さ10C恥Ⅵで32cm，Ⅶで30cm地下に挿入

されていた。ただし，Ⅴは後の復元の結果，基部ではなく塔

身の一部であった。

考　察

上記の基部Ⅴ・Ⅵ・Ⅶと塔身Ⅱ・Ⅲ・Ⅳを復元した結果，基

部Ⅴと塔身Ⅳ，基部Ⅵと塔身Ⅱ，基部Ⅴと塔身Ⅲがそれぞれ

対応し完形となった。このことから，この小丘上には，四基

の板碑が造立されていたことが判明した。ここで便宜的に四

基の板碑を東から順に，A（I板碑一完形のもの），B（基部

Ⅴと塔身Ⅳを接合したもの），C（同じく基部Ⅵと塔身Ⅱ），

D（同じく基部Ⅶと塔身Ⅲ）としたい。これによって，復元全
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長を測るとそれぞれ，A160．5cm，B65．5C恥　C127．Ocm D134．0cmとなった。Bの全長は65．5cmと他の主塞と

比較して極端に低い。横幅は30．0cmを測るから全長と横幅の関係でみると，甚だアンバラスである。基部Ⅴをみる

と他の二つの基部のもっている特徴をそなえていないことがわかる。即ち，一般的に基部は正面，両側面，背面の全

面にわたって平滑に調整されることなく，荒削の部分を残すのが普通である。また，造立後の倒壊を防ぐために，横

幅を塔身幅より大きくとって安定を増すように成形されるか，逆に下端を鋭くして地面に挿入しやすく成形する。と

ころが，基部Ⅴは塔身Ⅳと横幅がほとんど変わらず，碑面は平滑に成形されている。実際，基部Ⅴを小丘より掘り出

す時，他の基部Ⅵ・Ⅶを掘り出す時より容易であった。

よって，基部Ⅴとしたものは，塔身の一部が折損して残ったものと理解し，B板碑はその横幅から推定して少なく

とも全長130C7n前後の碑であったと考えられる。また，このことから，A・B・C・D板碑の造立位置が，造立当時

から不変であったと考えることは難しく，何度かの移動があったものとみなすのが妥当であると考えられる。

銘文により造立年代がわかるものは，A板碑のみであり，他は碑面が剥離して，著しく損傷するか墨書が消えて判

読不可能であるため，碑の形状によってその造立時期を推測する他にない。この小丘上の四基の板碑中，A板碑がそ

の大きさや各部の形状，銘文等によって中心的な位置を占めることはまちがいなかろう。B・C・D板碑の頭部は，

A板碑の頭部のように，一点に集まらず，各稜線が一線に集まる形状で，これは古式の板碑にはみられない形状であ

り，B・C・D板碑の頭部形状は，A板碑より新しい形態である。羽込部をみると，BはAと同じく羽込部を斜方向

に切り込む一般的形状で，最も古式の板碑から江戸期の新しい板碑まで普遍的にみうサられる。Cは沈線のみで羽込

部を表現する形態であり，板碑最盛期の最も簡略化した小形の板碑によくみられる。D板碑の羽込部は一段目と二段

目に間隔を設けるタイプである。これは量的には数少ない。知る限りでは，A板碑と同時期，大永年問から江戸期に

わたってみられる。

額部のはりだLは，A・B・C・D，いずれの板碑も表現されておらず，沈線のみである。一般的に額部は．突出

度が大きいほど古式である。

以上，形態上，B・C・D板碑はA板碑より先行するものではないと考えられ，B・C・D板碑の中では，D板碑

が最も古い形状を有し，B・Cがそれに続くものと思われる。

その他の遺物

大乗妙典供養板碑より南西方向3間，ちょうど河原石の範囲がきれる位置に，河原石混じりの表土から小型の粗製

鉄地鋳物鐸が出土した。鐸（第7図8）の形は十二木瓜型で，長径6．6C恥　短径5．9cm厚さは切羽台のところで3．6cm

耳部で4．5cmを測る。これは切羽台の厚さが，耳際より薄い中低といわれるもので，耳は土手耳となる。切羽台に銘

はない。小柄植孔，坪横孔は卵形である。この鐸は盛土上より出土したとはいえ，供献されたものとは考えにくいと思

われる。その他，素焼き土番と思われる小破片が板碑基部付近から出土したが，磨耗して実測に耐えないものであっ

た。

NI．S2トレンチの遺物（第7図）

NIトレンチからは土師器の杯二点，石斧一点，縄文土器片二点，チャート製のチップ数点が出土している。土師

杯はⅡ層（黒褐色土）から出土し，二点は重なりあっていた。一点（第7図1）は口径12．7C恥　底径6．6C恥　器高4．1

cmを測り，底部からの立ち上がりは丸味をもって立ちあがる。底部，休部とも極めて薄い。もう一点（第7図2）は

口径12．5C恥底径7．2C恥器高4．1cmを測り，これも丸味をもちながら底部から立ちあがっている。底部は心もち上げ

底となっている。ともにへラ切底である。石斧と縄文土器片はⅣ層（オレンヂ色土）下の粘質オレンヂ色土中より
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出土している。石斧（第7図3）は最大長8．8C恥最大幅4．1cm，最大厚1．65cmを測る短冊形の局部磨製石斧で，全

面に磨耗が激しく鋭い面を残していない。縄文土器片はわずか二点のみの出土であった。一点（第7図4）は表面が

完全に剥離しており紋様を観察し得なかった。胎土に大粒（6～7皿）の長石を多く含んで焼成は極めて不良である。

もう一点（第7図5）も表面が磨耗し，かろうじて条痕を観察できる程度である。

S2グリッドでは同じくⅣ層より，剥片石器二点が出土し，土器の出土はなかった。第7図6は二次的な剥離が片

面にみられ，刃部をつくりだしている。先端を鋭く調整してあり，錐として使用された可能性もある。第7－図7は片

面に細かな小剥離痕を有し刃部をつくり出している。下端に未加工の自然面を残している。

第4節　歴史的背景

本遺跡の大乗妙典供養板碑が造立された頃，即ち大永年間の加納，木原，船曳，今泉，田野の五郷は伊東氏の支配

下にあり，文安年間に伊東祐亮の所領となって以来，約130年後の天正5年（1577年）まで伊東氏の所領であっ

た。当の伊東氏は，今の都城地方をめぐって島津氏と激しく覇を争い，あるいは内証の最中にあった。日向纂記によ

れば，A板碑が造立される三年前の大永三年（1523年）には，7代声柘が真幸の北原氏との戦いの最中に没し，子

の祐充が伊東八代の統を嗣いでいる。大永四年（1524年）には敵対していた北郷氏より領地の一部を返還され，北

郷氏と結ぶ島津氏と一時的な和平の盟約を結び，暫時の小康状態に入った。続く大永六年（1526年）には祐充の命

により，荒武氏を肥後に派遣し，犬童刑部左衛門の乱を鎮圧せしめている。日向纂記は，中世が間断のない争いの連

続であったことを語っており，このことは中世に造立された供養碑の銘文の中に，戦さに倒れた兵を供養したものが

散見され，造立者も僧籍にあるものの他は，武士階級を思わせるものがほとんどであることを考えるとうなずける。

A板碑の碑面右側面にみられる海老原四郎兵衛尉も，武士階級であったことは疑いないが，海老原四郎兵衛なるものを

文献中に確認し，特定することはできなかった。ただ，伊東氏に関係する記事の中に，たびたびその姓をみることは

できた。例えば，資料中より同時期の海老原姓をみると，日向纂記の中に「伊東氏の将，海老原隠岐守，長倉某を山

ノロ城に配す」との記事，日向記巻第四「三俣御陣並合戦」の記事中に海老原志摩介為安，海老原弥二郎為長，海老原

二郎三郎，海老原六郎太郎為用などの諸氏を，同じく「豊州衆依手替山東引事」．（永禄5年）1562年の記事に海老原

清左衛門尉をみることができる。しかし，前者は都城の和田梶山衆，後者は田野衆であり，清武周辺の海老原姓を確

認できなかった。しかし，造立地が伊東氏の支配地であることを考えあわせると，この海老原四郎兵衛という人物も

密接に伊東氏とかかわりのある者であろうと考えられる。もう一つ，時代は約70年後になるが，上加納坂に次のよう

に刻された石碑が残っている。「慶長五年庚子十月朔日」「〇年浄江居士」，「海老原次郎助廿八打死」－確かに海老

原姓を名のる一族がこの地にいたことを確信できる資料であり，清武の地と海老原氏を結びっける一つの手がかりと

なると思う。

〔註〕

（目　盛土南端は，重機によって削られており，さらに1～27几延びていたものと思われる。

（2）「二条線」，「羽きざみ」と呼称されるが，ここでは「羽込み」とする。

（3）「喝」以外に「咄」，「妙」，「貞」などを額部に刻するものがある。禅宗系である。
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第5節　ま　と　め

小山尻西遺跡では，縄文・平安・室町の各時代に比定できる遺構，遺物を確認した。ここでは本遺跡の中心をなす

大乗妙典供養塚について考察してみたい。

まず，大乗妙典供養碑の形状をみてみると，頭部，羽込部，額部，塔身部の面構成はすべて平面であり，比較的曲

面が用いられることの多い頭部構成でさえ平面を用いている。従って碑全体から受ける印象は極めて直線的，鋭角的

で，県内の鎌倉，南北朝期の板碑のような大胆で雄揮な印象とはかけ離れている。本板碑近くに立地する山内石塔群

の板碑の中にも，この板碑と同様の形態をとるものを散見するが，むしろこの板碑の直線的かつ鋭角的な形状は，宮

崎市生日本勝寺に所在する題目板碑群に似かよっている。他の3基は，頭部，羽込部形状，そして全体から受ける印

象も山内石塔群のものと大差を感じない。

碑面に記される銘文字数が多いことも経典供養碑の特徴の一つで，願主，願文の他，経文が碑正面ばかりか両側面，

背面にまで及ぶことがしばしばである。

従って，銘文を側面までに記さんがために，側面の厚みを大きくとるものが現れる。碑面の横幅に対する厚みを扇
（1）

平率として表わすならば，中には100％に近い値を出し，板碑というよりは柱碑とでも表現したいような形態をもっ

ものが現れる。例えば，宮崎市大字住吉，大王寺境内にある永禄11年銘の法華経典一千部供養板碑は，総高119，7cm

横幅27．3C恥　厚さ25C7花で扁平率は実に92％である。
（2）

本遺跡の大乗妙典供養碑の扁平率は66％であり，「日向の金石文」に掲載されている板碑（羽込部を有する九州型

板碑とし，自然石板碑や，値の記載のないものは除外した。）82基の平均扇平率61％を上回っている。これはまた経典

供養碑のみられない山内石塔群中の71基の扇平率55％をも上回る値である。
（3）

柱型の板碑が多い鹿児島県の例をみると，38基の平均的扁平率69％を示し，本遺跡の大乗妙典供養碑の扇平率に

近い値を持っている。扁平率については板碑総高との関連をも考慮に入れながら検討すべきであり，今後の課題とし

たい。

大乗妙典供養板碑の碑面に刻されている大乗妙典とは，華厳経，法華経，捏磐経等の大乗を説く教典の総称で，特

定の経典をさすものではない。大乗妙典の読詞を碑文に銘記する板碑としては，この小山尻遺跡の大永六年（1526

年）の板碑が最も古いと思われる。ただし，板碑以外では明応五年（1496）銘記の変形宝筐印塔があって，これに

は，謹看読大乗妙典三千部，同金剛経五千四十八巻とある。経典を明確にしたものとして，文安四年（1447）の六

地蔵碑があり，これが日向における経典供養碑の最も古いものである。銘文には奉読南無一乗妙法蓮華経とある。
（4）

経典供養銘記の供養塔を一覧表にすると表1のようになり，これをみると経典供養碑26基の内，明らかに追善と

考えられるものは三基で，残りの23基はいずれも本願主が生前に造立したものである。隣県の例として，鹿児島県の

板碑をみると，総計70基のうち経典供養と思われるものが9基あり，うち2基が追善供養である。これによって，経典

供養は逆修供養が多いと理解してもよいだろう。

本板碑の場合は，銘文中に特定の個人の追善を思わせる字句がないことから，願主本人の逆修碑か，あるいはこの

時代によく行なわれた戦乱に倒れた不特定多数の敵味方を同時に供養して領地の平和を願う追善供養かと思われる。

文献資料の中に経典供養の具体的な例をさがすと次のようなものがある。

「近年依騒動多人数亡失ケレハ国家安康ヲ希ヒ為善根同八月晦日ヨリ九月八日迄都於郡六ヶ所ノ寺家ニテ法花妙典

一万部涌シ玉フ其功徳二依テ国中無為泰平二治り其誉近国二無隻コソ聞エケレ」日向記巻第四，「祐清佐土原御入城事」。

これは伊東氏の10代義柘が，天文5年（1536年）に行なった例でこれほど大がかりでなくとも，武士階級の間で経

典供義はしばしば行なわれたようである。

以上のように経典供養碑の背景には，数日間をかけた法要という祈念に向かっての宗教的営みがあり，それを主催
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できるだけの多大な経済力を有した人々の存在をも意識する必要がある。

次に供養碑の立地を考えてみたい。元来，板碑が造立される場所は寺社の境内，台地，丘陵，墓地，小径の辻など

が多い。このうち寺社の境内が最もよく利用されるが，境内といっも大量にみられるところでは，寺院敷地内の山の

斜面が供されるようである。例えば，日南市妖肥大迫寺址永仁3年板碑，えびの市彦山寺址正中二年板碑のような古

い年紀銘をもつものでも寺院境内であり，宮崎学園都市遺跡中の山内石塔群は丘陵斜面，宮崎市生日本勝寺題目板碑群

は寺院敷地内の斜面を利用している。本碑の場合は丘陵上であるが，単に自然地形上に建てられたものでなく，人工

的に盛土した上に河原石（玉砂利）を葺くという手の入った造立法をとっている。県内の大型でしかも造立時期の古

い代表的板碑をみてもこの様な例を知らず貴重な一例である。この盛土部はまた，保存状態がよく造立時の形態をよ

く残している。いっの頃かはわからないが，この丘陵は子龍（コゴモリ）と呼ばれ，供養碑の上に御光がさしていた
（5）

という伝説が地元に残っており，人跡まれであったことが当時の状態にちかく維持できた原因であろう。盛土をした

うえ石造供養塔を造立するというのは，「飢餓草紙」がその初見であり，本来的な造立法であったと考えられ，そう

いった意味でも本遺跡の供養塚がもつ意味は大きいと思われる。

表1　宮崎県内経典供養砕一覧表

番号 年　　 号 所　　　　　 在 供 養碑種別 経　　 典　　　 銘　　　 文 備　　 考

1 文　安　 四
（1447）

小　　　 林　　　　 市 六　地　蔵　碑 法華真読一千部

2
明　応　五
（1496）

宮　 崎　 市　 赤　 江 変形宝籠印塔
謹看読大乗妙典三千部
同金剛経五千四十八巻

ノヾ；‘ク；

3 天　文　二
（1533）

高　　　 原　　　　 町 板　　　　　 碑 奉読涌法華妙典 パ　パ　バ
ン　ン　ン

4 天　文　 四
（1．ち35）

佐　土　原　町　広　瀬 板　　　　　 碑 奉読涌大乗妙典一千百部 ノヾ
ク

5
天 ・文　九
（1540）

都　城　市　志　和　地 石　　　　　 碑
奉読詞法華経王五千部・六命桂一蔵
奉書写法華経一字一右一部八万四千本

6 天文十四
（154 5）

東　諸　県　郡　本　庄 板　　　　　 碑 奉読涌大乗妙典一千部供養 額　 あ　　 り

7 天文二十
（1551）

児　湯　郡　木　城　町 六　 地　蔵　碑 奉為法華経一千部供養六地蔵尊形図 ク　ラ　ーク
キリ　ーク
ア　ー　ク

8
天文二十二
（15 52）

宮　 崎 1市　 住　 吉 板　　　　　 碑 奉読涌大乗妙典一千部
額　 あ　　 り
喝 ・黙 ・心

9 永禄十一
（1568）

宮　 崎　 市　 住　 吉 板　　　　　 碑 慶奉者看護法華一千部為現当二世 円　 相　 ㊨

10 永禄十一
（1568）

宮　 崎　 市　 住　 吉 板　　　　　 碑 謹奉読涌蓮華一千部為現当二世也 円　 相　 ㊨

11
永禄十二
（1569） 宮　崎　郡　清　武　町 無　　 縫　　 塔 奉看読大乗金剛経〇千以十八巻成就処

12
永禄十二
（1569）

宮　 崎　 市．住　 吉 板　　　　　 碑 欽奉看読法華一千部功徳忙辺

13
永禄十二
（1569） 児　湯　郡　都　農　町 板　　　　　 碑

○○大乗妙典一千部右志趣意林宗智
三十三週忌也

キャ（陽刻）

14
永禄十二
（1569）

宮　 崎　 市　 住　 吉 板　　　　　 碑 奉読詞経王一千部成就得入無ノ上道之地也 円　　 相

15
永禄十三
（1570） 宮　 崎　 市　 住　 吉 板　　　　　 碑 奉読涌経王一千部之供養也 妙

16
永禄十三
（1570）

東諸県郡大字八代川上 板　　　　　 碑 奉読詞大乗妙典一千部成就之処 円　　 相

17 元　亀　 二
（1571）

児　湯　郡　都　農　町 板　　　　　 碑 奉看読大乗妙典一千部右志者
妙清大姉二十五廻忌也

ベ　　 イ

18 元　 亀　三
（1572）

宮　 崎　 市　 赤　 江 板　　　　　 碑 奉読涌大乗妙典一千部 ア

19 天　正　三
（1575）

佐　　 土　　 原　　 町 板　　　　　 碑 奉読○涌大乗妙典 ㊨

20 天　正　 四
（1576）

宮　 崎　 市　 住　 吉 六　地　蔵　 碑 奉読詞大乗妙典一千部

21 天　正　六．
（1578）

宮　崎　市　瓜　生　野 板　　　　　 碑 奉謹涌法華妙典一千部供養

22
天　正　六
（1578） 宮　崎　郡　清　武　町 板　　　　　 碑 念仏五百辺，奉読涌普門品五萬
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番号 年　　 号 所　　　　 在 供 養 碑 種 別 経　　　 典　　　 銘　　　 文 備　　 考

23 天　 正　 七
（15 7 9）

東 諸県郡大字 八 代 板　　　　　 碑 奉読涌大乗妙典一千部供養 円　　　　 相
額　 あ　　 り

24
天　 正　 十
（1 5 8 2） 西　 諸　 県‾郡　 飯　野 板　　　　　 碑 奉供養法華⊥千部幻生童子無上謹果故也 カ　ン　マ　ン

25
天 正 十三
（1 5 8 5） 児　 湯　郡　川　 南　町 六　 地　 蔵　 碑 謹奉訓詞大乗妙典一千部為戦死者各霊

26
天 正 十五
（15 8 7）

宮　 崎　 市　 大　 淀 六　 地　 蔵　 碑 ○○経一巻一字一石埋之供養者也
如是所修之善根者頼意僧都自初七日○ ＿

27 寛 ．文　 元
（1 6 6 1 ）

宮　 崎　郡　清　 武　町 石　　　　　 碑
（羽込部なし） 奉読詞大乗妙典二百部，二世安楽所

28 正　 徳　 四
（17 14） ′′ 謹奉読涌大乗妙典一千部 仏

29 享 保 十 七
（1 7 3 2） 〝 奉読涌大乗妙典一千部

〔註〕

（1）扇平率は厚さを横幅で割った値に100をかけたもの，100％に近ずくほど柱にちかく0に近ずくほど板にちかい。

（2）瀬之口伝九郎「日向之金石文」（『宮崎県史蹟名勝天然記念物報告』第12韓，1942）

（3）「鹿児島県の板碑」（『鹿児島県文化財調査報告書』第5韓，1955）

（4）瀬之口伝九郎「日向之金石文」（『宮崎県史蹟名勝天然記念物報告』第12韓，工942）の他，「清武町の文化財」第1集

～第4集に記載のものを中心に筆者知見のものを加えたが，ほんの一部にすぎないと思われる。

（5）「清武町の文化財1第4集，石造物，木原編（清武町文化財保護審議委員会）昭56
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A区遺物出土状況（北東より）
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SB7（南東より）
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縄文土器（1）
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縄文土器（2）
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縄文土器・石器・弥生土器
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弥生土器・土師器
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布痕土器・須恵器・軽石製支脚


